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ま え が さ

地域研究東四集として｢高原の村｣を世におくる｡第一奥ま中国山地地帯の義山jLFj1-を､第二鴇

は剃戸内伸沿岸の東児町を､窮三鰍幻瑚山平野の船舶町を対譲としてそれぞれljr究報告を出して
きたが.これらにつづくものとして,今回は音場戚脱の杓として備中町をとりあげたものであるO

備中町は今から岨年前に､町村合併によ′,て.起生した新しい町であるが､もとの村名でいえは.

平川村 ･肪野村 .富家村であるOその位牌するところは､書棚高腺の的山県における般西端であ

り､高梁川の支流戚譲りllをさかのぼって､岡山鵜から広島掛こうつろうとするあたりに､成羽川

の探い谷をはさんで北と南にわたって存在する｡

胸中町をJJF究の対束に適んだのは､第-奥以来の桝先で､大きくとり残された地帯として吉備

馬腹地帯があり､佃中町はその膏備南腺地帯の代襲的な膨態を日然と人文のあらゆる点から具備

しており､これを研究することによって書鵬由娩地軸というものは充分理解できると考えたから

に他ならない｡

その他の粂件としては､指軸 こ当る教官のうち､石EEE･虫明 ･藤沢等は既にこの調査以前から

li,q人的にliil'仲町の地Bi_的 ･倫Pji的 ･歴史的な血の研究に手をそめてきており､今回の醜査のよう

に研究室を離れることかなりの遠方で､短い棚仙こ､多勢の学生とともに､手弁当式鯉資で研究

しようとする桜台には､研究の見通しとか,学生指斗上の1史宜とか､研究成果のまとめとか､い

ろいろの意味で全員初めての土地に入って研究vLとりかかるよりよかろうということもあ.,た｡

また､もっとも大切な条件は的全地域の方々がhれわれの調査の也旨に賛成され､船便的に協

力して下さることであるが､その点Ib-中町は小出武畔町長はじめ関係各位の限りなき協力と支援

が約束されたことであるO

r~1 かくして､調査体制に入-,たわれわれは､ilqlfl油丑を6月28.29日の両日に行い､7月6

日から9日までに調査計画案を作成した｡

ここで､綱歪のやり方が従来の勘合にくらべて鵜.1ている点についてふれておこうOそれは､

約度地域が大学からかなり臥 lていて4泊5日のか旺 LUlrMLjの後にTrは足的な網査を行うことは他郷

であることや､調査糊Ht]Llからすぐ後に学生感は18株一式峻湖僻他 姓えており､試験が終ると今垣Io')

鯛査C)主力である三年生には数膚葵習に出るものが多いので､何とか調査卿rtilに万尊の醍査活肋

を行い､瑚孝放射米式腕榊始までに鯛_iE舷巣は:蚊補にまとめてしまうことが必貸であると考えた｡

そのため､予鵬飼塵で胸鹿項目を作りあげ,各人一碑臼相当主題で､デモ任をもって自分の相当項

目については鯛壷をするといった方式をとったOこq)ことは､調査を して11'･剰味のあるものとす

ることがLtj水たし､非常に広い地域にJIラバラで糾かこ従うことの多か_1た今匝lの粥壷では自覚



に基ずく活動が虚辞される且ともなったと考えられるO

鋼査は8月25日から29日までの4泊5日で行われた0第一日は調査全員がiJ;nl中町を全体的

に認放することに主眼をおいて､貸切パスで町内を走り辿った｡町内といっても成羽川の谷にそ

った県道から､盲備高脱独特の胸つき八丁の急坂を北側西山地区にあえぎあえぎ上りつつ､谷底

を､そして谷を隔てた相川lLlgや平川の山 を々ながめ､これから鍋査しようとする対象地の世胤か

ら僻地されてきた姿にうなずきつつ､われわれの触査痛肋も甘いものではないことを感じと1た

次第である.そして､地山から下りて十川本郷に再び上り､夕刻役場のある親鳥に帰 りっいたo

夕食後､全員一基に会し､役場当局から町勢全般の鋭明や､aJFg査内容についての打合せを行ったO

なお､この使､棚中神楽の特別出鎖を鶴凍できたことは有如いことであったO

第二日からは､分担した各自の地 Iji白を舶査するのに都合のよい部落に散っていったO殻走

された栖泊所は大鹿 ･高山 ･thJrlHIL内･平川本郷 ･胤亀の副港であり､これらの一簡qTにずっとが

んばる者もあれは､これらの指泊Jyiを次から次-と渡り歩くものもあり､楕泊所には凝ないでテ

ントを張って山水きするものもあり､各人各感の如き触りで貿料が始められたo

崩壊の弟五日E=こほ､正午までに町佼｣轟粧娘合し､各部浴で樽た食料を盤埋したり､後場で補

足的な禍宜をして､午俊佃学の遠についた｡

以上は調査括肋の大体であるが､この舶査に当って､備中町の方 ､々小出武雄町旗はじめ役場

の各位､文教套兵長の偏見裕一臥 教育審兵長の赤木幽平の両氏､出血腐蚊長日]熊規矩凪 智/A'中

学校長石ĵE寛､長谷′J＼学校長江阜潤治郎その他小中学世の校長諸氏､その仙痛泊をお引受け下さ

った方々､そしてまた資料見張の上でfd朝教示を賜った多くの方々に対し､-同Jfg嫉くお礼申上げ

る次第でありますC

また､主として川上郡内に在助の､大学卒濃生緒岩が大串して仏媛KL_馳けつけ､調査値仙推進

の力となってくれたことはうれしいことであ1たo感謝する次第であるO

研究成果は必ずしもこれら倒威力を賜った方々の期待にこたえうる出勅 まえではないかとも思

われるが､親のすねかじり届が経世を出しあ1て､触られた日程で行ったA.鼻の癌勅であること

に免じて､細大となく倒批正を禍れは幸である｡

般俊に､この鯛塵が佃中町の､いや曹仰粘蚊の村々の発娘に親分でも斉献しうるならは望外の

よろこびとするところである (藤沢 )
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第 八 節 小 腺 魅 士

社 会 科 卒 業 生 で 参 加 者

中 山 高 明 島 昧 坂 本 陸 士

坂 上 卓 史 尾 田 実 藤 木 明 佳

高 橋 勝 国 塩 輝 昭
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舞 一 節 吉備高原と備中町

第二 節 厳しい生活舞台

Ⅰ 古い地類と若い地形

丑 谷と挺壁 と高原

第 三 節 厳しい気候

r 寒い野呂とむし穀い谷

Ⅱ 目名と陰地
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Ⅰ 初潮の隷At主航復姓鹿避止民細成

丑 後期の下陣分解迎塊民構成
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Ⅱ 高瀬舟の通船区周と慣行

Ⅱ 高瀬舟棟の形態

第 六 節 天鱗の年斉米輸送

Ⅰ 年頁米の輸送路と方法

7

1

月U

CZU

5

6

6

6

Ⅱ 天保の川上 ･阿貿二十rJA箇村の年玄米輸送対策 ------ ･ 69

第 三章 救荒作物の残存する高腰雌濃

弟一 触 畑作放牧の虚脱盤村としての仰中町

第 二 節 いも ･雑穀の成有形僻と出民の食生活

Ⅰ 旧富家杓の塊農の概況
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丑 藍の衰退と興隆作物
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第五竜 興隆=芸作物と高Jh.の出展生活
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Ⅰ コン-1.クの分布および生産状況

正 嫡中町におけるコンニャク者培鋲

並 備中町金野部落の分析

JL コン-1.クの水庫および柵粉と経過

Ⅴ 術中町のコンニャク栽培の将来

窮 六号 無牛から白牛-

第 一 的 鳥原の牛飼

Ⅰ 高山牛の由来

且 放牧形態

祉 家畜′卜作

Jl 牛道および作追

V 放牧形態よりみた共同体規制の弱件化

新 二 節 離塊への妙み

Ⅰ 親牛時代から白牛時代へ
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第七額 集落形態

第一節 野呂の集落

Ⅰ 市域町としての平川

皿 姓巣娘藩としての布架

第二'Lll〕 谷の集落

Ⅰ 市場としての黒鳥

皿 盤果娘簿としての布潮

第三節 解体前攻の白い共産部落

I 戦俊の脚柘の歩みおよび域批

皿 向山の蹄拓地概観

皿 汗の結晶による村つくり

血 くずれ去った井向蛙骨

第八草 社会構造

第-飾) 山野の所有形態と人rdJ幽係

Ⅰ 共同体の生産を支えた六区共JF山

皿 共剛本の限界を示す分解過鍵

皿 私有形態における人間幽係

第二解 氏神祭弛主脚

Ⅰ 旧十川村の氏神祭qLlとその娘拙

並 氏神無能触出銭存の磨凶

皿 氏神祭相集blの倒壊

窮三的 象族恐純

Ⅰ 村のすがた

皿 家族意綬

第四節 イ工でつながる社会幽係

Ⅰ 名子闘係

皿 本家分家幽係
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Ⅱ 瀕制的親子媚償

第 五 節 習俗と曽律

Ⅰ元f礼
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u解式
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Ⅴ 家の構造と日常生括

&,J六 釦 頗地改革

Ⅰ IEl平川村本郷地区の紙磯

1 JJi'i地政省までの地主小作倒佑

山 鹿地改革の在日鐘

山 農地攻雀の痴呆

如 七 節 機能搬出

Ⅰ 牛 古#

1 餐民会

lu 座薬攻寄クラブ､生活攻尊クラブ､四月クラブの助向. (附 ).頻農

改良普及J=Df

JZ 扉<会および昔年LljcL)痛動
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山 虚血のニュ-スについて
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1典型的 を方言=谷の集 落 (石田)

.'3わ7:のあう風景一市子帆こて-

5哲虐演者口なF,は､ヵ､九んな代すIi5-i)JPqLTIi落され57あネっ大う尽L横線伝視IJL17'･/5と=ろL_ある
し石田)

｢ ル如

i J∠

7幣qqの押旭を青井や1農夫 は5小

に以 さは,7･細 山-柵 して-
t石田 )

2川 こしえの面形 をと 1､のてい3軍､

車竺 敷 真倉 頭誓 鶴 弥
し石田)

4 九十九叶 布野 への並 J言 し､や

rl*'し着手AL城 とI3 人のし1う
LもEl)

() 止 あヽあ･t豆武者鐘 崎 立 JJ
fqJ蒙l;7q端部淳あり.

一 面山r=て-

(石 田)

8 希のたれこ､t)-Iて谷 の朝
一耳 号 にて-

(石 田)

n 一一1 _｣



9 封建の昔を偲はす叫見什官の
基 (石田 )

日 自転車には3･むきな東城 往来
(石田)

13昔の女最終を物言吾5府中/1熔 固
し石四 ､,.

15''kはとってめ未満とこく呼 は,-I.礼

1品 為 こきngi'和 郎 険しく石田)

ZO宇川薮の屋敷.二本の松の印と世LtとこC)

豊 禦 ｡り芸富 ま謙 語 認 諾

I-/jっている- (石焚 )

rL璽零■■i

14 号そ紬 文学者i=みて 見放九年 早川化 骨か1取 をよみ
i卓岩の噂(=如んた

16 新 規 集 落 長 屋 (韓 町)



r7船頭暴落としては大 きい小;級
(石田 )

19斉発半を打 から河岸まで選んた･
碑 っさノ＼T d)遭 (大野 )

21均･の餌 てIaなし日､ト安一軒錬(:て-
(石町 )

23うるL頒至の諸革具
(石田)

lg t8年軸 をS･;和 に疎 んT:･
姉川:pT岸 (大野)

20と･け こまれT:谷の薮一惣軌=て- (石田)

22また一明11やらぬ うろ(:ううし措 き (石田)

24この度袖 の下で地が液 ヵ､れる
(石田)
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25 わしリ朋 で紙甘漉 く
(石田)

27 肺 や采の天日曳煉
?′:コの ヒニール ハウス晦稀

(シ血畑)

29け がきの叩くd水 田 旭 外 13年の
El同 rJ:天 也 -7欄 の錦嫁-

(石 田 )

3l Ll'の言い1:け13号し辛二靖

絡長は潔農への善てあれかL

if 田 )

2F' タ- コの虐円乾上峰
(池シ岬)

∠tt口野山め卜Lと要すコ地帯
l:tネコ､/〈J<7畑Oi多い

(¥.補 う

ヨLJ舶 仰 臥19:膳 ･二LL､風景
訊くfT群1ヒ祇1(埼QJ木j'

(石田 )

32r湖 (J=去警 評 語 ∠比keトe仏 aJe叫
し疎塊 JT)とL､ってJl｡ 坪B17L親等



33布甘a･井戸 77ルスト他 事は′̀水
煮L地帯''席のまh IJに 人が あつ
まリ Ab哩 っ･ (安藤)

35谷より安さ=坊の界火のメ更

恕 ㌍ 禦 架 慧 禦 竃.(W )

37 市塙･泉鶏の象徴 恵美頒棟
-Y.有L-て-
(石田)

38 粒 々阜誉 F'..h'6.C

(井口)

40錐Jf,＼㈱ 上がか書のAめ中にあ乱
方岬 e)丸 さ馴 l暮･年)'J人qrL看官)

34 着虚 を思わ十畑風 景
V事谷底 Lur,蚊的新しい耕 池

(石田)

36 官馬潮護 狂j'時代 (鼻永t,穴城 )の≠各回 (石町)

39如し糾圭も､と伝えられてし､5夏蕗
f,4-甘野 山
柵 石t怠CW ･～･乏Lらべ5qヰL

(石野)

4'芸 fiJi警 完 訳 禁 崇 7T't譜 .(a

∴ J⊆｣ヨ



第 - 葦 自 然 条 件

第一節 吉備 私原 と備中町

小Jt文治餌付士に上って占蛸仏独と盲'i令さ̂ たとの南臆比､書肺の国(仙机 鵬中､地銀)に発

慮したA型的純良車平L5であるE,高度4 500米の平坦帝に水田あb､畑あり,人家またttらが

b､ここが昔から生活のヰ触 地であb､ この高JR智垂止んで流れるV手番比花立した縄 が河にせt

b､交通的にも気候的にもめぐまれす､JLi地的に廉えたところ性あるも､その全体的捕集は近代的

女趨手段が発慮してから奴のことである｡曹岬砧凪とhDときだれの胸にもまず呼ぶの比なだらか

な鵬紙上のかやふきの家.けわしhV一半令､久鵬 水不足などあTib41雌(ない点であろうE,この

ような性格をもっとも上く姓伸してレlるのQil仙中､仰後d)塊卿寸近すなわち成羽川批故であるoこ

こから舵 行-てもー耽 行っても仙 他 面臓 くチって辞や観 轡 が広く鮎 のて如 ｡地
形鵬地からいえtj:典型的幼年抑地形から幼年晩削とtT.胤 やがで壮年早加の地形へと移TTL､瓜vl

'絆畦千野の出城をみ,iにいたるのである｡仰山舶こついていえば純粂川から旭川､盲井川と火にい

くほど.川の成Jモ曲板はゆるやかになb､曾井川の 単底平野かせも広くそ亡には粂g.制tでしかれ

ているのところが耗粂川ことに肱川rlの柑幹を･祖.,でいると､一体どこに人が臣んでいるのかと恕

)ほと命也拙攻いのICある｡放胡川流域に智岬満腹brが典iP_的にみられる理由の一つ化石次第地yt

か多いためであLi'が､･Sらにもうーっ比他姓逮肋の船架であろう.蛍しい.てサル ト､ドーム

(baJ?aJt d柵Ie)と山上けし･bLbL大地18舶d)晋を頗るかの如く立っている｡ともあれここに

われわれがとりあげ⊥)とする肺やdl-bi舶_蝦的辞l将高腺なのである｡

玄武t,1線にEtは掩い妙が漣う｡曹臓満腹中央に史しくそびえる玄恥崇紫の山々WijH)を(1:し

い｡地形V)ところで蘇しくのべるつ も りであるが,軌音吐毎年葡南山に牡少北を乾絶するを発L与

にしている｡何方に千等軌繊脊- 坂*噺IS谷がすえ､そU)左手前に日ytLu-そq)後'jjに旭iiLLJ､
仕るか彼方に娼辻Lu､仙るか彼方に 明神山 先戸山が4Lえるこの光骨の菜し古拙珠宙にあらわしが
/=いもC)があ,bL,見戸山に立って抽i･此めるも⊥い.白1F山d)肱蛍もエいが.｢臼■竹虹かい-I_｣と
いう許無JAEJ.btlわ)叫1弧にだま引 1.たuDか.flに漣.,てL,tつたoCの玄武窄鋒vLけ智か).蒐鰻

で糾せ伏せたことく盲V.山を即であるO日本人(′､iこの綴Jt形の山智｢銅山｣と上く呼んでもLr)､こ

のあたりにも羽山という尉市名詞の山もある亡･i,-&クに も世頒じみた命名法である｡これにくらべ

てフランス曲で比こんな山を7 メ｡ン(marneron)と呼ぶ｡マメE,ンとは乳瀕の恵である｡玄武

岩嶋は乙女の乳尉のどとく美しい｡かすかすのマノtl-Jをもつ畑中町でt･iあるが､塊実生盾に明け

くれしていてはその乗Lさも味ク余桁比生じないであるう｡ だが経かふるさとの山の重しJさせ息

))ざる｡ だれしもふるさとの山だ自性ナる年令になるのであ･iol鳩中 叫には少を姐わせるに止る

山 が々似 ()なくある｡山丑 ()は淡らにやIさt･-PlTるの噴な､'､さらに鎖し垂を上じ登るにあらずO

- 伽 禦 九､瑞如 如 集えRllし,のど･1,:V･,'･｡LJi塙4)
か 健鰻谷の年生に立て.-L水着払いする｡中世 =･･)ごl膚 十川氏の尾根紫収牡(60O米)に立て仏

(i)

I:･TT:
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平川の山根帆 布架の耳仰臥 幽仲野の集魚値札 嘩尾軌 西山の戸棚城のあと細 見しうるdこ

れらの山城はNif面をV字音で墜掛 こ防1'lLiL､後方liをたらか夜斜面に上って俊甘地から補給に艶利

を線に44第さIlている｡磯風武将の地形利用の巧みさrL漉き､観圃肋乱の中世に引きこうリーザに拙

い孜いo

野呂から令-0｢-布胤 二神軌 三成脱､拠伯山｣とい う富源が戚)jiLで語られるoその意味を

土地の人々に棚いてみるに次の陳を首があ.-,たo

l. 昔塊えて今はさびJLたところ

2.石沢草食のこえた土Ijlで畑作物のよくできるところ

3.射呂方拙家がJ{ラバラにあるが.この凶ケFyrだけは此奴的かたまっているので､乞食が財Jf

レ叫こ歩 くのに.止所が近 く好都合だというo

以上三つはいずれも.｢よくぞ説明したb｣とレ､う形であるo~棚 Q肇 断 髄 のあ-た
ところ､平坦で南方に廃山､説志山を包みえて､滋子に桃淋卿こ水たるかの感をいたか しめるC.価

紫から鳥山Qjカfとらかな高;A.7の迫が地 じている.｢妙く｣以外に方法のなかった-削上､ ｢椅線だが
多糖な｣野呂の生癌に不敗はなかった｡舟や自助也が谷方を旭 如b･ないし自助串的に物 IP智考える

がゆえに､戚脱が不姓に帖せられるようになった.水谷侯の陣崖が布JAから軋称へお b､中学校が

野呂方と谷方と舶争して､つレ､に各jjに錐放されたことに水中的にあらわれてレ､る健に脊万-斗点

が移 bかけているo

石灰岩は速を音5{悠bせるO｢.i-fh-製 ニ神軌 三岳瓜 相席山｣はいずれも石伏岩波である｡佐
藤hr明､宗田克巳氏は石灰岩演土軸こけ､私鰭的他物が発見されるといっているが､親衛の耐こ住

んだ和地地物か岩とを9隆起してLUと夜と捕りられて串平戚となった地形先週史を楓臣せずにはから

ILかハo蛸中正報 嵐 用湖南に仙 Lに雛 生せし1,る加炭であbス リルにとんた美 しさであふ

たが岩璃供にはク六十落し〟とt̂って.六十オになったらこの岩盤からつき五･とすという艦｣レ､伝

二 三言 -_IH Il.::_:二 ._i_-_二 範 二 二 三 宝 二三三:-.I::
うのがでてくるので､神抑 1火野ではあるせいかと教えて下さったOそ うしてみるとJ>六十落しす

Q畑 ,, と^.;ilの拍こ鼠んたノ紺 の多いK,蛤かされる｡備中朗 社十八座の うち-破過 乱紬
祉 (井臓 )･二耕土比脊碇鈷乳穴f叶L(世欄i)､三番祉大門山神社(碗山浦)のどとく､鍾乳洞比石
塊矧蛸イi紳Pの対射 こなってiilり､伽 叫J~の鵬 は雨乞いに穴門山神社の ドリーネの水もらいに行っ

たものである｡史比涼しく､冬は雌い､い･まだ胸水時に もこんこんとつきることなき沸水をもつ成

乳洞こそ晋も今も､若も貴重も変ら担憩いOr)lihであるOだがそれ41線かに悠久の昔に思酌血わせるo

地形的に近よ.りかたい土地たけに､Lli/Uかないで蝕,,,ているものが多いO古いものが快弁されてい

る｡呑ひしを自射こす]ち克つために良しへ州にできあがった生活の仕組みもまた文明に健也されないで

洩っているoそれは恰も新しいV手番がIEl臨地の随起串や曲面を側方侵蝕 Lつくさないで､広い広

い旧締出の平坦曲が残っている海にもたとえられようOともあれ備中町は吉伯鶴城のもっとも典型

的をところであるcIとを杓記して畑中叫をとbあげた理由の一つとしたい｡

(2)

. __I..J



弟 二郎 厳 しV)生括舞台

〔付慌 方法 〕

この上うな納馴ま全く1))めてであF)､又,自臨地鞄に対でる知頂も全くをか っTr｡親地的貴の

船こ早場したこと山 石出先生にLlめ ･'れてEl然鞄掛 こ関係のある耳物を郎 棚 ん 7t'ことと･地

図作態を少しLた ぐらいなものであるO不充分在韓榊で親地網誰に赴いたので姻意比幽性を触め

た｡ところか有鮭いことに赤木菟介､幽庵鍬卵内乾生を始め小出敢雌町鼠 痛見格一郎先生･そ

の他楢の都合をつけて下さった金,･,i.森山piQL先払 努東経之助氏等の脚相中､御妓助を受けどう

にか鯛意をナませた｡そしてここに級に粗末凍ものであるかまとめることがFtl果た｡

不佃な点が非常に多いが､今考えてみるに塊上知こ行く州こ舶 方法について研究 していなかっ

たこと壮絶念である.それから父､赤木先輩その他の伽指嬢なくしては†叶一つ申来なかったと懸

レー今史ながらこれらの万JuL深 く感謝している次熊であるo

l 古い他見と慕い地形

曲射こ比石灰乱 こ雌 が多く分布｣･幽Ll｣地区比石英鐘岩が王であるo成サ川快 の′ト谷のあ

た山 ひん皆かあるか､少し山虹吐畑 地Z∠U"a)あた りから石動 岩が2相 してか わ･艶の
南外 操か SOwJあか 少に広舷歯に与C･と柏 美点皆の膚状態理が見受けられ､西山の吋呂

血で仕石英良貨は他当JA化 しているoUん栄やhl軍政軸 ま非常に凪化し易いので､舟山や布父gf

指で比これ1-･舶 岸やf横 風岩か弘化L･て松上 域の赤土が虹 く分布してレ､/;U各軍にl'll-4'ホ

土が絹で非常にべとすいて土地の人を他,,せJかt･うである｡由鵬封地区には4,央広軌 ひ佃 ､

石欧米Ttか分布しているp又､小城椀でHJ舶 が奴も,止払 蒔岩等の部落に比｢カナ トコ｣

と.細 れ々砂鉄綜収跡がみ られるotv)虻杭推･相当拡虎旭に介布していて誠鬼を如 ､てレlてJb

壬,bJjI.で見受けることが出光ふ

" '

右 耳 痕 を
臨 調

市 .Ll丸 瓦

柿 / 田 市 JJ.午71I低 圧の畑 好称畳

抑 丁内から軸こ伽けて少く途中､柵河内の約 日m 南r- 岩q)杜状朗 主管見たoそして坪gfと

乙他の中間の除IBZq,6UOJ〝あた りに､TJ･舶 新がr拙 してし〝α妖弟の上を被 うている｡小他

C3)



中心とする頼｣との地架醸造は荊l岨d}上うなものと想催される｡下ノ堆あた如こ比石吠岩が点
々とJt出して白く斗いている｡布架では粘坂岩智つらぬいて石英放智及伸 ば紬;広 くあらわれ

さらにその上に山砂利等がの→ている｡用瀬からLI]伽 こかけて仙 川q)東岸及び一部には西岸

にも石灰岩が2OO桝にも及ぶ析出甘作,,{いる｡伸瀬には用淑O-)債がちb､これ結成'判JJIの

火刑に石眺岩で出来た約lJQnにわた b轟音約2UOn鳩 の息崖であるが壮観を雄々しい峯で

ある｡又､敏明の全血儒練成掛 こ量る鵜,Eをつけるエ叫で舟も錐所で 卑 1たれ これは石沢岩

の地蛍の中腹をえぐって嬢赦したものであb､その椀の下は成羽川の攻撃郵政iになっているの

で､右折岩を水独力噂解 して触れ込んでいて深い鞘を作っているO布軌 は川J=町との境に石

欧岩の作った醜脊糞漁れる射角嬢があるが､公民解織｢備中町｣弟6号に碗見格一郎氏は榊

雛を次の上)に継介されているO

｢これが風化と放血とによって､柵こみる千蛮万化の山肌を形也しているO舎利淵の下も手､

左側から羊鵜の石ころ路を､愉ぎながら約2OOm､山頒近 くに､コウモ 1)のいる大河満があ

D､浦列な水が収々と淡さ出ているe,イワヤの地名qjlこれから出たo)である｡途中にr60落

しJとい 5WT促があbf椿山地考Jもどきの口碑が伝っている｡地米の変化に伴い松あD.つ
つ じあb.拙句少､その他路銀軌 常は柵か戚々あるので､鹿のつ ゝじ､初見の新舷は臼が兜

I

める上9であるq秋の虹弗も矧 こ東しいo冬の山肌は､川合果咽iのduそのままの⊥うなところ

があって､そQ)味が虹 耗vl｡｣

成羽JHのJil頻の下純触伴には古紙biか花樹岩に族触されてその故地齢に政弘艶々床が駄胎さ

されているO塊在比､LLJ宝弘山が大々的に別 召して五･9､ここで焔施された鉱石品位50申～

65車の路峡髄は､Fe崎｣W ･T9Tや帆 u迎如桝に雌はれてい勺O他山鉱と炎には鉱されているも
似こ磁虎鉄凪 ★軸恥 鉄帆血如乱 郎 雌 鴇がちOc これと川じ上うな鉱床はJr･川下ノ郷西

方約 1k桝の広払 LrlJJL山巧か秘で金平観山として弊行･S九ていふ ここで仏日蝿此岩と石火岩

の伴触部に 扱Lく駄化作川か主いっjL､曲 什軌 取舵鉄鉱驚壬に細 してt～i｡rt･拙Jd仕少いが

軟石舶他山ir店に良く7O飾有髄え ′J付亡E]ヰ-たそ ･)でみるc c以上 ｢未刷Jrl鉄長軸｣さ

-考及び､山食止LUd)liq込みにiる) 111克鉱Il｣U)礼)3'U))1棚 の也は石扱者の扱半であるれ こ

こに厄次Uj採戦Ejdかあ.･L昌 しかしこ｣で扶収されJb石的岩比低地蛙のため肥料の他,梢遠はな

いそうであ.-L｡

他省ul上で亡の地域の日立.,たものにi:放t･!如 均 る｡ 玄武草加 1甲良地方で結線所に散

~在 しているものであるれ この召('m柿JBi'⊥のもの41そのお出の点で聴艶をものであJb. (地

方地軸 畠中圏点) ちJうど5万分の luDlih凶で｢桝.昆｣と｢柚木｣の中に分布する机 地

突止に牲小k勉氏が36個を畑描されてしヘムd しかし寮的克巳先生V:125個を指摘され､そ

のうち政価比小甘氏のものとは艶もものを示されている｡ ぐ弟3凶参照) そ の

他､内JHlb氏は 仙 生 山 伸北 力 的 ZkrnJLX.か B'鵡 西に 破 個 Tyr玄 武 岩 沢をあげら

れてい,bLつ これらり 第 2凶 のQIJ(. 岩 卦 のひん 省.や 石英 雌 岩 をJLさ､玄 武 岩

が 叫 出 して 出凍 7tものであ .,て 鋼 管 適に 嘘 せ た よ うに見 え る ト｡ イデ 迎

トl)
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U,)車!l～
(̀Li
を卓･

と ､ 玄 Jlti'iv)持つfi舵

だ沌肋性にdJl性Aの

長政L･utcとカ･あり.これ り-⊥い r

tlもJL仙 北由 帆方Hの藤上に乱

川している｡鵬 弘達畑土吐この

ようなふい火山岩真如.上中良化尚砦

姪蛍LT)形蛙からみて趣んたところ

にIPL･1出していることを指摘されて

いる｡これらdD玄武岩.t卓凱士和1表

の如く舌愉高股上の大体瞭砧45

0nl～7uUJJJO)鵬畑0)平坦師に

JJL禰してい匂｡そして債鬼6uO

1Jl以下の高さの玄武洛連結簸て帝

rc,liの川上町の中に舟和しているo
I

iJiL占虚はいつの時代Q)もt)か 王7tl'上1きbしていJ,L･Vlが､席山地F_や哲西地区のJLL砂利中

のP慨 d)小に玄武蜘 :発見されているの比外線象VIo

この上{)を玄武岩孜の近くでは火山UIが広く介科して五･i)､厚さは2UC･,から2111にも及

ん でいFJ｡戚山地区､九九地区で壮牧喝等の自侭のままの点上JJP.tJ. 50-5.2で毎b

～.仕 UL',F肋J:P.d 6.4-6.6であり､.b次の含有丑を淵ペると､自然の粘土比ほとんど含ん

でY.をいつに対し､矧の戦士は相当品の石火を含んでい･9ので戚蛙土執瞥r相当頼正している

ことがわかる｡

鞍､文化10中三C州 中LEjJLliYl15if･川村明細砿控によると託2衣の如く､は軸 の瓜土U)占め
I

,J.qIJ合け非常に大きく､噂にIil吐全体の74年を占めている｡又,旧州全体とLて性摘 土 は

6Ib申,A.･占めている｡節3薮で柵甲町{)ILJ砧の段ヒLL如肌fTI馳 見ると慢F.出=碇が非 常 に

多レ･ことがわかるo

こQ)7Oヰ世も占める根r地 場はIA‖~q)ためと.馴 )れ る ｡ 矢高山地区では野呂函七粘土 L')た

･.I,と敵われるが､P.u 5.6-5.也 ㍗ ･ Llm の -下 串 で は P '･ 11 6.0であp小谷で比P･月

b.2にを如虹川IJと鑑IJ)ら々くIfL･J5.,

r5j
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第3表 IEl州別､煉仕 上も､別 廊確ぐれ中町確過巌舷粥丑)

Ⅱ 杏と艇噂と戚脱
■

大きく分けて怖中uTは令と苫1舶 ･,lrvL上4):.(･地山に分けることが出凍るO粛 5園のように2O

O桝rtll鵬で軌等両は1せつ(ると､4りり/t1-6U()711までJ)占める巾細 iLf倒亡佃こ広いことか

わかる., ,J Lがかつての和子JEiの阻血でhl曲でゐふ k､2OUNL～4UO伽の節分W.急性な
斜何､碁し(tlきり施-9O鹿もt,る粁t'.丁に7E..･11-hQ｡Jyrによって(･･1石灰岩のみととな析虹

が見E,It.ら,2りOJ札以下の部分tT.Jlk1.7川又itその支流が中央に沌れ水田もよく発慮 してい

t7)

冊 _. __ _二』



る｡

6001n比上総ほとんど山林であJ,て域在で結納林も舶当行bれていふ 商船野地はのこ

の郡釧山井にエれu杉の木の柵林もかな少鬼らJtるが､ほとんど比兼地であるO叉､他山地

F'の描辻仙 平川地区の綿 継々山を中心とする地区41､楢の木の女林で纏われてtJIJbo

20Oll'-40｡01nの部分比単平臓から軸こかけての澄移 点であ り､恒斜が非常に太であ

るため耕地はほとんどなく､ほとんど欄鶴樹林で柴の木が非常に多L̂｡しかし､J刺こ上ると

旧臨地の脊智利用して水Lijが尭虐 している｡この例は備中町では非常に多く､胸臆姐の糾上

船u尭生の単糸の1つになっているほどであるO西山地区の魚､ir･JIけ也ti,では小過､木ノ･f寸

等は特に著しho

次に1舶中町で主な生癌の舞台となるヰヤ脱と脊とを分けてせいてみ ようo

1.膏他方占J'R上の郎港

碑や脱の平坦面虻野呂とFj'われる書棚面源の一部であDI1鳩中町U)大叶1-はこの地区に郎

港があ加 そして､こd)平坦血比捺 l+.,J,4OUm～6OUnlのq｣にあるo熟4或V)如く河川
の触 l仲でも紘っさ如 フか/Dが､JJk与川IQ:1傾斜比あま ,)-,2く､そu)支純拙非常に息軸斜に

なっても･り､IU伯 山に昇ると息に虚 くなっていムO又､切断uDL4卜でも件と叩十汝が判然と

しても･rJ､その迩移点dj息鞠斜什佃当なものである｡そして､和弘 iLJH.軸山､内軸bi-T

の針畠山はJJk)山川､良谷川､小鮒il､吸芥川等により珠.く世臥されて､Lヒト勝軒村と十川lfl

比全く触てられているO和風､蛸嫉野仙地区Q:1盆地にあま り尭越 してい/J:いかiL)fL 税山

神地区比削合人をな盆地かあり奴も多い｡iP･川で(.iFノ臥 阿部絹.名水.乙脱､叶竹串

があ り伯山で打､六L-1市､大成TjlTrかfDbそれぞれ下ノ鮒 上̀平川地止の.又､六tjl和 上軌 山

地iirの交地上､政治｣二郎洛LOLLl心であるDそして中心代人tilが広く泡盛してか tIそq)Jia出

には畑がJL;弛出にあbo.Wj軌 blでU_)拙 出比この故地と旧軸地の御こtu当する部分だけであ

るOその他性感の山林とな1ている｡

そして､このヤbil加こL.L酸心地 の山砂利佃が蔽うている凸こIl比一柳 1市乳でも娃られ
るか恥l暮1町の病の川ihrrでむしLZ.舶削 こ札られるoこれlっのiL出帆こ山姥丘とLて､大神LLI

(77611E)､砧Lu('68111J)､k牲寺山､緒止山〔93lllF).IIF土山(65二ilTJ)､

日射1｣｣Lb69川 )､紳/Y榔山 (6月 ()Ill)等かめ少､大神LLL､(托々 #.Elは扱いて中山G,て

玄此Ltji鍬でJpるD袖山V_)1日⊥から由をIL臆すと､池波す触Dのザ也佃⊥に血々とひとり略

して組立 f-鳥目執山､拍土山､勉.如HQ>LqLさ1JJpJんとも.Tい拙い央しそである｡

2.糾tlJの耶描

出.･jrnIと兆に壬女郎.(.fU_)免生地柵 でtJ'るE･川棚からhk:)･lJ=nlqLいに広島鵬増せていL,J､げ

と仇州JM_)淡いljH也を持つ部轍の外は臥 軒らしい部落吐満点せず急峻刺青;であるが､和 伸

かrDHl収号でのjikJbl)冊1政込み虻Tj･し､狭い､希からもJHの繭埠には可'･iihが地衣ている｡段

丘らしさものはちJtが小加鮎であるn Jト日焼心F:JT水位の部蕗吐血:州lIU)蛇TTでrl走如lltl'lこ

(8)
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恵脇等があb､水田が良く発慮している｡又､千半断fiに上って出来た谷に払 大地から
長谷､山腹を通って坂本に至る水出地帯があるoこの谷は平均約500mの幅を持ち備中

町で仕娘も水Ftlが多い｡希楓 鎮谷も又水Iilの良く発慮 した谷であるO又､用瀬附近の成

.朝川の畑 は断愉こよって出米たものであると考えられるが､石択岩の断崖をなしており､

この石灰岩は一部親密常をうけているO水出の発慮部分の多くを占めるこの谷も､伽b-中町

全体からみると標高

2OO桝未満の部分

は全体の13施しか

ないのである｡

又､交地上不故を

､-＼健慮,区会J両親km構成比碑
ことには､LM 川の 第4麦 価中町全体の僚高別由雄(備中町役場資料)

繭岸に部落が発生し､

それらは急傾斜の山腹でそれぞれ孤立しているのである.用瀬から出腺の閲でも県退比成
/

羽川の由岸につけられているので､東岸の部蕗で長谷以外は総て渡しを利用せさるを得な

いO

成羽川流域は相当洪水に悩.まされていたようであるが､広由県に帝釈JILs'ムが出来て塊

分洪水も防げるようになったそうである｡しかし､帝秋川ダムは多目的のクムではなくて､

克也用のダムであるので全く洪水が防げるということはない｡そ うした洪水を防 ぐためと､

成羽Jllの本舵である高梁川の河Ljの水島=隻地帯の水の供給等のため､法谷鯨の下総約7

00mの位鮭に､多目的のダムを感故するSt叫が嬉々と進行されているO若し､ これが組

曲されれば､小谷､柵河内等の部落比､湖底に沈む ことになるが､耕地も家屋もあまb失

わJLない急峻,'tこの谷は､ダムの立地条件を充しているのである｡

3.胸つき8町の路

卿呂面に深く谷が入b込んでいるこの舶中町の交通は不快なものであるO小谷から六日

市へ行く通路は､i-31在は自助車の辿れる大きな道路が完成して､延期J(スも1日教徒複す

るようになったが､この迫は非常に辻Lglしているので､パスの中にいると方向感覚を全く

失ってLTtう｡延期バスの迫る以前は｢チかノ｣と盲う近路を歩いていたのであるOこの

近脇は20度-30産も傾斜してかb､'ji掛こ歩いてみないと想像では理解できないO現

在でも降りる時はバスよb早く陣かられるが､如イ叫こ息夜感路であるか伺われるOこのよ

うな迫は-一般に胸つき8町と言われる机 亡の地に赴任して来た教師が､バスのない時は

近路智辿らなければならないが.あ-3:i)の恋路忙辞職を願ったといって､辞職坂と者われ

るほどである.しかし､塊在では内山も糾ly払 平川､布架も同じように短期パスが山う

ようになb､親分このような悩みも解決の方向に向-,ていムoところが小､中学校は地山

も射呂にあ少､盤妙Jパスの通わない部落の児藍,生徒は､今尚歩いて通っているのであるo

柵tpJ内の子供と射乙等せせで如いてみた飢 醐紘5時に起床して約6km の通を扱席約

51日HE



23tJ加 LJ･嫁 から単性のある頃滞約55OuJのFノ郷･iて､加計まで呑菅山b､底地を通

bぬけ､臨み6UUJ方の山を越jZ.づた怠l虹＼陣b､山を越えて2時恥も.歩くのであるo

冬草LfTQ)目敏 'I/叫 休む臼が多い･L_Vl･)のも無蝕から山ことである｡典夫も樹は野呂の畑に､

千絵れ'b=の水tnへと桝作にTTくが彼jll:1孜々が大草で1也朽捗 く拒触ゼ1日で嫉くであろ

う｡
l

範三節 厳 しい気候

〔研究方法〕

況丘に行く軌 石附先生上り｢日ノ声文化風土出｣｢人文地軸学研究法｣｢自然地型の調べ方｣
｢如 相 戦｣智か借 りして必蛍なところに一応白を血し､又拭文学部の.包袋先生エb｢輔易触 染
舶剛の手引｣｢生物手鮒脱釧指針｣官か倍L)して だいたい の気生別側の仕方を知 b､先生から
袈際に由A･有事にして使別姓も教わへたO叔盆地に対して仏 八月の上旬に丸森データーの有雑

を各小､中日'ijJii牛虎に伺い合せていたりてあるれ あ1如こ速射が遭いので気掛 bにを少.再

び致如く袖に今酸のチーターfLけでも鋭利してもらいたい由5:枇TA7にておおiいしても･VITCo この

上うな勝子でデーターのノ付加もJ,カらサイ.'′女を如 与でJRJbへ越いたU)であるO柵銘品としてヒラ

ム血曲れ 7一六マンl掛址か､山 '11舶低位JitntoこれらJ)IL_州悔長官持って塊地のiuJW6枚のhj本

先生の軌止助で気虫馴 れ て地っ′こ｡ 父岬に41｣juOT_,人にLlや/AALn'_･ことについても･尋

･11もしたoiL以いしてい,･とTJ-メ-riiiLんとdJ学校かここlO日脚程のものしかないという有

線で少々滞胆Lたt')だがいたし751なしと釦 -'.L叫山に鵬って気象台のデーターと鏑香車LのγD:

叔すJaことtL-し/こ,

fJ｣二が気候を受持った私のTtレ､lcrVlq)I州先方紋であるo

I■野,Riと.lJいかへ拝

模式的な幼年加地群を示 づ l･Z鉦 Jrに]/.:LJlて比平均.?(川 ～400"～)朗碗星をもつ野呂と舛

bl)先師こ舶 F館な抽レ､i･みることlu･'附 モJcまでut'iin33利1-年糊のHIL!約 枚(T,∵価 14u

"().蕗家的 申rlullt)7"L)l剛｣｣A.LyJ-rlV)月1'･均銭鮎を比峨してみると和7し細 工うだ｡

挿試監少かへ/,V,､あi細 努で†Lh ､爪 印 で).･AN.･･LEU仇 L･.執 Idq山の加に低山で各1･C

-1･5℃の戊かあるが屯軸比川jil:ナ･lH上り1C～0-5■C低いだけで帆JJとL.線 とでは月平均光

鼠が収掛こなム月は凝るけ11とTとい 二レ叫 柵 こ抄ける九曲に大差なしとみてよい｡この事実 を

Vlhか..=るからは Lg絹 は冬JS･いすiJ.LL'｣しい､それに対 して紬⊥冬仏側命岐レ､が奴む し水い､

ということになるnLかし粁Flと†･'V_)気味を考G 7JK･､う1て､ ii)その解約をつかむためには
日Yy)よりも一寸hhhiQi･rT,J舶It/j抄造t･..a.Sベ句 であろ う.

第8し如1伯印34iFdjj14日～26日ミでL/柿'A,l孝世 (妙高45O,狗)､青雲中学払 桐

山にかける･"仙4L統知 は ,)‥TtJ)であるo:･_.*9L耕土8月27日のa･rn9時～ p.m 5時
'･tでLl)三地点Lr)気軸射 ヒであるL･(二･)い:r,上少打軌 .tUち紬こ於レiては日収妄帥 :人で仰 軸,JlA供迎

(12)

/
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第 7 固 兼 高 見 渡 禾 低 気 温
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VOI JO # /′ナ∠-

ユ∂ /..,........

f(- )i長 崎 S, --.◆__～アh /Cー

-- 珂山札&台
専攻中辛攻

･･-=市電′.rt年収

′′" /1- /3- ′V /∫ /3,･ ′7rJ′

を示すQすなわち朝方は非秋 涼しいが午后の2､3時制こなると非,#にむし米くなる｡そ

れにくらべき輔 でi上idr如 ;:HJ(Jを上まわることもなく､しのぎよい史であることがよくわ

かる｡

水稲の低温練寄 (気象学-ンドブックエb)

わがLfiJの水稲は北限に近い位鮭にかかれてレ､るのでbi李の気温が低くなるときに低温陣等

を受けやすho近年水稲a)品他改良に上-,てかなb低鮎に対する抵抗性が傭ったとはいえ冷

害はその規模に於いて社会経済上に及ぼす彩櫛比大きさにおいていまだその蚊大である地位

を失わない.見手の低温が水稲をそこなうのは大きくわけて2つの嶺合が考えられるolつ

は水稲の生育Jと避らせ水棚が允分に生昏完了できない うちに秋がきてLIiうようを場合であ

り､Vlま1つは水稲の分けつ肋こ低鮎にさらされて､その生長が抑制され､そO-)ため稔突渉

合が著しく低下する場合である｡この上e)に蝕 に上る収撫城とレ､うものは､当地の人 に々

とっても悩みの種であった｡

tjb､し舶近宮坂5号(睡助士か姓林22号等qTJ71r品畑を使用し､前者では5月10日頓に植

え8月下旬～9月上旬に刈D､後者では5月27日頓に棉え､刈るのも前者上b17-2O

日ぐらい速く刈る等の改良が考えられて､西山1LCど繰応500m変冷涼な高地であbながら竹

中町でも米どころなのである｡山の上の畑作地僧でも紬 された｢めくら谷｣に比､百町Lfl

という小さ夜的んはがいたるところにあり､天水を利用して水補作を行っているoLかし､L

はしぼ辛魅にかそJ?れ大正13年などはすべての谷が脚 t､もちろん水仙も全く不作で朝鮮

(14)



米を買ったということだ｡こり上)を草地に軒Lで好は舶乞の行都が行われていたようで､

各所に沌王様がまつられてある｡ この雨乞の儀式についていろいろ面白い伝えがあるが､こ

れは後程共同祈畝を抱当された方が書かれると思 うので､ここではやめよう｡た 新ゞ見､成

羽､LB臆高枕､仰山の一年間各月の平均飼束は妨7我に示す如くで､年間総桐丑は新見､成

東5表 地薫 図説及 び tB滅 私攻親 側

緑 灯 一月 1 2 3 4 5 :6I 7

ー岡山 4u/ dv J7J /ゲ&j//B ノコ仏ヲuW

田戚高校 iLノL2 ∫の 87L′′ ･′&,(,,チ読,W′7占ク,;Dl; 成 羽I ゲ15 エ乙r 82/一んZ′′

7 8 9 10･liu 壷年輩I
luW /I mLi2∫/.y3,1'fl7!/133∫
し74,lil灯/7､丑フ̂077 I車上gr/B70

I- .′gD "Li- IAlゲ ′ゲ3舶

弧 出腺､開山の娘に叔′L,する､史にir且と成乳 出LC-そしてJlqI山の3地点では年rnl的lOO
'nw'の差をみることが出来る(,しかし各月についてみると7月などは4楓烏の中でl崎山が墳

大で､その産は lU0""nvこも及んでいることから叔ti.瓜机 EB脱に年側騰雨加 洞 山に
止し多いのは､冬期における陣加速か人きナf舷燈をしめているからであろう｡鵜殿土地の人

の言合では､hiL近はあまり大'Hもないが､5iFL謎前に2UC暮近くも杓ったことがあり､平年で

もS叫上紙もるということだ｡この'l止鵡こTr ･.て陣右上の少くなったことを説明するにあた
ってある老人は^の故が増して火をよくもやす､放って空気が暖められfTigが少くな.ったのだ

と云っておられた｡

その埋綿の_&偽はいざしちず､降雨郎 破 じたことは確かであるo伶嵐 単音有産いてこの

地方に一番多いのは仙所であるためか風音が非常に多くS27-31年の頗べによるとな年

1回必ずあb､それも平均5250OO円もの技等蘭を出しているo (新市町磯 波 基経現査

上b) 故習とは血旗個係ないが一年間の軌如こついてwind-rose を作ってみると､

第10凶の上うに孜的ヒの凪がたんせん多く.次には南西の晩が多hoこの図から払火の風
が全々太いことになるが.これはやは b月平均を出しである則係でこのようになるのたo現

地調査の焦,1日布*小学故で姐洲をしたところ1時糾毎に胤句及び風速が変るE･とを知っ

た｡

次にその際の午后1時～5時までの風向及rJ:礼讃を示すと筋6表の如くである｡

このよう.な地形で柵こ興味あることのlつに山乳､谷風の現魚があるOこれは海にも･ける

陛臥 海鼠とt何様の胤牡で､日中結合から肘呂へ向って脊楓がかこb､夕刻から野呂よb谷

へ向って山乳がか こ/Doそして谷では8-9月の凍10-11時頃はなぎの状憩になって漣

苦しい81.,tが続く､しかし谷でも大谷でそV_'やに又小谷のあるエ)なところで払 こうした

なぎの状態が早くくずれて涼しくなる○ とに｢按的に述べた､朝のうちに吹く谷島とは性責

が全く迎夜のだけれど､土地U)人JuJlこの′卜‡上り吹いてくる凪のことを､俗に谷風と呼ん

rlS)

⊥ ｣



南

鞍 9 可

新訂町jt耽暮攻洲本よリ

弟 ti奉
33.8.27布賀′ト学故で税制

でいる｡成羽の白谷風とか､城中町枚韻のところの奥の谷風は､ こうhD意味の年取であるO

山bL､谷嵐と共に面白い現象に野呂Fg脊両､野呂雪谷霜の現生がみられる｡冬の日､谷には

雨が陣.,てそれ程*さを感じない時､自転凍て陣bて来た人に雷が績11ているのを見て始め

て､野呂では､雪が障る巷寒いのだ夜と気付 くこともしばしばあるそ うだ｡この甘鯛の境目

仕だいたいV字谷の7-8倉目に出来る｡邦については勧こ目名､陸地のところでも述べる

那.ここでだいたいのことを述べておくと野呂と谷では次のエ)に非常な違いをみることが

できる｡

野 呂 初 霜 土用始期即ち 10月20日頃

晩 霜 八十八彼のなどDの嘱 5月2日嘆

(16)



谷 初 市 土用終細即ち11月lO日頃

晩 霜 野呂エbzuEl.ふ,4月12日頃

以上L̂ろいろの冬期に於ける現象と並んで.恥の幼鳥農工D西へ約2Ok桝入.,た当地でも､

初夏から初秋にかけては宮が港くIだいたい250-45O桝のところに懸 b､軸の9-

10時頃でないと柵れないので､子供 虐比嬢の中の学硬へ洋の軸を渡っていくという､蜘仙

痛さながらの生活甘している.この掛こ上1て⊥j･Jlの人はいろレ､ろと天気を予想する.I/朝

曇り吐日照りのもと4. という盲頚もあるように､雄掛こは快柵を予想し､薄藤は天気かく

jtれるO山に対して鉢巻状に､V字谷aj途中に常が懸ると後は必ず雨か録 如こなる等々.こ

のようにLT.掛よこの地方の人々にとI,て免尊台のhL目をはたしている.

写兵8比熱鳥の本郷庭から写した8月29日午前7時45分の朝議である｡ この他この地

方は北の干崖とともに和牛の産地でもあるがそJ山1山q)虚しいことや､石択岩地方でカルシ

ウム分の多い水を飲むことなどが作用して牛Lして形の良い頑丈改姓をしていることと､も

ケ1つ忘れてならぬことtli､早朝より放牧して朋蛸にあい毛並のよいことがこの地方を和牛

U)j監他としている大きIh条件である｡

∬ 目名 と陰 地

この地方によくある地名に目名､陰地とい)の･D.ある.その宛字はいろいろであってもみ

を日当bのよいところをE]名と云い､山の盛岡で日当bの惑いところを陰地と呼んでいる｡

そうしてこうした地名は谷に蹴らず､平川の上うな野呂にもみられる0両者の日照時織⊥紅

のようである｡(布瀬の場合)

旦 目 名 a･m 6時 ～ p･m 5時

陰 地 a.m 9時 ～ I).皿 4時

冬 日 名 a.m 8時 - p.m 3時半

陸 地 a･m l1時 ～ p･m 3時

このように1日に3-4時間の通いがあるの一一.E順 時間が搬作物の収秘蔵に与える影響は

殊に大きい､しかし日別 納Jの短い陰地がいつでもできが患いのではなく､冬作紘El名によ

くできるのに対して､夏作は陰地の方州Y.祖か高い｡又描音等も巌地より目名の方にむしろ

多い｡それは目名比日当りが良いので発芽伽こある催物の脱皮が早いと､こうしたところ.i_
時ならぬ稀が降りると植物はことごとく軸 U{ 空う｡又今1つは陰地のように除 に々でなく､

一瞬のうちにお目様の朝を拝むことに在るので細が一度に掛 ナるため娼蕃鮭が高くなるO又

同じ陰地の中でも谷から約30mのところに佃恥むという一線があり､それを塊に上下で比

下の方がエb寺hj等智受ける晦1蛙が大である o

薪11凶はラインケンJ'ッ-径の1梢脊軌舶こお う果枇脚こかける稀等危険地借であるo
拓藩は脊鍵多い｡

もうlつ而伽 崩 しは〇日名のうさぎ壮やせもク という旨集があるoそれは目名では雪が

〔17)



席 /L,画 人天地 瑠 卑 帝 究豆よリ

IElも掛ナないで奴っているこiiLItないか､故地では 2.-3日も解けないことがあるoこの時

目名のうさぎは向いの嘘地をみてはまだ省かあるから食物を収わに行 くことは出来ないと考

え､ねどこに怖 じこもって働 こうとしないが､陰地のうさぎ比.目名の方をみてもう磐も溶

けてレ､るから､思ってせっせと食塊 めにT的:出すからだ｡この言射 ⊥うさぎでなく人側に

もあてはまるのだとあるH名のおはさんは謙遜して云,,ても･られたO

山 手爺のうつbかわDと生痛のリズム

彼岸や八十八夜と鹿作長その他生活,I)あらゆるl宙との鮎ひつきは南郡地方に比べてエb艶

山々ものがあるようだ.そして月EiU))つ りか])bと瀬に短年IEljじようなIkI序でf-i勅が粥始

されるOたとえは彼岸にはうムし抜き智解D､止作_たC)耕せb｡ 4月の卯の日.出触え初め､

出船え5:すると昼畿可なbo八十八良､bL作･物の旭付､放姓綿飴良妻まで06月1日､本日
よb柴刈りILuめ､9月9口で終る08月1日､娃･u不可なi)､夕^を扮めるO'>嫁は八朔幽
子が胸につまる'y季御なD｡このよう-/=年ilり7ラ/虻放棄の人々の塊に脱く刻まれている｡
研究方法u)ところで述べたヱうに､油壷にあた_,て周鮎の必地物に気甘くげ,,ていたが､

あまbqJl碓lrことはわからず､だいたい気の付いたことは臨庖3I)U桝をl&忙して上の力Pこ､

つくつくほうし､もんきちlう､あけ止ちょうを見ることが出木たOまたオ,,'ナも野呂の方

ではみることが出火たが谷でH.tだ咲いてVITFかった､ここにもPt畠と谷の革新的ずれ官物

贈るものがある08月28日収塊に或る6691Hzの日野山に登った時代､蛙にも壇しい三此架をみろ

ことが出力払 三度廉也ま∠～377g>J､さな人であ()旭 も一本の木に1年に3垣雌 鵬 即ち 5J=j
弓削こjl立秋のり吐り､筋∠担伯が好'l=の●ttiと同じ叫に癖し 丁度8肝 句に節3k相 のJlEが咲くのだq
こ0)他この山にはエく脱賞用としてえ伽される俗名ギ･ifシ､嫌の皿や熊笹が茂っていたO格

はこと熊笹の平地を歩きながら拡払牡日野郷を目前にのぞむOこのあた9-借の民家の虚根

は赤瓦で葺いてあり.その勾虻も納胤に耐えるエうに息であるQ血の赤いのVij汝近幼稚如等
に使われているようなあ色して赤LへのでVILなく､ うわぐすり甘かけた本焼のものIT耐壌性が

あるのた.しかしそれもそ )だか嬢のヰLa中に建つ家 々の垢根の赤色Illb糞的であ 少ヽ 額
が粘く雨天の多いこの地方でともすればrL潤し,j･ちな絹胎の人々の心をひきたたせるであろ
うO夕やみせ7tム山演にた すゝみ.広がる (.淵 に三三､五五と勝頼いた煉家を眺めながら､

きひしきEJたモミに生きぬいてきた人々に亨 多かh_としへのrDすに化レ､られなかった｡

(lA-)



第二肇 歴 史 的 背 景

第 1節 備中町と封建支配

Ⅰ 中世における支配の系諸

JA'姶･古代のこの他万の他見は､鋭在のとこ7ほ だ詳細 こすることはできにくい｡しかし 古

代を油LLその沫期まで包桝 iであ り､ESl司の女児1におかれていたことは､元文 2(1737)

牢刊行の ｢仙中原志｣の平川紫の奴の条に妃さナている ｢元層年中散位藤原色艶伽中の在庁とし

元暦Z(1185)科 土文治元年であ って､稲畑 磯 馴 こ守辞地頭を放き､鵠耳的に武家政治を

確立したとみられる年である｡｢当郷｣とあも0)Ii大門妙で.備中町には当時穴門井(桐平川.

宵軌 ..h7,山の藤村)と掛野榔 (‖_牌 即付)の二gJ,かあ り.その中の穴門郷が藤娘色艶によって治

められ 彼は ｢鰯中の在JTLJ,として治めていt/Lとし うJ)であるから､いわゆる風街の在庁宮人で
あったので･あり､少 くもノ(rT'価 は幽衝軸で凶司の才色己にあったことかわかる｡大本凍帝氏かこの

d己録な解して ｢JSJd伯 叔の荘風｣であったと. r患神文学者の研究｣でいっているのは誤 りであ

る｡

中絶にTLってからの､こCJ地力-a,ことを､抑州 ほ はひきつすいて ｢元弘の蜘 土日野中qJ晋不

主にて相良に(,i山口父 l)LJ雌在推す｡ 日掛 1仙 u山LてJl軌鶴 (中略 )｡蚊功妊紅白かこ捲 り給ひ

しより触^三年ULj月武もFyf畠山氏卦少帖fl国の執遠雷をIJて刊 日軸部介船越親観象職に任じ､当

穴円錐を梓仙し江Jllより伽剛 Cl与りて当城を如 ;To｣と記しているO川上耶誌には､この8己収

の抑 巨に よ-:,て ｢元弘の蜘 佃 抑丁削 hlこ仕ゼF'IL云Jt｣ rLi-lt:ま1171百 )といっているか､功

臣として軒t淋地山o)中心人物{･あった日野t.こ軌′･L､妹的6-)御家人中の主食人物が任せられる守油

O.)榊こ任せられか ェすけTLい.当時の村 1恥か山 Blllであったか荘園であったかは不明であるか,

E]i･tti触ま仙甲の幽-pIJまたはこのi･ji力UJ旺胸部壬 としてtA仏をもったものとしか考が ,れTLいO

こ0)虹Aの改半(-L､/QF･川 にヰ川払ふかすLl好戦としてやってきたことを物泊っている0

日軒珠軌は正中の袋に失脚して.正岬2日 325)年には駐独にOl-tされ 元弘 Z(1332)年6

月2日北条氏によって盾引 してい .,Jo やかて.化ilt｣ひ､煙A中軸)戊ったれ そiLもまも7LくIbl

れて､旭丘3(1:i.'Hi)年には足村 上か～JJh&｣,.L.七Ial舶 1円｣L抑古代に入るわけでふろo
U野郎 朝の失脚から約 1U射 乳 '/-I:(一物,9wiIの支配下にあったかは判ちかでたいカ､娃丸3年に

仙 北祁T3の琳JJJの士にぶりtとしてpd駄 }"i.か与えrclれ 十川高跳かそれを掛 ､たと-3'jえらItもo

たた.この袖合.越p-tとい う年代に別 でろ山際E:)は.その支配を年削 畑 の旭態からいうたら

は､その上地からあかも年,･t-の･kuり成 りを一部分q'･:yJTるとい う､いわば枠分仲としてJ)椴であ

って.後の峨凶大名のごとく⊥地と人戊 と}{一円に加 Tもという･F･:ltl~U)もJ･lでは7⊥いOそこに
逢す 7U皇{･にL:は い(+)北利.7円乱･ナ代JLrjhじて､rlulrTか!i･休し､ それ暮とも7rってl'こmt'書
作成民を直接一円的に支配する四人-地持肋 て生れ それらは守漣の敢官に紐みこきれることに

(1tJ)



よって･ii:娼jC名の餓四囲 か佃立していくのであ ,-_.｡かかる点から-考えるt【らは姐武村棚こおける

平川絹親の穴冊 各における紬家僻H､ 価中仲店i己するところの ｢大門細を･r紺LJとい うようTt一

円知行QXY,瀞でHlLくして. ｢穴門郷の縦家城を推飢｣というへぎもので鬼,ったと考えられるo

そうして､その後の南北矧祁L肋を経る即日こ､fl肋1-&/i,_るに過ぎたかった糾象職を触 手する刊 "

氏帆 次御 こ穴rllj継-,,'71m一円知行省とL/l･Uり､この地相におけるいかi･1,る回人-地肝榊として､

仙巾凶における牡壬斬り守言軸佃膿 の破骨として戟剛な地位を築いていく,I)であるQ

価中国守護としての細川氏についての研究には､藤井版氏 ｢仙申守成の虎刷り氏について｣(岡

山プこ草法文等臥 字肘妃畢約十G-)かある､〕以下同的丈によって軸 ヒ朝廟 t:から室町時代末期頃

までの焔中国守級としての細川艦代をみると､触りl低に.T.る秘中出す嵐の和 CiJ王将節義柵を補佐

した名{5飢細り再現之であった_o従の在任年代は経文元(1356)年一軌であったようである｡その

の後他紙か任せらオしたようであTJか､鮒UJILT-.の仙叫飽け譲二付･エ舶之の新柄之で明徳3(1392)

年からtL:凍 12(14U5)年頃まで在任していろ.その後は滴之の子孫に相伝え､頓韮･氏久 ･

虜久か第三･四･五代に任せられ､その後は一門,rJZ持 ･収容か 解 て･七代になったか､天文年
間に7:亡ると､Lu,i:のJ7:+氏か毎qlに多少プJをのけし 天文 21(1552)年には化刊塘久か仙rP守
雄にLrLっている ｡この唄からノ(V-Jftの跡を知った 巨利氏か-Ll_野から佃岬にuJひて永軒 2(155リ｣

年には毛利随元か1)1IT中を平近し､加如5年にけ陳元は出端止別_Jlく桝から備中1Jrl健脚凶のrJ･姐に任.

せられた｡かかる-J二秒u)もとで､1)l'1'lLHこおける1-1胞 の柳川比である山JILは､lい仁の乱後は甘飾kItl

川音も良戯してたよりにT1.1㍉す､nbに4'.円7工かr)Jと子と毛利a)争いU.)rf)で.毛利氏の一･齢 と

してIL女U野郎こ拠って､l･V.特は)も+の南進と倣い､或IBiT土手 il7二多03-lig把に揃える身とTLっていたの

である｡

このよう7亡､守護-Jt名としてUj刷 日代o)支lltlrlら､ErL帖j代-Y.･の/ti干比と毛利氏との争いと.こ

れに辻れて参JJLげ るヰ 由多止との糾rLcか也と化した偏中也において日､血胸凶人-旭侍It号はqJIL(aL.
の嗣糾 こ身をuLか71けれtt--rlrJA/iかっナニO

川上緋地力で-it､,Il棚 の紐甘地によ･,九三けLtか仏師のめフJをもち､これを中心として穴門輝

JTJけ栄城によるlr円rl久劫､北 丸 雌によるn_･r''iお魚･小5'L-I(:l,l'･J･Tモ川三 上も触 釦 -山塊による州 I

Bi触･氏魚､7L-刺 明Rl/こJ.る大畑 ‖又十僅･市井エB-r･宮脇玄番､山.如 よによる物恥部如術 ･米

LLL大乱 嘗甜牧による平川政朗取 組貯郷では冊_j｣城によ,TJ赤木艶曽.･JLLIJ軌 淡払尾脚 こよるユド

松任虹等かいわゆるrfL人声旭111j)11を鵬比してい TLF,

彼等は､仙申LBJ守康としてdl.illi川氏の全盛仙 こはその破官であったと考えられるか､倍ナ氏那

こJuこ代って守護となる頃には.これに縫わ十､毛都政 に属してそのtr:.'仲平淀の拠点とTLったq)

であるQ仙中兵乱止己Hr鵬の天文'J(154UJ年8月)己予価久が仙後比収宅航 (三吉榔数守)を攻

畢した晩 棚後典故政に出陣 したと伝えられる三村･赤水 ･コ鞘堂 ･野IIL･上軒IiL下六十俄の響

轍_の物語や､天文 lU年にも尼子如 ＼仰後育凹地を拙んだ晩 fd子劫の経を油つ功をたてた三村

･赤水以下の有職の裾 は､ このTHfの札Fiiを物点るもOl)である.

しか1̂ 粒 劉1かた り複雑であ って粗相 亡はない｡上ノT.この日剖ulの-JCきな如きを示す三i･j氏

と荘氏とのiL争を中心に.入門郷とar,町邸の勅何をつh･かっておこう o

(2U〕



三日氏it三村綻架か鉄&-irJVjに館恥Fiil(三品政 ｢三島氏姓指｣説)からか､†,I.Jli(千川軌/LtJ｢

臓中ffT達｣戚)からか今のところともrDカ･らともきめかねるカヽ いづれLLても117:同から小川耶

LPti]付に尭圧しナーものであるカ,宗勤加 古におよんで永正iffr･)(1504-15;iU)に大門1宅卿 こ

従い.その子塩魚にTlってJlkJl打F_7脚 こ群1)if汗=姥に払う｡

づ二丈22(155:i)年Iil兼毛利Ttの稚JMを子rJ二､三付注∫1はFit-1一氏に味方する正論送と叶織っ

た｡北高環は振糾塀を本拠とし{1丑Ll雌 を支払とL･〔いた｡坂親は恐らくは川上郡IJうの凶人一地

紬好む乎_いて相触ったものと.tLJJつれる.川上郡亀と三'i千秋氏の)l卜上郡 略史とに多少のくいちが

いカ-･,,>･,るかその柚の柑如上次o)ごとくであっナようであるO

泉か2日 55LJ)年に(.･t､二相戎鮎は;i刑01㍍･によって松山城を攻め守何首ロ1月虎な潜ったが

W.竿には社民のため吋回言JLたれ 元屯元日570')隼には貰加の手元親は-毛利元T-r'Iの寮奴を㈲

て.姓氏を亡ほしへ 執山城に移ったoそしてJJk刊L汁軌にも.亡父の弟織成 とそ a)子親且をFE.らしめた｡

･,'t'程度父子は柄鰍こ至ってこ0)ことをも別に等'iL.毛仙 TlはJpt'iEを主将として先づも古城馴 舶t､

柑軌.tここ,こJf城 して三相肘枕の地点としに｡ましたく､三 村一族は新見城によった三村元風

にLIJ掛 こよった三相凡愚等亡けされ､毛利氏にIi｢万 したJJk-iiの敷地の幾を険してことごとく叔亡

し土っナ･のである｡

IiJ上にJ:って判断しうろことは､三F.rm勾1.･⊥ぴその手 7tJJか毛寿桝こL･j;した時代Lは､I/(門､

紬野内軸の地片帆 工勿しきそれと行をとも'こし 竹･山に怯た元･肋 .毛利蹄瀞 .TLiてu]力に)?っTfJik

も､JJ,払出の三村.giJAL一族かTLも毛利氏にJ;していたか ら､これ と行をともにしてかけることがた

かっT･と思わJl_るo

Lかし､大正 lU(1582)年には払即 ir:と=T.呑牌はl･.LM,..碓AL!こL職 L rL'1-:0)死も契機 とし

て7rf:l･,J･kり､7.,ぷ川を以て.句t･?7)の墳舛純としたかr)､川｣一,1iJuフjLJ･虹′4gもTu万として女挙であ

ったけ..ども.馳ふ.5(16UtJ)年になると儲ケ瓜の矧こ1って､丙的 ニifILたjLtqJ氏は防 良 二

fhJにil･_Jか1㍍rjれはたらTL-カっY.二o二(7-,ことは.川t･珊瑚ブコのILA人-地両 .出身の毛利の鵬 有 毒 に

111̂･1{恨域を与えた｡すたわも､ここ州 こ疏-,てISJ/1.'こlきるとすれt･.､父祖伝来の地をJi;て t ､ 1; t

十/Hの1-あたる知行に11-ん1なりILはTLらILか一一一｡I,.L也l)3IJUll)】む粥U.}子元】伽り;軸 口 W で1 ノ J

心を帥していたのに､良川盟･Lli!L郡にlSってt;t.1千･才,i1-I_r)tl,たにす きTj:かったのは こ イ ) - i_ ',:{

証しているU7亡から､仙川氏の鴇合､探ELrjiは糾Jい Uヽ)中.山地の宥かも州 に払うT･.0.,は .Li か

4代で､妓r)二川 氏は如出している｡(門仇Fff出光研IJbLbfB査Bl｢l'L抽L町の研先｣37頁)O恐ら

く川上 郡地'))Iこおける‡'d/Jも卜鳩丁の王政かTL言iLた0:)で.Ltあ る主いか.

かく して､1/:沖は徳川氏のJ'｣拙由とた:)､～.JlつてG:･Iハ -出御 IJLH身の毛利の砿官舟 ･rl 多く

は上,･i.して法政y)仙ト[福の材†.)人IffとT{tJ､ 邑千度束管yiえていわ･3'る8-･Q良主臥役B払J.I㍍'性

,.勺/常 温僻む常み-つ.冠触たる分l),.Itj∴捕逸の甲に占めTi',-D-r･ふ =J.いけ川付のエ7L!Hlモ･-ZL

Jj∴･軍TiJと･坤止氏･太HlJ.i.Jt･わけ托･雷脇氏･物部氏 ･米山･果･gi. t{8日の千川止風

潮･T柑U)加水JT:･天竺氏等が仏中町l地史にi･T;叶もそれらU)主たるものであったであろ うことは.
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釣述の山城の小城主であったことから舵察しうるところであ る｡

1I 近世における支配の系韓

舶ケ原の職の頃までを､記述の便宜に従-,て前項に入れたので､本項では徳川時代についての

べることとする｡

徳川時代の備中町地峡の封建支配者の系譜を､主として三宅千秋氏の ｢川上郡略史｣と ｢川上

郡誌｣とによって莱示す九は次のごとくである｡蓑中 は偵中町地域に支配舶係をもったも

のであることi･示す｡

舞について説明を)州えつつ､価甲町地域の対地支配の性梢を指摘 してい くことに しようo

髄ヶ股の戦か終って､毛利氏かBJJ'良二州-退 くや､備中削 土徳川氏の凪和地 とTlり､吸盤5年

11月には′畑正新助正次かその代 自̀●として松山城にやってきた｡′ト恥 工大利に4ouo石の知行を

もつ坂本であるか､ この際愉中小出後月で 1万石〃1伸 されて大名に列した｡

吸盤7年には杷谷川牌か価中で5UUU右x/梅て七地 付則盲城にきて､川上郡H故駒村を鋭し.

馳良 9年には廟奴俊か小出郡書出村にきて川上郡門数尚村を触 したか.前者は吸血 14年_､後者

は回 20年に除封されて支配肋間か短か ったし､内名とも仙中町地域には蜘係かなかった｡ 約着

. 除到後は叫び-#凧 巨細領に もどされた｡

大阪o)陣の後の元卸3日 617J年に体中PJ地攻は二分されて.刊 h･束油断 ･酉抽軒 ･西山

は松山摩他出餓 とな り､布111･布瀕は止別藩山崎611とTにった.松山に入 った他山出蛋年長華は.

他山信弾の二カ良書か偶々脱の職功で凶州6力石の天i'.pこ7Lり､そU)子に当 り､元和3年 2月に

価中松LLJb力5千石に転封 されたものである｡ しかし､ これは寛永 9年に家収をついた長常か阿

18年タヒ去して嗣+Tlきため険封されている｡その後は一時輔山の水野氏か在番したか回19年

7月には収羽の水谷)蜘亀か杉iilされてくるO

血抑こ入った山崎家格は､他 ケ蚊の槻功でtAl川:1力石uJ-Rf;とrLI)､元和 3年 7月成羽に_移封

-されてくるのであるか.兇永 15年4月には 17JI7-jJl佃 で肥後天鞍に転じ.図1とi年 9月にけ更

に lJJ心加地で5万,-h-とrCり丸化に移ってい なo Lかし 良子俊家跡を品司ぐも水払元年単性 し

そu-)那+.rL'-i輯3オで過軌を ついたか､桝恕3年捕放 して尉子なく険対 されてい(㌔.

この城羽0)批 1崎 氏の去った後へ､池永16年 6月 5日付で入ってくるのか名賀の名の摘山水

谷臓 であ る.彼は'.韓,随と下Alfの醐 也か ら3UUU 石)JH増 されて5力771として放羽LL崎家治の去

ったあ とに入射 した｡川上郡ト′づ0)如 也はljijuJ崎氏とI･11伽で､的中町地域では布1‡･布瀬かその支

配下に入った.

この水谷助臓払 寛永 Itl年 7月には松山に移る｡その際水谷は相変らず 5万石であったか.

仙 こ松山に居た弛LLiと部減 に多少の共肋かあ り､ 水谷の新倒壊は他出時代の川上郡円の飢城を半

紙するとともに､小机 後月 ･盛畠郡Mでも多少減 じて､そのかわ りに､哲多郡州 こ新鍬奴 を集

中的に与えられた｡ このため､佃申町地域で弛RJ時代に松山鱗とな っていた刊 II･東沖野 ･両軸

野 ･西山の諸相は港府直I約1に入れられTLのである｡t･lzL,中町地域は駁長rJ釆全部か-#冊白.榔 riで
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川上 郡 の 封建 支 配 者系 甜

旗長7-14 元和3-寛永 18

備考

糟谷円膳

(備中で5千石 )

慶長 9-2U

}岡 家俊 一-

｢瓦瓦盲議~ト-
(備中で6万5182石)

平 川

,lIミ佃野

酉池野

西 山

寛永 19-元轍6 元赦6-8

→松山帯水谷儲

(倫中で5万石 )

-> 赤府蔵相(赤穂在帯 )づ松

8.､正徳元 正徳元～延手元 延字元～

蘇安藤領一松LU藩石川倣 う松LLJ藩板倉儀一→

元和3-寛永 15 寛永 16-19

∴垂を八･j -I､㍉㌫:工
(備中で74石) (棚中で3万石) (備中で4万石)

布 賀 布 焚

布 瀬 布 瀬

で示したものは備中町に馳係あるもので､

の下に関係旧村名をあげた｡

し:

全域 万成 天和3- (川上郡で3千石 )漁川軌不一川 一一ナ平川､児池野､西池野､酉 LU

和実､長屋

F 傑 和 賀(MI7中で5千石 ) 長 屋治元～画 -
布 頼



あったのIこ 元和3年以来二分'gIlて-は松山範 他は成羽仙 こ入り､いわゆる私鋭となってい

たか.25年ぷr)に再び全部まとまって.#斤砲 や那汀とrLったのである｡この後､布瀬･布賀 ･長

日の諸けが放不軌とたり､芯ITl血秘守iをTでfT･紬k柏 として7r/ににいたる.7ニーけである.放不純も准
Jmllであるといってしまえは 止̀水19年以降碓桝 であって.鮎川時代を姐じて元和3年から

jLll永19年までの25年間だけか仏紙であ-,たということか山 来 る｡

兜永19(1642)年#府怒l純iとなった地軸を支配するた桝こ代官か成羽に陣屋をおいたカ＼

その初代には熊倉平太夫缶佃と小川藤左往汁つ正壬とが抑 1の代官として来任L､二分 して治め払

平川･西細野か栄軌 東沖即 ･西山･布賀･和減が小111の粒下に入った｡以下代官は2人でFT治

したI)I 1人で治めたりしTJ_し､抑出も&iZや丑囲T;如こ久世や上下に駐かれ変転はあったか#桁

代官による支配か続いたoIL+..竹氏名の繕納 エ)lL上郷払171頁～174頁に掲げられているので､

ここには省略する｡

万冶元(165とり 年になって.布如 土成珊こ興された放不山崎氏の併印の中に入れられる｡こ

れは先述した.H に､ 3ブヨ石の-A-名としてJ)切削こfJi城しナ･.軌山崎氏は恒封を立ねたIk 讃岐九爪

で5万石とtl･.っナゴ'､叫悔3(lti57)年に位jIT-1{く臨封されてしまうが､これより先家治の二

g,'金紙-か舶 三gi郡円で5(JUU石を分知子れていた｡このま生治か､机山崎氏のはた)戊羽に移 り､

LU吟氏のt･をfEiえたのであ7J.このLll崎氏は 1UULl石ではもったか-A-名椙で参勤交代を許され

31代寄合衆と称されもfJr.本中J)名 !:にAJiiしていた｡fl舶 .三川上郡川ニ16～LiJ付と戎口郡達郎 こ2

i 市村あ り､光政以作曲gl.州ニ･1r川をL;,3き､.#射こは築1-j1万3UUU,臼であった｡

元T,l't7(1694)年にI.亡､ イゎ紺こ,h珂;相水谷氏か如 ･JLる｡松山の水谷氏か7JJ代伊勢守藤隆は

7e韓2-に穀し､F.F弓子ui:t的 -L1-._･もHt川 tIU月に軒JPEtJ.1こ長講テliTJ冊もJni年 11月に柄班して

h ∫-T亡きため暁もFさlLてしま ったqJ一､-旗の水谷.-F水fLF'時に川上郡LJ｣で3OtHJltを与えられ

肋-4=Lして7ktTの名Ll甘止 されたのである｡湖中町加◆･.のす1糾 す･JJ･_汁をはじめ､郡ト′1で池田

･i.tJJ･.E∴ritJi･tj由･lfs山市 ･=lR･J･1地の怜付かそ.,)Jl1r1.11とTLっT.･のであら｡元文2年に後月

脚Jiで上側 ･1･池か ･ltiで5 UU心L'加仙されている｡知行J77軒炉 は秋在の布11.小字枚の位恥に

ふったらしい71).i id水:岬 に,リ､1.鳥に†'川 ､て申 立今 日も駁存してい>i･o

舶 仙 叫).上ひれJgJ.̂ lCr)服代の札 ‖I.はW,ふ !.A:･JLI｣ilJ州 ii!守に'iLlt舶 二･あるU)で.ここでは新

崎する｡

㍍二郎 封辿 的収海 と自然のffL成 とに苦悩 した江戸 時代 の歴 史

近世における封建肘粗 の状僻を､それとけ万め庄野･i:t民のS;乏との附除に中心をおき11から

薄摂して行こう.史料のIui係から､lHr川打のん'ftを考黙す-こことにするO鮎 R文Ffは､特にそれ

と記すもの山''いますべてT川二･'史._.(･.･仙 ノ､与桝秤宇爪jllr化 )C-ある○

さて､Jt･･川1子からけ六万のィ,xj:†へ質し出した瓜打を見ると.･.iL.弔J,苛軒な4細 山 k jl}.･･l(牢

ri)か恥 )目し､首姓はそれに苛性 らオ111くて､継 恒百姓とrLるものか紘uiL.その跡地は憩作叫

軌 王見地とたり.その上他にか ろゝ八mL･j弁籾のためr=佃の5蛭 1.･Eしんでいると訴えてい･:1｡そ

(24)



れでは､実際､平川付は年Je･どの程度斉租を納入していたのであろうかO

第1襲 平川村村高の推移

年 代 村 誠 備 考

腹長5年以前 石占ig.2占LL 毛利氏横地旺長5(16OLJ) /.LiJ?之〟?/.

末永7(163O) /,7?a..27/ 池t1]氏換地

延宝 5(1677) 2./LL占,7.2K 水谷氏換地新田高9右322噂八幡宮神田除'(..'Ii元轍:1(1690〕 2./∫ム050

〟ll(1698l) (i,/549占7 1石173減

宝永5(1708) 2./5∫0_5-占 新的uj缶8升 9合増

4, 7(171U) 3./55.(フ57 ク 1合噸

｢刊 日付HJ]紬帳｣ ｢免測帳｣ ｢年宍免状｣

貫租には正租 (不遺物成)と耗

覗 (小物成 ･髄 r物)とかあるが

正租が基布的な市租であるOそこ

で正租である不逸物戒の変動を見

よう｡

ます買租賦払の基準である付高

の勧きを見ると第1衣の如くであ

る｡超長 5年以酌は､6.'j8.264

石であt)､飽長5年の毛利氏検地

光永7年の池仙氏検地､延堂5年

の水谷氏検地で､それぞれ 1:W2.
496石､ 1798.271石 2146.

728石と判LtiされT二O▲.ii･後の検地､

である姓宝5年の5年の新似によ

り打出されたけ高か幕末 ･明治期

に書るまで京租臓 の基準になっ

たo

延宝5年の持高が2146.728石であり､裾 かL'iFのそれか215G.759石であって､他か lO

石余櫓Juuしているに適き7山 ､｡この他)uu分は新駒市L.Iiから八幡宮神田除高を差引いたものである｡

以上の如く､付和土越生5年以降帽 J>一定であ り､ この付高に対して月租か朕放されたのである.

さて､刊 H付における不遜物戒の富加を見ると第2舞の如くである｡ (兇tも 頚瓶不明のたち

付,1割こ対するものせ鞍山した.)

初助の正媒2年は免か約4ツであり､ 4公ti民の盈前に7上っているO姓宝5年以後 付高が故

増したU)で.免は下っているか峨米(,～:,1ま将加しているO元撤初年はiLL世を通じてJi1-も鞭米店か多

いか(6UO石代)､これは訓税に基づく増徴であるく】しかし苛鯨Tj:陳地に基づく貫租の坤故に

より､村方は俊辞し､元稚末年には400石代に液少しているoLかし､その後宝永一正聴一享

保年脚こかけて徐Je･忙抑米FrL?dljr]JJnL.半1)に4年には､ 569石余､I/k･.2ツ587になっている｡

享保5年から兜保3年までの約25年的U)梯子t,王史料かItいU)で不明であるか､大体5UO～60

O石であって､平川付としてLr土;I:銘 たったのではT〔かろうかO煙草元年にはirI世を油 じて始端の

tHJ6右京(允:iツ223)ド/r亡っている O

寛永-宝麿一明和年thtJにかけて55O-ら.Sol,仁と､かた r)の珊米か紙集されているか､文化 1

4年の口上掛こよると､この頃の僚子を｢克雌E 宝層畔中Lfj万鉄五郎倣御支配之軌 温 Jb･御俄積
被仰付､乍恐御年貢上納可仕手鼓加之､触臓 E･;此退転之者LPS欺出来イL:｣と述べているoところが

明和7,8年のL4作により地米か敵城し､別和7年にt･.t36517-余､何8年には､ L'b9石余(負
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1ツ254)となっている｡明和7､ 8年の凶作は､

明和七寅年

同年五月廿八日照続キ ー百日余之早魅 畑万皆触､It,'T十月 夫良和厨被仰付､

明和八卯年

右同断､大草軌 剛 M根付不罷成場所数多有之亀 岡春夫食井種粗拝借禎仰付候

と記されてあ｡､明和7壷は牛魅によ｡畑:地 軸とな｡､阿8年はp-Eじく早魅によ｡跳 化 も格

付不可能な場所が多くできていて､飢人に対する夫食拝イ肋 rlF寸万の願いにより行われ､年貢も前

述の如く軽減されているO前他文化14年の口上宙にも｢明和年中野付彦右術門様御支配之軌

御吟味之上手余り地年季御高円引禎仰付｣られたと雷きあげてあるか㌔｢-且困窮二追懐1--付猶
立.直り不申候｣と､村方回復の幽雛を訴えているO

安永年帆 取米高35U～4UO石となっているか､凶年の安永7年には.'3U5石余に減少し

里8年は50右余増加してはいるもの ､ゝ阿9屯 天明1,2年と.'iOO石余に落着き､村7jの疲

妙により増徴不可能にTLったことを示しているOそして､天明3年の全LSJ的な大飢伍によ1)牌米

高も171右余(光0795)と.寛妊一望恕頃の1/3以下に減少し 近世を油じて}'i･低額に

なっている｡天明3年の飢価を経てから寛政末年までの15.6年御ま撤米高200右前経(免1ツ

糾妓)に安定し 宇和から淋末の天保年間にかけては節米T3-230-25U石(免 1ツ余)に安定

している｡天似年r如 らゝや hゝL/加の旭向を托せ､阿 lU年には3UU石を越し 安政 5年344

右余(免 1ツ59b)､駿応:3年417石余(免1ツ935)と漸増し 村方か回包しっ あゝっ

たことを示している｡

以上 近世を通じての不途物舵の変肋を概観して来たれ 全体を油しての特色は､第一に免か

非常に低いことである｡別和年税以前は大体Zツ-3ツ余であるか､以後天明年尚まで政重なる
凶作で焚.か下り､天明年間以降天保年伽こ至る包 免1ツ別後からや 丸ゝめになっているに過ぎ
たい｡罷応3年には免か2ツ近くTj:ってはいるか.やはり免は低いo

鵜色の雛=は､籾米高変IBbの曲線か刊 "付の灸外旋を如rAに示していることである｡天明年間

以降の職米高の減,Ii･土､粒形の専政を示すものでけTXく､相方の痩掛こより僻耳か似界に達した

ため如血不5J経にTLったものと解釈されるO

姓宝5年の苛蔚た低地に塞く貢租槻 により年実弟納百姓か絞出し 彼等はtiAと退転百姓と7上り､

その r跡山地｣か付惣作地に或は荒地にTLり､その土地に41Iる年貢高役はFjS一残百姓が弁糾したの

で.彼等もまた疲射 ヒするのである､つそして､白姓の放射 ヒを･一層促進したものか､不利TL矢i侯

劣悲な土地などの自然的発作に起因する凶作であFJ｡

以上の如く､土地の茂原化と､それによるEt民のi,k卿 こ.Eり､生貢の増徴か不-p柑巨になり､#

府も低準のLi'1-租に甘んじていTLといえるであろう｡

-eて､りil述の如く刊 Il村全体の残高の変.kJJか殆んど不明7･-(ので＼や 重ゝなする感はあるか. こ

こで酬 肘酉大約の場合の舶米誠と残高とのI対仏を示しておこう. (窮3表)

西大組はIf.I;i9tJ2,425石であって､刊 日付高2156石余の半分近くを占めているので､FLll･組の

(27)



紬向でもあって､平川村全体を推すことは可能であろう｡

&,'二頂 を札ると､柵米苗の変動は平川村全体の‡iEl･合と殆んど同様の傾向を示している机 これ

は当然のことであるD

残高の変.相加1･.著しい｡残高の多少は根 Rの仕力によって著しく左右されるから､それのみによ

って付75の土地疲弊鑑を云JbすることはできTJ:いカヽ 大勢を祭することはできようO

残高の如きを大まかに見ると､明和年間から安永一天明一寛政年間にかけて減少し 宇和以降

天保初年にかけて停滞し 天保 6年の定免制施行後増加 しているo

さて､競高に対する籾米蔵の割合であ るか､主要時点の免を計算して示すとグラフに雷きこん

でいる油りである｡

中肋は､娃字 4年免 3ツ113､光延元年兇3ツ65.であって､明和年間まで大差ない｡こ

･[)勅の収奪状態は概ね 4公b民の掛こ姓い.

脚 u8年の天草魁の年は､致あほ例年の半分LJ下に激減しているカ＼ 槻米掛土約2/3に減ら

言れているにすきす.従って兜は-p'1年の2ソ95から4ツ7Uへと上っている｡かように凶年は

披見により残高は非常少Tj:く見取られたか､働米店はそれに比例して少TLくTLらす､免は却 って

上昇している｡これは近世を油 じて当村に見られる傾向であるo

天u)33年の天か隆後は､天保 tI年の止先制施行に至るまで大体兄か2ツ5-2ツ9の陶を上下

していて蛋幽か少TLい｡鼓値か多く見触られた年は免か低く,それか少Tlく見執られた年は逆に

妃か芯くなって､結尾 槻米泡は殆んど変化していない｡従って凶作による打饗か大きいわけで

あるo

天保 b年の定免制bdi行により､銭箱か'BiL年の 435石余から642石余へと楯加しているか､

峨米樹こは殆んど劉 肋 iTLく､従って鬼か 之ツ54から 1ツ79に下っていも｡里 7年は凶作の

ため後免とたり､放轟か4U5石余-と減少 しているか､瀬米高はその峯では下らず.免は上昇

している.以乳 凶作の年には破免にLTj.からも2年事由の妃免により上納 してい ;a.元治元年

にけ､残編か近世を通 じて敬島U)791石余に遷 しておL)､明治 4年には 783石余とT,Eってい

る8かように現高がAJIJnしているか,免か2ツ2-2ツ3に帯潜き､順米高か噺均している.

干川村のこの畑におけら節米砲の軸 JJll払 封槌的収涯か兜化したというよりI工,光地の超琴し

軍生体とした付力のBJ数によるとこ7)か大きいO

/近世を山じて糾鋭すると､iFJl佃 t姪宝5年の-LtJ軒な枚地に基づく封建的収1如こより政解し､

天明年筒以降は年天地徴も不可能TLほどであっT.:か､天保末年LJ陣は村力もや 立ゝ直l)､年貢も

榔也 しT=o

注 目凝 永5年 ←川上郡持 欄 - 以瑠 遠雷年- ｣

(-28)



第/2表 中川村 歯大さ且穐'高､取木右の原動

残､帯 年代 の:KITている叶 は､卓､塊で示した .
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第三節 下降現象 のみめたつ江戸時代 の農民 層の分解過程

刊 H村では劣患な自然条件ときびしい軸 垂的収瀬とが韻事原因とTrって､荒地 村他作地が相

加し 姓氏は疲弊化の道を辿ったが､このようなIJS軌山相において.m_民屑の分恥土どのような

形で行われ またどの礎盤に進んでいた ろゞうか｡つき一にそれをいくらかでも明らかにしていこ

うo首姓持高を示す史軸 11少ない上に､判 l相かb租に分れているため断片的な史料はかりなの

で､At民届分解の様相を厳雷に知ることはできないか､若干の史料を分析して.その大体の犠向

と.その要因を把鐘したいと考える｡

Ⅰ 初軌の軸 王統役点薬型溢比構成

1.正伐期の典型的萩農主賦役濃集経営

正保加工､平川村拓1378･336石であったが､そのうち約1/Zに当る庄屋市左卿 つ(

昇 '-も罷 農民持納 棺層(正俣狩 ) 甲順 )分66｡.299石の鵬 軸 の階触 発

持 高
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4
3
りム

lll1
1
1
l
l

一

_卜

.-
_
_
_

ー
ト

O

JL87
.D
5
4
3

ソ】l11
1
1
1
1

～～～～
～
～
～
～

9
8
76
5
4
3
ツ】

ソ】l
ハU
u
J

(UO

1
1
1

～
～
～
～
～

l
hU
9
8
7

l
l

～
～
～

【
二

～

6
5
4
っ.I

ソ】10
計

7
JJ'
5
d】

リJ‥∠-

′

ぐ
′
ry

r.)ぐ

姓 故

~一人 一首
示すると弟4表の如くである｡このうち他村か

らの山作(7石余)､各枇 也持分(34石余)

2.∫ J があり､戎622石女を首姓122人で所有し

十一--

- 一一1 --▲
l′♂♂♂

注 平川付高1378.3:16石かうち市左裾門

分664.2的 石の持崩耕戊を示している｡
但し､そのうちの622.211石分を示す｡

正保2年 ｢平川村酉御免刺幌｣

ていて､平均持高は5.428石であるO

正傑2年には､庄屋市左術門の持高46石余

であって､当時嘘の家は郷土地主として隷農を

抱え､A葉経営に当っていたものと推軌される.

iたこの期は比軟的大高持百姓が多い｡私特

有娃1∠2人のうち､持高46石余1人､37

石≦t-1人､ZZ石余1人であって､7石以上(

始ま5年の節倹高pr._換井すると約11石以上)

48人(39.4〆)である｡3石以下の,J､農は

28人 (22.8飾〕̀である｡

このJU｣は中世的土地所有形感か娩存していて､

茶箱jIr百姓は.下人､隷虎を抱えて曲集を行っ

ていたものではたかろうか｡

正作2年から兜文3年に至る18年間に大福

挿自推の持高が次の棟に減少しているO

首姓名 正保2年持高 寛文3年持高

市左席門 46529 3晶 6
十 ji衝 .'17.488 16.2UO(撤兵柏)

八瓜兵術 16.728 6.711

助 十 郎 15.lO1 5.U80
I

(30)



四郎兵術 10.373 7.140

源右術門 10.253 4.490

上の変化く･L.分地により下人･独裁か樹和ヒしたために起ったものではたかろうか｡正保

2年に､市左術門46石余､十兵衛37石余であったoカ＼t物､18年故にはともに3O石余.16

石余に減少Ln､ること･Ii.若干血轍者に対する分地かあ ｡たとしても.その外に､下人 ･隷

射 こ分地することによって波少した郡分かあると考えられるOこ でゝ､下人とは隷瓜主の家

に居臣して車公しているものを指し,識座とは隷曲主の家から-応分尽して隷虎主に賦役を

提供しているものを指すことにしたい｡

推軌の域を出たいれ 1171川村は.劇 吐初勅の正保一発文拙I･L 中世的土地所有が沸博に残

存していて,隷出主か下人 ･隷姓を抱えて凝業経営に当っていたか.これらか徐hに高持百

姓化していた段閣であると考えられる｡

2.延宝糊の解体肋隷地主賦役曲集経営

延宝5年の検地帳5冊と名寄幌5冊とからiFJlL村のガ生民持高の蘭細を出すと第5黄の如く
第5衣
平川何曲民持商の階層(延宝5年 〕

持 高 す 面~ 故

lOO～ 心9O-loo ′′ ′′ ｢声I

8U～ 90

70- 8U 3∫

60- 7050- 604O- 5(∫:10- 4O20-30 ′a

19- 2018- 19 2 L2タ 57317～ 1816- 1715- 16 34[
14.- 15 7

13- 14 ∫
12- 13 a

ll～ 12 A ∫7 ′gJ375

10- ll ?
9- 1(∫ /4[

8- 9 /02
7.- 8 /占

6～ 7 2g ′′7
5.～ 6 .2ム
4～ 5 3/

3～ 42.- 3 j_2

35 ?aI 3/.4[1- 2 p2_?

～ 1 . 4'/

延宝5年 ｢平川村検地触｣5冊
A/ ｢平川村名寄帆｣5冊

である｡村高21UU石余､ 百姓:1UO余という

大きTL付71ので同名のE7I姓か多く.従って検地

帳の典計では正確を期し難いし また名寄帳も

全村に亘 って揃ってい机 ､｡そこで､名寄帳と

検地帳を組合せで百姓持高を出した.かようJl

理由で第5衣は完全には正確であるとはいえな

いカヽ -A-きfL映りは犯していTj:いと思う.

ます､正以2年(1645)から妊宝5年 (1

677)に至る約3U年向の点民構成の変化を見

ようO第4衣pu示した正侃2年の7.5特有姓-ち

12之人であるか､これは平川付高持百姓の約半

数であり､従ってrin-'膵 の平川付全体の高持首姓

は約250人 と拙dluされる｡これに対し.延宝

5年には絹持首姓:112人であって､約30年

帆に60人前後の由緒百姓か相加していること

にTLる.正保iUJにおける犬LHiの刊 Il家と勘兵ヱ

の持高の変化をみると､平川家は正保2年 (4

6石余) 寛文3年 (3O石余) 延宝5

年(78石余)と､正保から'33:文にかけて減少

し､後娃宝にかけて榊加しておT)､勘兵ヱもま

た正保2年 (37石余) 比文3年 (16石

糸 ) 延宝5年 (63石余)と､平川家とr-古7

(31)



様の仰向を示している.これは何を意味するのだろうか｡延宝換地の打出し分を考確しても､

正院から光文にかけては､下人､耕点の戚持化にII)綿布か減少したものと推軌せざるをえ

ない.発毛以降は.彼等の瑞持化による1梢 の婿少以上に土地をjJl渦 L.従って持高が増加

したのでほたかろうかD寛永20年 (1643)にはrm畑永代売只禁止令｣が出されている
那.平川付では渡 b En畑家屋軟の永代売人が行hれている.また､永代売叉の他にIgT実上の

土地琵只として質柑こ出すことか行われてL･た｡下人､詩鹿 こ分地をする-加 事三-芳一未納を契

機として､平川家､勘兵工を始め.大典は土地を細 したものであろうo

かくして.正院から延宝に至る間に小高仔Elr姓がかTlt)増加しているO正作 2年の高拝百

姓は平川付の約半数を示しているものなので.庶暦lL比牧はできないか､正保2年から延宝

5年の問にともかく1-.11石屑か28人(2285)から98人 (31.4帝)irこ､3石～7

石屑が46人(37.7帝)から117人(37.5〆)になっている.しかも妊宝5年のIT:.･日王

朝扱高であって.正伐肋の古裾 ●:,-の1.54情に打Luされているのであるから､′J滴 持百姓が

かなり苦しい増加を示しているといえJ うQ

その脱囚地先に述べた如く､下人､誠瓜か音溝見去り分地によって福持百姓化し､その多く

が小南梓に長-,たこと､及び砧持首姓か土地を東坤或は加流しして′ト苗持に化していったこ

とたどであろう｡ともかく､;I.岩綿首姓が､正保2年の推定ム25U人から延宝5年には3I

2人へ増加し 下人､叙滋カ､削 与化したことかう.Lかえも なお触高百姓の様子は全く分らないO

次に､娃宝5年における昆虫の軒 別大赦を分右.して出足構成の問題を考えてみようO

第6煮
干川村宣教JYr有状態(延宝5年)

/ふ7
- ●-引1 3/21 ~ ー 37`

碓宝5年｢平川村臨地触｣ 5冊
4･ ｢平川村名寄航｣ 5刑

刊 日付dIJ･tti恐rW石の状態は軒6蓑の如くであり.義

時百姓312人のうち52人(16,7飾)か無垣数で

ある｡さらに姫と七叔百姓の持高をみると第7衣の如く

であって.持芯1石見痛の者か27人 (50好)と約

半政をよ的､さりに3石未満の者かLIO人(80飾)

であって.転畏敬百姓U)大部分を占めているO

･J､福相t.ki+の多くか無塵敬であ 1)､識見王の家には

陸する(与､ITオ店')dJi鍵であることを示していると

思われるO鵬 ･虹百姓のうちに相補10-11石U)者

かLZ八､6-7tlの署か1人いるのほ解せないか､恐

らく地相からの出作百姓であろう｡

首姓汚れ弓と鈍LB故とのl判係をみると.1石先約の者

47人｢P∠7人か触』政であE).1-2石の者22人

中8人カ,成敗であって.5才J一以上の者には無睦数か

いTj:い｡=白けからの出作5姓を除く｡ )

i一trt.･Tl心↑牌の百 姓 u)57車か触監敦であt)､彼等は

紳施主jIJTl和 の家 に 唇 臣する完全たi.i典たったのであろ
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第7未
刊 IL村無最女官姓の拝謁

(娃宝5年 )

娃宝5年｢平川村検地帳｣5冊
ク ｢平川付名寄帳｣ 5冊

うo

さて､高持百姓のうち屋敷持かどの程度いるかを

みると.312人中26(J人(83.3帝)が貞女符

である｡この うち屋敷 1軒の者が 188人であって

全芹'.･j持首姓の60.3帝を占めている.これらの長女

持百姓の うち棲′ト高持届を除けは､_残 りは本百姓で

あったとみなされる.これらの不~百姓のうち､屋敷

を2軒以上所有している者は一応隷姓主と自される

のではたかろ うか.虚数2軒以上所有の百姓は全高

持貞姓申72人であるoもっとも.韓故のうちには人の臣

ま7⊂い納屋 ･小屋等が帳付されていて､虚数2軒以

上所有の者か必Lも舟此主であるとはいえないo

屋敷持百姓数と虚数故を比較してみると､全島敷

持自姓26U人に対L.稔象敷376軒であって､

塵取持百姓1人か 1軒の畠穀に虹むものとすれば

116軒余る.こC)116軒は

(1) 高持細垣敷百姓の往塔 52軒

(2) 触付されていない百姓の匪居

(3) 納嵐 小虚等

に当てられていたものであろう｡

姪宝助の農民榊収を要約すると､

(1) 砲持百姓の8割余か盤取持であ り､このうIb極小碗持白姓を除け拭 不白姓として独立

していた｡

(2) 筒持百姓の2割弱か無島虫百姓であり､彼等は諌虚妄所有の鮭漁に居旺し 耗集主に

労働を提供する顔鹿であった｡

(3) 蝕*主は頼岸取の南持百姓 (叔搬)と触付されていない謝農(主家から分塔)､下人 (

主家に回皆 )を抱えて良策経営に当っていた｡

と推aluされる｡

江 川正保 2年､光文3勾ニ｢平川f;T御免榊限｣

11 後肋 (文政舶)の下降分科型姓氏柵成

1. 娃宝から文政-の7C･中盤の下陣分解

文政8年の姓氏偶成は 史料のrAJ係で､平川付6組中.元臥 中臥 西大瓜 西元組の4

組分しか分らない｡従って､この4組について､延宝5年の盤民柵成と文政8年のそれとを

比軟 したい｡

4組の範軸か娃宝年帆から文政年価まで不変だったかどうか分らないし､史料の柾奴も連
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うので厳守TJ:比掛まできない か､大休の傾向は知ることかできる｡

まず､延宝5年の判 り村全体と4鼠との関係をもろと､4組は､平川 付約 2150石､ .?12

人のうち約15(川石､2 第出来

17人を占吟ていて､各

層の百姓政の比率も全体

の喝合と殆んど変らないo

従って､この4組の状態

でもってiFJll村全体を推

すことは可能である｡

さて､延宝期と文政jyl

の農民榊戊の比較にとり

か ろゝう｡姓宝5年の史

榊 土名寄鵬と換地鵬なの

で､地相の百姓も若干含

まれているか.文EIJは 年

収 - ｢桝 八鵬 賃

読会憲 讐㌦ 立板｣で
あって他村の百姓 に含ま

れ て いないO従って両者

を比収する場合､妊宝5

年の百姓激化潜干少な目

にみて比軟した万かよいO

岨宝5年及び丈政8年

の4也の農民神仙を示す

と細白衣の如くであるO

始宝5年 (1677)か

ら文政8年 (182.F))に

至る約15U年胤に由一純

血 1217人から269人

?こ増加 しているか.芯持

す蛙政は､抵宝5年 21

7人.文政3年213人

であ って殆んと変ってい

たいO腐持百姓が増加し

ていないのB.i.娃宝舶以

刊Il村4組(
諾 遥 遠 ユ竺 聖 讐

柱 脚組描 1497.5と18石

延宝 5年 ｢平川相川肌JTiJlq=｢平川村名番帆｣各 5冊

畑 8年 ←- 八鵬 実際 宝監 ㌦ 立岨
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陣､下人 ･叔Aの稲梓化が全く行われなかったからではア〔く､寛保頃まで高相 ヒが進み穐持

盲 姓 が 順 DnLl.I_か､ 寛 延 -宝 惟 以 降 o)村750)疲弊 {･.i:;持 百姓 o)触 高化が進み .

結局､文政)的こは､端粁百姓か姫曳期と阿放程度まで減少したのではTlかろ うか｡'光保串間

剖 転拙としたのほ.当時か平川家教の頂点を示 していたと推nlJされるからである｡
(日

さて､ 維宝5年に触有百姓かどれ位いたか分らないれ 文政6年には全百姓の約1/5を

占める56人が無頂百姓である｡また持高1-3石の小胞も63人 (29.0飾)から114

人 (42,4飾)-とかたり新車7t上削 11を示 している.

かようtも 紙筒･小如.･増JJnしているのとは反対に､比軟的大高梓百姓が淑少しているの
かEl立つO特に､12-2O右肺 ユ23人 C10.6飾)から7人 (2.6秀)-と減少し､ 2

0-3U石の大股は7人から他か 】人に減少しているO
｢ 延宝肋から文政騨 ＼かけての出民構成の変化を要約すると､舶 自姓 I,雌 か剛 lL.大

出が楽しく減少したことかある｡

小出は､出 仕初 肋､らFP肋の寛伐頃にかけて主じT=ものであろう｡妊宝5年にみられる隷

蝕主に抱えられていた下人 ･お出か.LJJ持化 して生じたもu)か小曲である｡その梅見 -̂姓か

著しく滅少しT=ものであろう.-且生じた小出も光傑 馳 縛は､村方の疲韓とともにますま

す零細化し 或は､細高とTLって小作首姓になったのであろうO

大塊か鋭少し､小出 ･触高白姓か他力目した要田を考えてみると､次の2点かあげられる｡

(1) 朝地紳収奪

(2) にil 作

次に､この2点について考察してみようo

封hf的収奪

延宝5年の苛酷な換地に基つく年貢糠 にLt;じきれTLいて＼年斉を未納し､その拝見

未納百姓のtl側 か ｢上地｣とたE)､その ｢上地｣が村他作地､荒地になったとい うことは既

述の如くであやれ このFt佃 を ｢上地｣とした牢東未納EIv組 も 一層零細u化するか或は無

Iti百姓とな-て小作人となるか､洲退転百姓とたって仕付ゴ~をかであるD 次に ｢上地｣の例

をみようO

上地証文之串

1. 拭弐石凹斗四合 本 株 一

I. 高弐石弐斗七升九合 尾 株

合癌四石六斗八升三合 伯山村竹木家屋敷)ち-相掛 P仮定二御座恢也

此御上疲 tt詰毒禁 左

右者当申御年fi'前 ･b御東進上納不FjEJlk-付､此政御崎昧之上組申立会上地証文差出シ申候

軌 ヒ-御勝手次第入札を以何万ニチモ御策払可被′戎供o然勅 ヒ庇榊仲之上正月廿五日切二米

銀皆折仕涙ノ､ゝ 御百姓鴇純化轍 萌二禎成下髄ノ､ゝ武旺有事存候､右 日限二皆折不イL-候ノ､ゝ 何万

江右肘己払被成船 も 千･b併 J&迄施存念地中間取帆 為後日上地証文仇而如件

(:15)



享保十三年申十二月廿四日

大原田地主

同

証 人

年 寄

㊨

.伊

La
r
㊥

仙

エ

エ

エ

兵

兵

触

載

杢

七

次

庄 屋

金 兵 ヱ 殿

字保13年に.米7斗免 銀 76匁余の年ju三助のため.Eq畑 ･山林･竹木 ･家産敷含め

てiFJ;4石 6斗余を ｢上地｣として差出しているの{･ある｡この喝合は.Jl:月25日までに年

貢を骨折すればErは臥が頗ることになっていられ もし皆済できたけれは､EB畑を原戻すこと

ができず､この百姓は小作となって付に或るか､或は付外へ出て行くほかないのであるQ

それでは､実際どの礎度か上地になっていたのであろうか｡全付的なもG')は分らないが､

宝暦 4年 (1754)に､西大組の中の5(JG.823石 中 ｢上地｣が125.こiU9石(24.7車)

を占めている｡
(2)

｢上地｣は､一節は入札によって百姓-元払わ.)i.-掛ミf拙 作仙となり､残り(･f宗旨也と-/,C

った｡このうち百姓へ売払われる糾 え趣く少なかっにと思われる｡それは､大蒜持百姓が生

じていないやからも分るO土地生産力か低く､また作柄か凶作などのため安淀していないの

で､土地を如親し､教官するたけの余刀かTLかったからであろうO従って､｢上地｣0)印の

芥部分はけ惣作地と荒地に7.tり､文化14年にド行商2145 石余のうち､村惣作地が67

4石余､馳 ;7UU石余を占めているのであ乙O

また土地を ｢上地｣として失 う外噸 坤P:しても失った0年末未納銀を納入するため､伯

畑も斑地として金を倍f)､捌収l棚こ返済できなくて耳流れとな り土地を失うのであったO

以上の如く､封建脚 父尊に耐えられないので｣｣也を ｢上地｣或は見地として失い､小長 ･

無笛百姓か細Jnrしてい-,たのであ,-J｡

凶 作

年滞束毒伽こ.Eる土地蝕 む一心助長するものが胤官である｡刊 El村の大耶分が海抜5UU

～6UUmの昔塀稲 原上にあ り､.I.ち栂池である上に､m畑も｢天水硝｣の場所が多く早首を

うけ掛 ､.その上､耕地は山Ihtlに消散しているoこういう妨思な自然条件なので雌かT,C天候

o)変化か作柄に妙響し､鹿 J叫(TT/印こIL弟われてしろ○

′)､農には凶作に耐え得る余ブ)かたいので､-ナ･び凶作に見舞われると忽ち年巽東鰍 こな1)I

tt舶1ほ ｢上地｣或は見地とたって百姓の事からk九てゆくのである｡かくして百姓は零細化

し､さらに触宙百姓と化してゆき､一郎の百姓LL凪退転百姓とた-,て松村してゆ くのであ

るo
Lかし､首姓か触村して少なくTL九は､城されたtT軸 (上地 )は耕作者がたくTLり克地と

なり､村方か密解して見私か確保できたくIXるO-)で.飢壬ttIX偶 の舟対範として故地''hu鹿を
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施すようになる｡

平川fJでは､甘姓が平年に細萩-貯敷した粗 ･まを凶年に御惜し また平年に郷戒へ詰戻

して凶荒tK珊えるという方法をとっている｡ しかし､窮民に対する夫食米の貸推し札 全く

急増 し0_)ぎのものであって､凶作による戊民の酌乏化 さらには淑退樹 ヒをよく防ぎ得るも

のではなかった｡

以上､や 冗ゝ長に靴れたか､要するに娃宝から文政にかけてみられる小旗 .触甜百姓の坤

Dnは､封越的収載に耐えられTLかったこと及び鑑韮Tj:る凶作により疲解したことによるとこ

ろか大であるo

如L 延宝から文政-の変化で僻に任目しfLけれほならTLいのは､前にも指摘したところ

であるか､-)<馳ら')殆んと.(rl失していることである0 20-3O石屑か7人から1人仁 12

～2U石I-誠も2:j人から7人に減少していて､平川村では大盤 ･申瓜のIF陣分解がみられて､

上昇分化かみえない｡た 平ゞ川家のみが土地を娘耕しているにすぎTLいのであ る0

1日胤 大出 ･申出か土地を地帯して上昇し得す､下降分解せざるを得TLかったのであろう

か｡それはつまるところ､

(日 土地生産刀の低位性

(2) 曲業的脱穀の未先展

(3) 虚聞余薬の軟弱性

の三点によるものであると思う｡

(I)trこついては既に虻 Jbp触れたところであるか､薮するに土地主産刀か低いため､ ｢上地｣

を川父したF)I ｢耳地紬｣をLT=りして土地を触鎖し 耕作 しても､貢租負担か増すのみで

百姓の利益分は少たく､従って､土地輿群か行わオ灘かっTL=のである｡かくして､ ｢上地｣

は付惣作地 ･荒地と化し -村全体か窮乏化してゆくというのか叫 肘 の大きな特色であるO

(21 (3)については次攻で述へる｡

2. 飽水他 生蒜及ひBlr'ij余菜

荊JAで指摘したように､大過 .申J.litか上井分化し得なかった要矧こほ､土地生産刀の低位

T,Lとともに､商業的良英の3-'発展及び鹿㈲tJl瑞 の貧弱性かあげられる｡不Ijlでは､後の二つ
について考察した.い｡

商業的良策

皿産物を商品として売ることを目的とした姓業を商業的曲集 と考える｡従って､米も商品

として光られる以上舶業的滋難の対象になるか､乎川村でIも 畑が卓越していて､恥土全桝

地面朝の37.4串を占めるにすきす､山こしても53.1車であって僅かに畑前を凌いでいる

のにすぎ机 ､｡従って､米の笠凪 かま少なく､芹租と自給に当てると余剰はできなかったも

のと推測される｡

米の州 こどのようTltJI二物かあったであ/jうか｡ ｢村n)JmllJ脈｣に記されているものをみると､

人豆 ･′｣･豆 ･粟･和 ･葡乱であ,i｡
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文化14年の ｢乍思以¢付線 折口上｣には. ｢土地悪女誓詞早キ喝所故棉作不生立.畑

作収納当テ大豆連写の外無御座｣とあって､恥 の柵 分に当てるものとして､大豆 ･蛭等

があげられている｡商品作物の代表である偶 ･億苛のうち嬉葺のみが作られているのである｡

この史邦によれは､銀約分の大部分が大豆と鹿茸で揃われている上うに解釈されるか､菜租

と日給に当てた残りか. どの礎盤Bt民の辛に執るものとして売られたかは不明である｡

明治初年の ｢物産嘗上帳｣によると.畑2:i5町5反爺(高1028石余)のうち 荒地な

どを引いた残り171町1反余日右753石余 )で作られる畑作物について､次の如く記しI
ている｡

凡此矢作 弐千五捨石余 凡何万稔人故弐千弐盲人年中扶拳

凡此搬 五首石 村-̂夫長足分

他./大豆･小豆･7其外枠･菜碓･帯

凡此焼串作八万斤門外 畑万御租税井小i打方年中小人用融通二相当仮分

上の記収によると.明治初年には､敦及び大豆･小豆の嘩】恥土失投に当てられ､施せが相

方の銀柄に当てられ 買租を収めた残りか百姓の年Lfrの小人用に当てられている｡従って､

煙草の換金作物としての役割が大きかったことが分る｡

しか 1̂ -x豆にせよ旭阜にせよ､刊LL村では作柄が不安定であり.また市場から阿軽して

いるので海瀬的放資としての発猿は大きくたかったものと推8JUされる｡

轍 的娃蝕による民CT(生産1抑 から梱 AJiE清色跡を差引いた余剰飢分)の普恥 l行

われ待Trかったことか､拡大相生箆を不可帳にし､大鼓 ･中央の上昇を阻む一因となったも

のと思われる｡

良陶冶染

近位農村の農家軽蛸にもいて､虫向余業の占める地位は大きい｡点間余鼓か発唯しておれ

仏 農民にも民雷を蕃耕する撒食かあり､上月する司絶性か生してくる｡

で払 平川村にどのような及rul析韻かとのキ･一度行われていたたろうか.

寛保3年の ｢付明細如く｣には､ ｢作物之仙之かせき､男-和弘仕晩 女-布少しつ 仕ゝ儀､

新帝収二歩仮｣とあるo蝕主へ差Euす ｢付明抑 FLJTzので払え日に肥収しているのであろう

か､列の縄 ･蓮にせよ女の和俄にせ上政財こせよ自給自足的なものはか りであって､売却し

て帆人を得る性欠のものではない｡なお､参考までに､何年の ｢村明細搬｣に記された牧人

の妹子をみると次の如くであるO

｢I. 天=三人足-3:'持二両御年斉相似甲儀｡

1. 木挽五人是-円三人高持､二人-水呑二両御挫仮｡

I.相室二人足-偽持掛年貢相勤叫仮 ｡

i. 解袷-人足-水呑二而dl幽蛎｡

上の大工･本性･袖垣 ･銀治は､何Lflの機 にrL-ti-もためのものだった-のであろう｡

さて､農問余巣をみろ喝合 ｢小物此Jか ･̂いに夢考になる. ｢′ト物蚊｣にみられる見聞余
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艶として､菰 紙 ･観 現 川執 .-:6瀬畑穐 丸太川下､離 ､替油造､水草観 相患､猟

かあげられるが 〔枚故の舶係で各 b の視軸 ま省略する)､それらかどの奄定昇家の支えとな

っていたのかはっきりしTlい｡ しかし､川縁 高瀬州税 丸太川下､ 酒造､醤油温 水車観

相巌､猟はごく一部の少数の者が骨んでいたにすぎ十､かTLり全村的に骨なまれていたとみら

られる菰 私 献.牡のうち､茶は弄租と日給に当てると余剰は殆んどTLかったらしく､健

かに､机 漆か売られているにすぎたいo

従って､全村的にみると､ これらの典陶余弊によって民有を帯耕し得る段階には至っていTL

かったと思われる｡これらの般胤余勤 ま象酌補充的な役割を果していたものであるO

刊 日付における灘簡余弊として穀も一般的であ り､鬼輩TL役割う.もっていたのは､広末な

山林を舞台とした御林山稜と炭焼であろう｡

御林山掛こは､執林の材木の伐採 ･越搬噂の人夫として働くこと ､ゝ御朴の下刈をして下

刈 した雑木を収納または売却することかあった｡刊 日付の初淋ほ5ヶ所 (坪野山 ･大野山 ･

金平山 ･械松山･隠地uJ)あ り.総血‡かま685町余であって､こ をゝ舞台として御林山稜

をしたのであるo

御林の下刈による収益に対し-･小物成として ｢御林If刈組 ｣か振せられてい('iD)o 下刈 し

た雑木を どのように処分したかというと､幕末の故応2年 (1866)の例から類推される｡

川】も､[-Ql軸 )林である大挙仙 ･金平LIJのlt･草(尖j如上細水 )を副木 ･gT･下版木として売払

-,て､ 代金として札6/972匁を受梱 り､jc卿の酷の砧入用及び冥加銀合せて札1p<-8I

1匁14を差引いた残敵札5〆lL'U匁86を.砧割に して分配してい
?.O)
この時は乎)li付6

組申､双紙たけかイく参JJuで､放りの5組 (高 1625.15biilj で血軌に L､ 高1石につ き札

1匁17余の捌合で分配していlJ.･,

御林の人夫として伽き.或は御林のT刈をして収益を柑ることは相当盈算な役割を果 して

いたものと推測されるかJE倍には分らTLい O

刊 日付における楚rbl余業で伯も垂襲たもの忙脱髄であった｡糖に､冬季の生梨として盛宴

であったoます､次の史料を沈んで見ようO

｢ 乍恐以瞥付車齢上候

伽 plLj川上郡西山札 千川iLす之触極LLJ中野uJ多､往古考慮漸畑地船仏 経木炭新二伐出､

百姓共作伯撫-･u:俵処.苑経掛 目-梢J'k.油船中糖比 当時作陶醸純御座軸窮軸物償｡

共上野山二華道戚水生茂 り緒鹿専政弛 リ勝作喰弟妨方位俵仕臨 幸遠之場所者的畑悉ク

荒地二名邑脱 出転百姓出来凶別個貰 リ御支配梯 ヨ1)梯 ･b御僻地 成下侯得火､年Jb･に斬首
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姓多､人少三脚 究槌的窮三岳人 側寸亡JJ'JT可化.旨欺ケ数抑 侯 ､ 何 卒 叫 窮立確 り侯万度

もbllI御雌･E)-付は人丸 ub,T:誠什佃鮎 '先年之寄r-一油附仕旺件 者 野 11臓 保等=伐透 し盲

蛙射′r:㈹絹川Ll:･. LL.T.如取 t./.AI.い1鞘lJl.lF,Tり蚊拡与群青t'Ell朋.河 川 故 山 如けJi仰付.1以あT･促

■隼ltLIA,.aiuI,にJ.J̀肘 日で- ,ゝI..-1uJA7_裾'阻l･.出藍上七日音訓IL∴ 此 行 十 川 村本拓 ヨリ北馴

地山押目lHri紅炎一 ,･l錦剛 ム兆'J]L江･JfJHjkr払 .)

1,1一･月 (恥 Hl>iL日日上郡矧いⅠ-1一

久性御役所 EE倍 に 兵 エ (酔

いr川i平川村

LE鮎 仲才,lェ 門 ㊥) ｣

これは早川Iで百時It:なので光政10年乍解と雑姪言lLるれ この役J介へ劉 tほ れた斬1かこ

よると､ILF川村6)良問板として炭焼か虚賓であったことか理解される.経木を成城は折とし

高瀬舟で運搬し売却 していたのであるか､主fI肪臥 +..､川上郡小鬼村の鍬 山であったらしい〇

千川村の北棟を流れる成羽川を利用 して軌頑舟で遵放していたものである｡ところか文政年

間にはJi蛸抑 lの川床か如くたって､塩川にTlり､ 摘改組 との 国境附近である西山付及

びiFJII村巾Yp3円辺は､市丸丹池伽 もィ､可経とT⊂って､朕の運搬かできなくなり､従って脱鱗

かできず､必槻恥 ･.なくなって軸鍵しているOそこで､捕瀬畑通船か可能になるように､JH

汝を蛎出ているのであるか､これ{･みても､判 り村においては旋塊が ｢百姓共作tIrJ偉｣とし

て五菜TL役割を占めていたことか煉わJL:･10

庚煤の行われるLLl外ほ､百姓持札 入会山及び符脚 に大別される｡

刊順1の百姓特称は仏か:1.3町余にすきたいJJlで. こ でゝの淡塊は敵 Jbたるものであるo

畦宝5年の百姓指琳の桝加 入仇をみると､33り FのLLJ林を43軒で所和しており､平川崇

の3町2九 分家中酉L7)3町Z比 火遁寺の3即1反余か-̂一口で､あとは平均6次項という

価かたものであ触 この百姓持朴かb牌 配 して小物収を33匁23納めているo

百姓持林における炭鰍 も 山林fgTT有者かEJ身で奴は人を細って行う場合と､船木である立

木が売却されて所竜巻以外の者が行1Lう場合とd･ある｡立木を抗って炭焼をする場合､一時

に股木代を支払うことは.山村の零細な農民としては不pJ能たことなので､朕一俵につき原

木仰 .匁と始めて徐･bに支払う万吐かとられていろ｡また､LIJ主が一時に股木代をnlk求する

碑文､炭塊艶者も牛TJ:どを質入してでもJm水代を工面してそれに応じようとしているoそ礼

だけ彼等の生活にと-,て炭焼は皿要なものだったのである○

百姓持榊こおける),k掛 ま小机梯たものであL).軌炭林の大郎分は人金山と御林だった｡

(4U)



入会LIJlも 全部で 1155町 5反あり､卑山年末として′ト物成を231匁8分納めている.

入会山は採草姐 牛飼楓 薪炭林として利用され､平川村6組で分割して所有していた｡従

って､入会山の使用 ･収益 ･処分は各級軸に'行われ 朕山として売却する際 も､各般組でそ

れぞれ入札に付している｡

御林 685町余も魁炭林とな り､#府の許可のもとに炭焼が行われていたO

平川村の地陶余菜では. この境地か位も底肇であったと思われるか､明治初年には､

｢炭 範頼 小朕其外斬新 姓共点間駈 仕立渡世髄仕掛 と肥れ ていて､剃炭策か御
株得の塵賓Tj:万索であったことか髄hれる.

♯操に､平川村における農民層51解の様相を葵約してみると､威徳Tj:ことはいえないが.大体

次のことがいえる｡

近世勅勘の娃宝勅は､束IF=中世的所有形態か残存していて､それの解体している時期である｡

そ して､近世中仙の寛保頃までに一応中世的土地所有は解体 し 不百姓が彬成されたとみられる｡

しかし.中期以降.苛酷TL検地に基づく封飽日刊文藻と政重なる凶作に より､叔民は疲弊し､土地

を事搬して橿小姓 ･触高官姓か生し さらには淑退転百姓とたって離村する者も主 じ丁も

一九 大出 ･申塊も ｢上地｣を呆lly.して耕作するたけの余刀かT,(く､上昇し得なかった.それ

は､土地主産刀が低い上に秘薬的淡紫か束発現であ り､盤間余集にも炭焼以外はみるべきものか

TLかったからであるOかくして､近世を油 じて平川村では下降分解のみかみられ､ひとり平川家

か土地を娘耕し栂たにすぎない｡

注

(I) 平川村家政

妊宝5年 慮持百姓 312人 (他HからのLLJ,作も含む)

光悦3年 柊家故 4ど1榔 (搬福百姓も離 り

安永7年 ク 366軒( 〃 )

(2)宝暦4年 ｢備中L義J川J一郡平川村五人組改帳｣

(3) ｢御年耳免状之歩｣平川村西犬組

(4) 軌 虹- ｢歪軍御仙 - 充細 入m･E･J合帆

(5) 草煤 lU年 ｢■平川村′｣､林町｣

(61 明治初年 ｢物産曹上映｣
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第四節 隔~絶地克服の陸路嶋送

〔研死方鋲〕

輪中町に於ける陸路拍速を捷史的に考繋するにあti)､地理的に一地域に限定して研究するこ

との不i･T能であることV:ihうまでもなかろう｡軌こ他地収との相互蛸連に於いて備中町叫垂鈷輸

送上占める性格を浮び上 らせるようにするのが.この哨合銀も適切な方法であろう｡

碇→て研究の必射こ応じて的中町に限らず畑中閲全件あるいは欄後国にわたって､地域的に広

大を抱雌管肪究の対敦とせねu'IJ.･らず､又腹史的束fT文献の不足･もあ1て､倫中bJrの陸将輸送を

九分に述べつくすこと比権めて蜘雑であったOこの桝究に瞭し幾民の生活や馬子の生活等を考察

の収穫に放き､陸路輪速官Ji:伯の峻別する過程の一有機的j軌5-の姓続としてとらえ､人r姓 倍と

拙ひついた陸路輸送を考えることにより､そこから生れる曲肋をよb切嘆をものにしようとしたD

又物*の砂地のみならず､人個の移!UJにも少し触れてみたo調査方法は主に㈹き収 b法を採用せ

かはならず､私の推論に凝った点も多 々ある｡鵡丘煉科としては刊Il村明細触二冊､光政のiE保

の鵬､為永の伽中也大絵臥 .減圧参考鵬としてr川上都度｣｢仙中志｣｢術中妹肪志｣｢江戸時
代QJ南端流血｣｢近地宿駅制虹u)イu悦 ｣等であり､これらにエ9.吻蛍編送のノし-ト､勧賞移胞
CIアウトラインをつかみ､三日F即)境地鵡塵でriLJdきWb法を採用した｡例措辞下さった平川欠
乏助(布Jji)､石井助三郎(′ト戸練)､LJ州 Iit市(軒別繍)､′J､倉好五郎(平川 )､瀬戸JII昌治

(十川)､川上桝太(金野)､赤木山一 C西山)の繍舟 こ対し感dJの意を表します｡

Ⅰ 近地以前の健勝輯送

との地方に於ける交通拙古く奈良時代の切までさかのぼることが出来る｡即ち｢備中♯成志｣

に上れば｢川上郁字川村にあ,5別口山醜音専-往古斤甚菩藍之印基也0本噂釈迦如来-行基曾

テ聖徳太子ノ穣悌撃軌ヲルL･こせシテ日ラ作リkフ｣と由されている｡如何をるルートを止っ

て水たのか明経でないれ 都より山似通を下 !)1仰 七日市駅からか.父仁と架鵬都宮内村のきた

L)から当村(乎川村)へのルー トか考えられる n 又､古代よb金塊遠の使用が増大するrLつれ

て､そのLA'科としての滋物煉淋力胡 発され･/h ^粒だ初めの武仙劃秩父都から白紙軸を摩出し

て､和銅元年(7O8年)に離別二組の榊 ･脚 顔を蝕達し､和銅改元を行ったのはあまりにも

官名であるか､それにもまして他史的に衣食在韓確仕中国地方から銅と鉄､筑前から鉄､凍門

や食前から別や軸管座したことであるOここで中他地方から外陣 座したことは吹臥 ′｣､虎の舶

山号云い､鉄を座したことl/土中凶山脈一倍q)臓 を急味するものである0

1. 別庶出とその輸送

鵬中心に上れば吹息弟LJLJJは次の如くd'eされてしヽるo

｢紡出司年榊こ用ひられし比小舟こも細山あれと愛は大l叫二年(807) 一言釦こ宝赴

十一年迄604年という年代を施すに輔九三年(I158)にあたる よb始めて小舟

上bも的机でたき処なれねこ吹序エb出せLJEもべし｣又｢延才式民部式に凡協中､長門､豊
前等之幽遠銑鉄司糾鋤返抄者刷収傾進之.･1,t同主計式に凡曲鎖年材軸鉛者柵中､良門､ 等

.～.舶槻 海牛採速釣銭司郎以司速抄勘合現地 ]',払棚 免の敢仙司主税式に凡鶴激年科糾都 し
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中歯翻八百斥云々-- ･｣又′ト娩5:･J山Q)虐政比大凧三年 (8O8)であ り､佃中凶で産する

糾八百斥は国家のJa墳東銀として管捜され､科銅山珍以下の畠朝十二銭の銅銭の鈎道にあて

られたのである｡

勿臨叙山は全てI壷懐 のJlf有するところであ別勾家の管拙下にあるが､当時に於いて吹崖銅
山が大盤の銅を庫することに上り繁栄を誇1たたろう様子は棚 Itの我々の想悌以上であろうO

ではこれらの鉱石は如何なる手段で又州 -plなるルー トを経て運搬されたのであろうかb 輸送

手段は腐骨であb､想像されるルー ト虻成羽へ通ずるルート即ち吹庵 幸治 成羽であ

れ このルートが秒峠の交油錐であD､江戸崎代に入って名代官とうたわれた早川八郎左術

門の尽力により｢大群千軒｣の繁栄ぷ i)を示 した吹犀往来の礎であったo)だろうo

今一つ紘新見へ姐するルー トである.新見は 新見林として古くよb土地がtAけ､｢たた

ら｣による砂鉄の生建地であっ-/to この鉄の舶速 ルー トを考えると上th一下HJ'(新見 )一別

を-タ二戸一吹鹿のルートが11たがIJされるのである｡

2.砂鉄とそo)加速

古来中凶山地 の 山側部 (山船臥 山陰側 )は砂鉄を多J1-に座し､石見.出基､仰中､flu

後､･'k芸､乗作事の各地にそo)産出を見るのである｡

山陰側の砂鉄は主に安来,米子等の蕗まで恥骨による痩路砧広であったO氏綿で有名な玄

米節の血 b立iっも父この砂鉄の軸 と疾L,,F兇脚こあるO山陰甘削自著臥 出芸国の国}如こある

息上山(~船地山)附滋に鹿する抄鉄もやF'ib馬の伽こ放んで米十 まで連搬したのであるo

山船側傭倭国にある道後山の砂鉄吐僻後東城に過び出し八鹿に収められljuvLが幼扶如迭U)

分岐点と在り東敬上Dも繋来 したC.̂ 鳥か瀦果 した妹子紘現在でも八他の小学校の上に金売

吉二の住んでい/tとい DbL奴O-)跡があり､退明寺JT･表Tの槌やでかなDの砂鉄の元SiLiを行ってい

たようである.盆91t･.吉二の4'金4'vr成金(一滋 )､&壷 ｢鉄 )､赤金 (鍋 )の金全部を慮味す

るのであろうれ ここでLrl当時の状75T.上り考えて-,t壷 ｢砂鉄 )とみなすのが薮当であろう｡

又纏際^,随の/｣､学位 oう下に紗i'Fの地先智扱一./こJ.J,-の跡もあり､当時/ui･に八ケ寺あったこと

からも秒速の売粒に上る入婿と1弓:i)か ･-J)かかわれるu)であるO

砂鉄の八.aからの鵬 ルート他 州 つがJ4,えらJL,/J｡誹 ｡)八一t汁 大鞘 !卜 地山 00八

.L.卜 新見 L3)八山一額小一吹博一享的一山淵 L4)八鳥一坂本-一炊睡一幸櫓-松山でLbるo

古く拙①のルー トが使われ､時代が経るにつれて Gg)､L3)､也の胸に推移 していたよ')であ

る.採唯した砂鉄仕組(たたら)経常U)湘 巾に売込Iiれるのである｡①のルー トは西山に組

が5- 6ヶ所あって砂鉄官制蔵 Lてしへたのでそれが4-ll)Hされていたためのようであるが､そ

れは知棚問であ一,た.むしろ①0)ノL- トが滋 も多く)･u)Iは れ一般的であったろうoJJkA朝か ら

は鹿瀬舟で高梁川をTi)､未払に】避j重し､J､助から大阪へ送られていた｡父岡LUにも叫鈍所

があ1たところから一郎什池井 (/tたV,)から陸路でt弼山へ砂鉄が法られてレ､た｡畑山地方

の鮎による妙手如上小鋭峡-ながらgJ-ri境的に明治中似ぐ明治3O咋塊)-.Ltでひき祉レ､て行われた

のである｡
(43~)
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このようには速 ルートが四本もあ り､各地に故が戚在するのは次の埋由に依るのである｡即

ち砂鉄の娘鉄には多虹の木Jjiを必粟とする,I)-r日 放細Q.亡砂鉄の建する附近で朝飯が行われ

たてあろうが､だんたん附近の木炭を催い屈してしてつと速方よrb木炭智とbよせて製錬す

るよりも､木炭を産する土地へ砂鉄を遇んで蜘 するのが挫折的であD､文通の俊のよい土

地へ紬を戯定して､そ こへ砂鉄を漣澱するエ)にTJ,ものであるo

鳩 では近世の終Dまで雅に上る砂鉄一機 払フ･Jゝ庁われた. この方法は粘土で造った長方形

の炉の中に砂鉄と木炭を交互に投げこみ､燃壊させて出鉄する脱始的炎鉄法であ,り､この=

程比通常3-4日を嵯するO鎚鮮常は多u･の砂鉄と木椀 を禍蚊するので､大体 10-15年
鑑経つと移転して次(Jj新 しレ､土地で組を般け廿里かするのであるO

平安時代以後焚池に鵬する腺史的史料の不足で揮述出水めが交i血臥 輸送士かこ鵬して飛鞘

的舞妓もなく､前代とあまり変b如 ▲ったでカか,-)05L当時安鹿が如何に不便であったかは､

大卒殊帯氏の仰免になる｢隻神の文字培｣に_⊥ってその-一端を知ることが出来.tうo即ち徳

治二年(1307)Ltiは碑文に上り｢右笠神触曳札上下瀬十余ケr輝 為日放川無学搬所････｣

とd己されている如くJJ･に′中州 の上流下流は十ケJj)rのぜJTJTかあ9､十余年の妓年月と多敏の人々

の力にエbあえて危鏡までかかしてこれの開発LL<力したことは､陸路に上る碗送が如何に

地軸であb､棚 C)/J､7J:ることを示し､T'Lii:LSの津')もL-Llであったかを示すものと思bれるO

｢川上都誌｣に上れば｢平川′村ul剛 l七十二部甲東 門郷の本抑 こして､元弘の墳(1331)

頼朝(日経中幼さ)守.ia磯に任せられ 代官EEl口火凶郎比の錐を治む｣とあり､食掛ま吻朝の

棚送を計るため上n己の笠神の水称謁轍こ蛎+JL7t.V_-,てあD､山路kJ苑にも力を尽し､陸路も追

盤々仙されたであろうことは時代の虚脱とともrLi出!軌丁るに雑くたいところである｡.

後止中の蛮後場塊三年(1336)雌月平川'lhd糊泉城となb近任国エb移って平川村地方の

蒐血かこ多大の尽力を払 うとともに､丈'山師も江戸時代初軌の形触こまで押し進め農産物等軌喝

の骨で福山まで遵搬 したことだろうO∫

(日 赤水中-氏dJh占

Ⅱ 江戸崎ftu)陸路揃速

江戸崎代に於ける迫H.蹄､智等の上bT iJL3-..かP▲われ 即ち勾虹を触祝した云わば血税的

な般虹距雌を通っていたo江戸時代の文献の山iLl-小泊は このような特色を持ちその上交血鼓
の少いC.とから道巾も必畿以上に.は沌jSせず､応がやっと血舶l一るほどの道巾三尺程鮭の狭い

ものであったOこれから述べる火城往来もそU_7川夕卜ごなく細々とした通がどこまでも続いて

いるのである｡ これにJRして明治期以銑(近代)わ近比寄(大八束.人力革)の出端により

急速夜光遠5:とげ､勾配(I)ゆるやか女川へ浴 .,lr芯をつくるようになり､距雌的こ(rl江戸脚uJ

それ上りもずっと迫鉄がl.tくな(たり､又欠如秘唱の梢進から追巾も広く恵-,た｡

江戸時代(又比それ以日り)に放ける絹速制 止として次の三つの方法が考えられるo即ち徒

歩(人/N')､鵜(,e-.仲)､ ′t--(牛せ)である｡ この中で舶迭手段の今日の如く鍵屋していな
(44)



い出世iJJ棚に放いてJ'kも上く触川されたりは.喝による方状であり､通船純輸送の一如 ちも父長

牡の点からも当峠忙あ1てはj弦もすぐれた揃逆手段であるO馬と牛を比較するに､馬は連距柵

峨送､牛は姓拍孤仰布達であLJ､牛は好い川こ対 してQIl強いoそれに放して馬はひづめ分れ してい

ない,劇係上坂迫には弱いOそのため.鴨による一llDrt崩l感 を谷易ならしめるために1Fi終に於いても

抽々の特別の触唐がなされているO例えば日脚山0)乾の家出地力は火山次地であるため､雨が

降るとぬかるむので石仕官迫巾約3尺位､ にわたって政きつめられているのであるo

1.東城往来かしへつtilから行われたか､つぜひちかでないが古 くから行われたことは､自分の
(耳炎l)
土地にない

A

もo)を他U)土山に淡め､又自分の土地の余剰物を他の不足する土地に与え/a'もの

は､自然経済の仮性の鮭果であるが､往来としての形態をそなえ､大規模に物楽の輸送が行

われたのは出世以後 17姓紀k/Jめにかけての経済の允虚によるo仙中開の鯉紡碗送を述べる

に東城往来を切如1なして鮮山寺ないO丸城往来のIVlainRootは磨1凶に示したように

東城一柚木一盤松 〔上盤松 )一花仕付一一枚立-1超LJJ-市一井脱一七[相子-豊 Jd'lC歯浜 )である｡

舟賊徒米を痛迭される物･ii智見るに､血塊盆地で取れる米(東城米と呼はれる)は古米より

酒米として取引･されるほどの上R･カ物であLJ､iil幾吻武であったo泉城払rFa凪旭背に於ける
故少い載れ 出席の一つとLて弟1凶のルー ト智経て盛り出されたことは感懐に虫暗くないO廃

城往来がそれぞdtの土地で巣なbl かっず何本もあること比､このIhLJu)都帖を物帝丘ものと
諾えようO即ちbL城へ血する綻栄一私娼から彬 ;迦び出される往来-が東城在米であD､米

の他に木炭､不材､下駄､変､大豆､/ト豆､寄0)鹿産物を始め､轍､姓耳､炎､和紙等が丑

hYdへ､その他いとして笠r叫から,%類､塩､軸線劫等の水産物､呉服半の日用品､砂糖､昏油､

味噌等の調味料がもたらそれたO

輸送手段は遠位脚 前途のため潜か使用され､ これらの13J物3O斗～4Og程を左右に分け､

特に牡馬の竹で噛遺した｡そ･れは山路で敵組在る故収 り扱いaj容易な牡馬を使用したのであ

ろうO虫城往来のIVlainLtoot に於いて転成禎 〔中継摘 )として油木､豊松､高山市等

が考えられ､各伝燭憎にどの位の塙がいたか文齢がTlレ､UJで明確でないが､痛山市には当噂

4O-50軌 油木には2O-30敵､豊松には 10-20頗位であ一,たろう｡(油木は古
く上b油木馬の産地として知られていたO)血塊藍方米銀は如仙こして帝送されたか｡鵬送

方法としては｢附血 L｣と｢触立｣の二秘曲があ[)｢附:LulL法｣は比喉的近距帆Jlで行われ二
親象の自家生産物督白楽納強敵こ交換する性格を強 く備び生産手段の盾する兇家に触る0-

万｢継立法｣拙速但蝕で行われ､各伝侶'rt;rVlを往復する尊集的性格でJffL､他に生産手段も

ない者が多く生情状熊比大体に於レ､て似,.と云えよう｡東城在来のIVlainLくoot は後者

の ｢継立法｣を採用していた_O こJj斗ilvLt瓜島県神石郡市木村に於いて成乳 庖元のこ戯 由 i

術 物の検査をし､僻物の不止をさを紬虚Lた上で家歓の入った収引上の札(高畠札と云hれ

ち)を織物を迷離 して火た悦子に報酬とL,て出し､文略には個串のもてなしをしていたらし

ご這忘.h'宕諾 荒 鮎 芸fL7-㍗.苦言L(,"fJだ言b'.,芸 言芸言禁 忍苦芝芸芸､し忘芸霊 .T M
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ぎナるのに一刻(2時縛】)もあれは十分であり､他山市で一拍し明朝早立ちするのであろう｡
故に東城一生開聞は二 日がかりで運搬されたものと思う｡東城米は俵にし桜の上-一依収し姐

常-駄馬に付二俵を鳥常により馬子 (席方)に引かれて適搬されたO当時の一俵は三斗俵で､

入れ米として一俵に付一升多く入っていた｡入れ米は百姓異相であr)､遵搬途中で長時閲にわ
は)

たり､叔しい振動のため俵の目からこぼれ満ちるitCごく少量であち)と馬子が竹筒様のもの

で俵につきさして米を抜き収る止を加味した米の止を予め俵に入れるので｢入れ米｣という名



称がついたのであろう｡故に入れ米は.払子にとっては1-つの糊棚 恩典であるが､-たん引

き受けると全責任を只わ されるのは勿歳であり､EI的地道には丁度一升減失し元の三斗俵 に

なるのである｡それでは荷主と鳩子との頂鎖的収引きは如何なる形式で行われたであろうかo

｢他所出シポ引勿トー駄二付五文､背負三文､於節々収之候様禎仰付承知奉畏候｡然ル1新例徹

的一駄伯拾且二触､1逓送仕探様破1JU付魂知鼓臨 ｣ の如く牧引は-数に何文というように

_駄帥 lfL:としている.Pが分るO鵬 鵬 は年勅 こよ｡多少の鵬 はあろうが､-敵に付何

丈と止められ,しかも一一駄の棚収止をL)当十Jtとしたようである｡ここに於いて輸送手段とし

ての.蠍Jこくれ､て述べてみよう｡一一･体これらJ_)I.Sはどのノし-トを経て手に入れたのであろうかO

江戸時代に於いで'ti村の牛鵜の敏を比綾するに､おしなべて牛の盛が圧倒的vLr_多いのは古く

から畠山牛の産地であり､lf船舶如速もPJ舷であt)､その上搬抑 こも使川出火る利点をもち､

古くから牛との結びつきが鵜民生倍に銘く癖透しているためであろうO極上柚 重の軌也であ

る-ru･)山に放いてさえ.%の激は牛の故のdtJ半分であり､ましてや一般山村に於いてはそ九を上

触るのは皆'lIlのことであったotyijえは､文化 IU年 (1也13)のト寸明J納脚こよると､

馴 よ九/E/卜は白-ナay_LJJLであり､鵜は牛の一割にも満たない状感である｡これら

の鳥はl相中IjiJ千魅(千慮鵜 )､作州の木山神北の-)ブからと､lJM淡幽神石郎油木 (油木-,郎)等

LtJの方からと､鶴 牧底に_よってもたrjされたものが多いのであるo このように鳥の発見は

腐収が各村へ持って来たものを自姓がこれをLH入れるという杉逮 とるので土地の百姓はど

こから入って米たということを知ら7.Lい(/)である .席は越Ex･)i]にだけt射1｣されるので一腹搬

家に於いて鼻祖を納めた城りほ生伯を支えるだけがやっとであり､,t&売すべき余剰生産吻も

少く､生拓′比､柵品､地鳥生FE辛皮のタくは榊Il7-としてJ斗入れねはならぬので手7亡に放る金も

ほ とんどないのであるOましてや鳥をEL入れるたけの金もないOこれが実̀際ありのままの戯

出生T-占である｡燭をti入れるのけ.仰 こ於いては吐風 地政､百姓代というr1万三役(地方三

皮)であり､'*それr)lこヰする生伯の梢伯Jfネ白桃か焼を耗入れて州,tt的にAA:H'健さを行っ

ていた62:であろうOさて当峰の,I.!V削こよる血脈の山中の陳十について述べよう.盤嘘'Jちん

から峠 /,によりごぐ大ぎっはなは千を知ることがLtj凍るか､当時に於いて鳩は止船舶揃速に

A/Iける唯-の千慮であり.,恥干にと一,てけ唯一の腐適地具であるので鷹を大yJに幼い､叉.I.S

に対して珊々の腺始的r夫や姓飾射 たどこしていたようである｡L!rj句軸､7ブを追い払うた

糊 こ鵜の虹戊に-グ倣(丸い イJくて作られた もの )/i:るものをつけ､それV-1良さ1尺5･1-桜の

色 成々 々のどロビロ(JJj)をつけて鵜を施政するとともに､他の.t-V)白い尾をつけてやせた

旭を肥えたようにみせかける姓称も鴇子鹿の鵜に対する束朴な自然的風 庁の発襟であったo

又馬の首には現任の自艇身の雛 の輪を 1ケつけていたOこれは舵 0,7,･､軸からの適

の目的の脚こ､山山での針軟骨のさ机､太るi･避けるためでもあったが歩く鑑に鳴る鈴の音の

響きは､楓代の北々 の感光では昧わうL=とは出来ぬが.馬+にとっては''良しさ､過層さをま
ざらしてくれるこの上なき一服の柵涼刑にも似た働きをはたしたことであろうo止1中で耳lこ
入るものは､.F.tiの恥の糾い音と諭の邦映な唱とのコントラス トであったO

(-17)



jL

又鈴の音はIuiltりの締技を破-,て曲くまで噛りせくので､必触的に合凶の役目をはたすことに

なり､鈴の好を鵬くと伝臨宿では次の隼的にかかり､あるいは商売に出かけた肉親の棚 りを

知らせ､親､子触.杏-1#穂Hiで山迎えた1比 j'うo 火城往来に於いてはごくまれではあるが･.

多い崎には4O-5ULAが列を作り､,i)いu!iでも4-5盛の陳を作って東城虎の米を高山ま

で九里､笠桝まで十七_姓の.山法を雌搬したのである.物資鵬送の仕功が済んだ烏の比を洗 ,

てやり(すそ齢という)､馬の嫁労をとr)去り､又燭の足には馬子が夜を徹してワラで作り

上けた億川のソ̀ウ リをはかせ､往来に′と､蛍な止だけを馬背につける寄生晴rLt本としての馬を

舶大阪に大切に班かr,たのであ/uL,

侶子の年令的駄弁は十均してZOオ～4UオGLまでで例外的には 13オの境から行ったもの

もある｡撤子の衣掛 ま袖なし半天､Jl･･,チ､キャ-ンで身を鳩め､ワラ･}触きで鯛に茸笠を
かぶり鵜のたずなせとる.自からも寂しさ地J山善をまざらわすために歓をUすさんで､鵜と
(7)
少鵬を揃えて少む.旭子の口ずさむ軟は牛追い歌とともに虫垂各地に庸子収､鵜 追い故等め

hiJiとして敗l)､今では､当糠ののんびりとした邸塊に誘い込んでくれる唯-の/iきた食料

である.当時当地方でうたわれた鵜1追い故の一別を示すと次のようなものであるo

育l上し止れば二階から拙く.しかも嫡子V)加地が

お松お玉が白姓の子なら､蝶にL.r)たや化姐に

陛鰍的なものには

-ーやせたやせ鵜に･P ひせんかきのセてよ ノ､イ-イ

春よござれよ 一身の山にエー -イ-イ

この鷹泊い軟を破ってくれた石井肋三lili氏(yj治13年生れ 83オ )は､当時を触;tBする

かの抑く､ゆっくr)とした都まかしで､しわがれてはいるがしかし力掛 ､声で故 ,て下さ･･'

た.その歓)身がqTからの夕胤の山側に感け _̂むかulようであったo

鳥 Fの生7.如ま弘也にJる止ttたけでけ純して束なものでなく,M当出羽を隻していただろう

ことは､多くの文献によって知ることができ､そJ)出発J∠･如 勺に倍略を他の臥架収､山嶺ぎ､

季節的出席ぎ割こむけたようであるO収hi._州ことり馬子をI納 的に二分すると､比収的鵬

+峨卑芸('駄鵜による駄ilf扶)0'ものとPrj楚rlJ.)に鳩十職針子うものとの､収束膨感rL-ニィ.血か

あったo前者は火城Jdi米に於けるrB;山市､世腔 牛の脂子かこれに紘すると思われるOも-

とも成子咋柵澄といっても一年をialじてJr均 して吻出があり､物攻の輔速が'fTわれたのでは

なく､物攻の紬軌によっては藍 ､櫨礼 典､うるL等の地方的特殊銀座や如上手簡的な制約を

うけるので､鞍Jitのものも関糊には木材の伐も､木胤 炭焼き等のl_u線に従JiiLたり､草地

的な出稼ぎに従かした り.音1J'-.L,帖 上のわ寸かはかりの出畑の耕作にいそしむ執副菜に した

がい､少しでも生7占の向上 安藤をはかろ･'上したようである｡使者すなわち州貴的).S子は

-if川刊のL&民の今鮎的紙子等の如合で､IL号¥脚 になると嵐 大豆､小豆等の脆吸桝やこんに

ゃく､脚 稚 吻丘の集故地である高山rh･-瑞軒や1珊 -rn蛸 し柵1)には胤 #油､味軌 軒

等の弛れ札 砂地､触且が､水仙 下払そJ)他.のけ蘇生略と備 品を】≠び入れたのであるd
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東城往来のはは中帆点高LLl市は又備中園に放ける陸路佃送の一つの中心地であり,鳩継ぎ鳩

として父市場として繁栄したところである｡ 〔水城一高山頂-1岩j九里､(.I,.;山市一笠F'Y'日印八里､

新見一向山市制十重 )O 廃山桁は古くより栄えたと,即っれるO即ち大門山神社の門前町的性

格を,宵し､二月､十一月の巳の日は穴門山神社の綴目にあたるので､近郷近在の村々から馬

子によっで物流が迎はれ､売Ftされ､物(錐の大棚敵地として繁盛したことは現在でも高山前

の退路脇に夷様が3ヶ所あり､市域の)地 ､党旗を吻諮るものと云えようO(上市､中叫､
下市､成立 )高山一石の市場軌 ま十盛四方と云われ､.F川､布卸 土勿論井腺速く三引伽 ､らも物I

故が輔適された(第 1図参照 )｡ 輸送機軸は席背.牛背であり､近距離では l̂Hで高山市

に物栄がユ坐び込まれるのであるo父虫城従来の中心地としても架えた.火城からの物虫はi･鳥

山市で軸 ぎし削 早削 机 井机 洲 へ連破されたo文机 恥 Ci聾離 妄ゝう馬子の
組合的組級があり､これによっても偽による物心七輪速が大であったことがうかがわれ,舶藤

崎には4O-50戚位はおり時には一人が3娘持っている省もあr)､2曲､1朗の者が砧も
(a)

多く､馬子が仙人いたか分らねが40人如健でほなかろうかO

(2) LJ｣出払rh一氏 (阿部柚 )o)紘

く3) 伺 _上

(i) 近世楢別制度の例究

(5) 仙i]触市氏の蕗

(6) 石井肋三郎氏(小戸淋 )の話

(7) 淑戸川晶拍氏 (十川)の戚

(8) 穴円山神社でのある古老の誠

2. 交通路､物故輸送からみた旧-､f川村

江戸時代における血も韮本的な物鎖の膚肋は店租米の逓臓についてである｡即ち､村より

五盟以内は自■姓の見地となr)､以鯵は幼主の負iBの形で輔送が行われるo)那-｢較的であり､

東側米上納の方法には(イ爪 金納で締出しのないもの (p)郷戒に納入するためIll外への遥搬労
肋の必蛍のないもの り唾漣のみのもの 巨騰 也に舟越を湘 1るもの等の軌曲りであるO(9)

平川村の場合H)(ロ)(姫)がfj=われていたが､鵬速上聞地となるのは巨)の場合であったoLJと状三

年日 743)の村明細帳によると､jlf租米上納 ま｢.･411年斑締出シ当村之ル t)t憾 卜帥面/91r江
締出･LJ仕､川齢-テ絶島玉加齢･tL下シ 抑如雌11臨 場水之勧-成羽迄津出仕戊-･･汝嶋･･

･･｣これにより井川､憩Etlまでの迎搬JJl健脚こよる座民負抱となり､鳩水の時は退く成,tJ4迄

(十川村より他姓)多くは牛甘により又鴇伽こよって堪瀬され､それ以後の瓦里外の軌基紘

♯布の食用で必 されるのがjAJ則であったが､しかし架際には央似こ足らず､何方の負it]_もか

なりかかったoこれが姓氏生活に相当の如 削こなったことは別の項でdjiらかにされる首であ

るo江戸樹tも三代将半家光の頓になると政)'弓も安定し､経済鬼虜の敵越に促がされて､女

血路の盤価が行われたoその(･jlの備q咽 に1.,･ける交辿鰍ク)様子は第ZLqlの他出光政のlE保の

仙こよって知ることが出来るoこれによ7Jと刊 ILから梅山-旭ずる也掛 ま出てない｡従って

(4LJ)
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平川から属背によって.ir-,山へ塊産物を輸送したのは後代になるであろうo

交通の発虜は百姓による姓産物販売が領主の住んでいる城下周辺で消費者牌級である武士

及び商工発着の瀦紫を供給するために行われたことに起凶するo毅初は農民の自給のために

作られた野菜や札 麻､木綿等の衣料)a,-料や健一草､茶等の時好品､その他襟､和紙等の各産

物を′j､物成として物納したものの､余剰物が版売されるようになった.その後版売よが増す

につれて利益を得るため版売を直接目的にした商品生産物に移っていくのであるOoULかしこ

こで忘れてはならぬのは､中級以上の比収的生店の裕福なす姓に限られ､日々の生活を支え

るに放,̂娘鮭の土地朝わ *細本百姓､あ乱は土地を全然持たヂ地主から土地を借りて耕作する

小作人に払 .,駅 線外~唖ることである｡このように自給自足的搬建物生唾制から商品鹿産物生産制

に移っ孔､く時肋も 元藤年尚(1688-17O3)以後即ち江戸時代中肋こ入11からて この帆 軸ま

全国的な如ア唖ろう｡Lb､し平川榊pこれ ､･Qまこの趨勢が少しく時偶的卿 ､る｡ これは地哩的､

地形的に不利である土地の僻遠性に基づく鮭巣であろうと思われ､文化の伝播の避鈍性を示

すものであるが､大局的観点から見ると平川村においてもこの楓句をうかがい知ることが出-

来る.即ち先供三年(1743)の相称晩によると､′ト物成(Et側以外の山林､膿野､河津

等姓氏が利益を禍ることに対する魂税)として､林年貢(銀三給三匁弐分三屋 )､蔽年貢(

銀地匁五分一便)川手貨(搬拾匁六分)の三価鵜がある｡文化十一一年 (1813)の村明細帳

には′J＼物城として前記の三蝕軸のもojに新たに茶年兵(娘弐首他匁宅分八鹿)_ 比茶.台方

弐百九株).措年貢 (銀五日三拾弐匁五分五度一比緒五万三千弐首五指五味)､凍版年末(

鎖七百五籍九匁uLu分八鹿一比凍六千三百十九保)､紙漉役(銀一三拾-/t匁)､阜山年算 (銀

弐百三拾,E匁六分)の五経類かjJt7わ り､軸 こ斜 緒 ､漆が大鹿に植えられ､多軸の年貢を納

めたことは､福娘地帯の特性を利用した腐舶経済の発虚を物藷る｡これらの年貢が銀納の貨

幣約であることはこれらの誠物資を市場で商人に売却し貨恥を姓祷したことを意味する｡勿

論市場までの適地は牛背､人膚等である.このように平川榊においては早くから商品経済が

発適し､塊民の間に貨帖繕晴が渉透していることを示す｡このことは判 り村が寛永十七年

(164O)以後､古家村が3t永十九年(1642)一元疎六年(1693)まで､幕府血

頼地(天領)となり､天組では比俊的早くから墳幣約が行われたこととも鵬係することであ

る｡しかしこれに反して大名故地では相当後まで硯物納をさせた例が多いO

ここにおいて､偽品が己旭の跡をたどることによって交通 (道路網 )も白から判然としてく

る｡即ち商品はどこで生産されどの経路を経てどこでZ;ii買されたかを追求してみようo平川

村では生産業の中で圧倒的な比重_を占めるものは収集であり､鹿産物であるoここでは藍(

黄粉)､備中集(たはこ)､I~うるし､和親等の商品的鹿産物の中で和紙とうるLについて述

べよう｡第3回によって版売のルートが理解されようoこれらの商品の多くは平川市を経て

高山市に運ばれ､そこで売買したり､父笠鵬まで一部運搬されたのであるo従って判 り市は

高山市とのルートにおいて存在の必然性が認められるようになるのは近世末期であり､裏永

七年(1856)の傭中国絵図(写実13)には出ているのである｡

(51)



平川村における市場の成立はこれらの商品

流通によって少くとも19世紀に入ってま

もなくみられ､現今でもやはり夷棟が残っ

ている｡文化十年(1813)の村明細帳

によると､｢市場当村本郷二有之毎月三度

宛前々ヨリ売笑壮来上候｣と記され､三斉

市であることが分る｡又旧十二月十六､十

七日の両日は足袋市､ブリ市等の市がたっ

ていた｡

平川村近郷の村々から農民が馬背や牛馬に

よDI麦､大豆､′｣､豆､櫨草､藍.こんにゃ

く声(さしわたし5-6寸)を生のまま俵
I

巧む⊂3俵位50jt前後の荷物(1俵平均

七6貰)を高山市まで運搬伊 そこで商人
I.

に〔丸 ､くら又一駄いくらというふうに売

りさ.魚､塩､その他の甜味科を恥 ､入れて
1.
帰るやである｡平川村を中心とする馬牛.

徒歩克 行可能批 土地の人々の雛 総合

境 3 巧

和紙とう5しの取 売,トー

･T=円′ヽltl′＼_.･
坪 .I

ン 言

庸

〃
J

御

して図示すると弟4図の如くなる｡

東城往来と平川村の幽遠は次の二つのルートが考えられるo

イ) 東城一二本松一大竹一西山一刊 Iト金野- (日野郷 )一安田一津 々藤一越山一高山

市のルー ト(北から平川村へ入るルート)

｡) 東城一油木一上蓋松 下丑松一金野一千)1ト成羽(西から平川村へ入るル-ト)

前者のルートは物資輸送の面におけるま食掛王なく､主として人の往来があり､烏による物

資倫送は僅少であった｡しかし西山から東城にいたるル-トは西山で産する米が東城に入り

東城米の一部として売り出されていたことを考えると､ある程度の輪送が行われていたもの

と思われる｡後者のルートは備後国有木村日野郷の山の平地(なるい所 )に馬の血収り場が

あり､馬による物茸の輸送が行われたことを示す｡これは鳥方が鳥の足の血を抜き足を鹿く

するために行われたもので､馬をおさえている人､血を抜く人というように仕事の分担がみ

られるが､席の組合制はなかった｡血収りは月に l臥 多くて2回行い.この日は鳥の運搬

は行わず､血即 がすむと酒宴鯛 き日頃の労をねぎらうのであZi(loa寛保三年(1743)

の村弓朋棚馳 よると､傭中町内rLは倒伝馬掛まなく､-通過地域にすぎなかった｡又文化十

午(18I3)の村明細板には｢居村徒慮地軸 座息 但シ本郷ヨリ七日市駅迄^里｣と近

されているのをみても､判 り村が交通運輸の面において他から鵬絶された存在であったかが

理解されよう｡

(52)
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安 田 江 本郷 ヨリ 十八里中ノ方

北 IEL ,, 二十町北ノ方

坪 野 江 ,, 二十八町望ノ方

仲 … 江 ･ 一里二十五町望ノ方

(9) 江戸時代の商品経過と交通

仙 同 上

tllJ リづ出触市民の話

(12) 川上新太氏の誠



牙五節 ｢舟 山に のぼ る ｣対.鯛舟 輸送

〔研 究 方 法 コ

高瀬舟とは一体どんなものなのかOまずこれをはっきりさせたかったので､阿山風土記 所収

の藤沢官民｢市瀬舟｣および仝氏のr近世河川安達における棚 制 ･番船制｣(岡大教育学部研

究集録所収 )を読み､諏査地での質問故を.'iO郎作っb しかし､江戸時代の離船制に焦点をお

き､食間する相手の年令､経魚を考成しためった かま､大きな失敗であった｡というのは､質問

紙の内容と､央掛こ触 内掛こけ大きなズレがあIj.繁同相まあまり殻にたたなかった｡

第一日は備中町を′ミスで見学､第二日は女藍那轟で午前中を過し.午後は下布瀬に行った｡第

三日は午前中を役場で､午後は藤沢先生とともに赤木凸平氏宅を許門.雛凶日は先輩の中山高明

氏にオー ト′くイに乗せてもらい､田原下､惣田､丼JIは 成羽川に沿って下り､夜は再び長尾部落

-＼ 液終日は惣田へもう一度行き､不完全ながら取氏を終った｡

術中町のはば中央部を縦断している成羽川け､現雀{･け川路の長軸も行われず荒れ放陸である

し.井川発屯所の設態による水丑の不足等で菅田の両掛‡まったく見られないか､陸路交通の困

鮭であった時代には､物資輸送､女化流通の動脈として大きな役割を果したのである｡それは

一般に高瀬舟と呼ばれる用船稀有の形の舟1･あった｡L習川け 的中町の田原まで､船路の義解

(川掘り)･電鈴技術･舟の曳き瞥1)帝に特別の工兵を.Hnえなから増水時通船可能地域として､

種々の産物をT穂へ いな全的市場-と耕み出したのである｡

増水時通船印妃とは､彼等の接が秋の彼賢頃より､苛の彼岸すぎ頃までの期間であること､つ

まり､製を中心に渇水朗には､確は殆んどfrかったことを示Lていち.しかし.この市滞舟も､

過払の欄発､伯附将の牌通 (特称.'3年)利 1億 -W軒の開設に上る水止不足等の原因によって､杓

送鞄弘としての便食を終り､崇5.の政巧材1巧･となった･り､売り私われたりして姿を消し､現在で

は､川にそ(た道路を砂ほこりを拓く巻きあげて､ トラック･..'ス.三輪車か走っているo

l ｢前河常山｣の邸†朽ちHtl

川に治って行くと､川辺V=すぐ常夜に伝蛤な山をひかえ.すわ りにわずかの畑ajある家々が

10軒､1LS軒と建ち並んでいるのが邑られる｡これが由頂特務なのである｡掛中町の内で主

なものけ､T紙より下布瀬､向起臥 井川,惣軌 田軒下であり､この内でも興型的なものと

して向F<尿をあけることが{-きる○

現払 この縫渚には門戸､139人が軽んでおり.平均 8人というかなりの家族数である｡

これは耕地の停職な狭さのため分家する恥が矧蛸で､十軒の家に担父臥 父軌 若夫櫛､子供

伯父､伯母等か同居しているためであろう｡Lかし､奇相 が5戸､赤木姓か5戸､他 7戸と

なっており.過去におして は分家が行き1れていたことを矛･しているが現在では.もう分家する余

地のない飽和状態となっているJnL･_思寸Jれる｡田畑の所有抹懸け笥1蓑のようで､お世精こ

も放築集落であるとは云えないO背後に山を昏 13てlもか､山林所有け非掛 こ片寄 っている上

けわしく跡ノ､の{･開延することもまず不HT僧で与る｡鮭Q=きつ鬼触蕗と共通している特色け､田
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の少ない車である｡これは地形的にもうなず

けることで､即も､ 蝕も石垣で囲われた′トさ

なものである上､他斜か急であることかその

麻関であろう｡カコを月別こつけ､ていねいに

耕している人々の棟千は炎桶でもあり､頭の

下る思いかする｡

ここに見られる作物け､キビ･アワ･ヒエ

水稲 ･陸稲 ･トウガラシ･大豆 ･桑等で､今

だにキビ･アワという穀物か主食の大きな部

分を占めていることを禾している｡また､土

第九蒸

(投脇での聞き取り) 田畑所有状態
触､気象の鮒係からであろうか､野呂では､

かなり多 く見られる｡いわゆる換金作物-架研 ･野姫叛1-が トウガラシ以外はほとんど見られ

ないOこれは､耕地の少ないため.自給に必苛である主食-キビ･アワ等-を作ることの方か

さしせまっているとい うのか主因であるようだOこのような状博では､県典のみでの生悟は非

常に困難であり､現在 17戸の内 15戸は､鹿菜の他に佃か非業､副菜を持 ってJn-り､現金収

入を縛るために家族の内の誰かか勤めに出ている｡高瀬舟嫁による収入がなくなった今 日では､

亘れに代るもq)としての敵襲を持たねばならないのである｡その館子はr第十表の如くで建染

かその家で占めている比重は夫 輿々るが､それか一応基本となっていること､商売人かまった

く存在しないこと等(,=気す くbまた軸務Elといっても 役場､換協に勤務の人達で､いわゆる

ホワイ トカラ-という階層はみられない｡

第十表

大工 t事務臥月

& l /71 3

日雇巨僻 工製造

21 /1 3

し役場{･の開き即 )

/ I 3 I

雑 業 及 副 業

.2 3

以上より考えてみると､商敢舟掛 こ代る取饗の機構の少なさと 感じの上での古さ一明治よi)

そう変化したことt･J思われない徹也-が延々と続いていることは､山村といE)条件もあろうか

近代産製より取 り残された地域ということカでざようO

さて.約 :iO年以前よりさかのは:ること400年田rl､この河岸の村々の人々一軒飽姑藩の人

4-は･どのような生活を営んで束たので,i;'7)うか.

Ⅱ 高瀬舟の通解区胤と慣行

この地方を舟が往き来するということはまったく｢舟 山にのぼる｣の形容かひった りする

が､では 荷瀬舟とけ どU)ような桝進のものであ7)うか｡それけ 第七回の如き4､ので.こ

のような急棟に こんな大きな船か並-,ていたと).J実 さいの株子でも見fi:叶れは信じF,れf1-.い
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位である｡

t ~~~ ~~~
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1.通船区軌とそのtX行

高瀬舟は上園のごとく､帝商300mの蘭城 (広島 1186mの新見にまで.支流を合わせ

ると延々100KJnにも及ぶ (8の2).解の遡り侍る限りの地点まで通船していろ｡術中町は成

羽の上流に位放し､田原下より下淡は 上水可杭地域として.江戸時代は成羽まで､明治以後

は玉島､更に海を渡 って四国まで透析したのであるO田原より上流は､東城までの.'16Kmが江

戸時代明和年間 (1764-1770)に一時通船したか､船路の葱鮪の困難さのため､数年

にして止んでいる｡

以後l田原は上流からの物資､産物の終着河岸坊として､聖夢な位登を占めるにいたったよ

うでl現在､代官所跡､炭問屋の鼻骨等が残っている｡

刊J､この成剃 IT一古 くは上流の妹の採軸のため｢にごり川｣とも呼ばれていた-に通船の

始ったのはいつ頃であろうかO川を利用する交通､輸送は 船以前からあったであろうか､記

録として残っている穀も古いものとして徳治二年 (I307)､田原の上流笠神の龍頚の上下

の瀬の難所を開穿して通船せしめたことを記念して､川中の岩に刻まれた.記念碑が 文字岩と

してなお現在 しているoLかし､者が川の中にあるためもはや判読しに くいが､先人の研究に

より次のような革が判る.

この工和 才､僧卑海の手によって7.tされたものであり､そのIi礫 の庇に流れるものけ 仏の

絶対愛の布施のためのもの､いわは信仰によるものである. (成羽史話｢笠神文字岩の研究｣

より)これにj:って､当時すでに船を剛 ､た空風 放送がこの地方では盛挙な役割を果してい

たことがわかるOそれが鼓の高瀬舟と呼ばれもものと同伴であったかどうかは疑問であるが､

川を利用する交瀬があったことにはまもかいかい.

しかし､本於の河口玉島より､中流荷梁までのbOKLnにわた って通船か始ったのは､室町宋

糊天文年偏 (15･'12～1554)の頃ともいわれるから､本肝より早 く支流成年jjHE,=通船が

行われたとけ考えられないから､徳治二年の文字岩の詣るものは敏いけ鼓による輸送であーつた

かもしれない｡

以臥 近世に入って､本､支流とも通船区ttliE稚 帆 開発され､第2図の如く数回にわたる
工叫こよって船の遡り得る限 りの地点に寸で妊長されてい→たOここでも､陸上輸送に対する

優也性を鴫 に示している｡以上のように･一変に上流まで的発されることは枚とんどなく､

数回にわた-て･それも､かなりの年代を齢 ･て開発されていくのが帝通であるoそこに､川

船賛適特有の運行上の併行>_1-て搬 制という蛙が発生するのである｡

その一例として･術中町の下流成羽における継船制創設の記麻かある○図2に示したVの通

那が始ってよ｡約200年齢 明和 :1年 9月 (17(16)にいたってそd)上流に皿の親船を始

めるた糾こ通井川慨万の無代れ 沿岸の諸相と頼定碑をとりかわした時に記された ｢一札之#J

(平川蒙文懲)に､

一､此度川･#通船諸事漬引再入札 東城成羽衝牡薪を以出来申候上着.向後有来 り之船持it

郎兵取 干次治左二門､栄敵船持四仲之分L是藁之燕モしま遷相i節し､其外新船出来暁-
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へ 成羽継にいたし(中略 )直下ケ竪敢中間敗候恥

-l古舌かぶ四雌分にも､東城荷物耕下シ朕時為成羽擬致可申候.平生二而も外外こまざらは

しく候臥 手札を為持可申候｡ ｣

と記し最後に｢右之通相定中上-向後御役所御重庶音 り其外如何様の新規出来侯共.前文之通

相違無之候.仇而如件｣と奮っている｡

これによってみるとl#.船制は.通船のコースが延長される場合に.旧来の終着河岸掛こお

ける棟や･旧コースで操舵して来た船の棟を､新コースを牌くことによって犯さないという契

約があってはじめて新コースが創設されるものであることがわかる｡ (岡大教育学部研究集録

第1号藤沢乱 ｢近世河川交通に於る離船利春船脚｣丈 の成羽の継船制は以後､現術中町の村々

に大きな影響を与えたのである｡

'即ち前述の四鰻以外の附す.成羽までしか下れず､荷物はここで全部敢かえて成羽の解で玉

島まで運ばれ 凹地の船も､東城からの荷は.成羽で継船しなければならなかったのである｡

数年後､東城までの船路が閉経されてもこの惟行は維持され､商品流通の大きな障育となった｡

一度できあがった慣行は､容易にくずれるものではないからである｡時臥 労力.賞金の浪費

は､慣行というコンクリ- トのわ くの上にあぐらをかいた町方繁栄という美名のもとにおおい

陳され､他の細かい諸規則と伴に.藩の一つの財原として保持されていたのであるOこれは､

性行と推力が結びついて.より強力な慣行となった･一つの典型であろう｡おもしろいことに､

川に関しては.もう一一つのきびしい慣行一鹿茸用水に粥する慣行-が存在する｡この両者を比

べてみよう○

まず､主なる相違点は.継船制では下流か絶体樺を持っているのに反して.長業用水では.

上流が絶体柾を持つことであろう｡今日では.オソプの利用で事情は大きく変化したが､明治

以前にけ､用水の再度利用は不可能であり.水位が低 くなった場合には引水ができないので.

早魅による大きな被告を受けていた｡水澱を持ナ･ず.水利権の妨る地域の苦しみは､継船制で

区切られた上流地域のそれよりもはるかに苦しいものであろうO住民の大部分を占める鮮民の

死活に馳する間膜であるだけに､水利に阻する恨行け､前者より強力であったO

用水の間願で､高梁川筋で救優越如きころ池井十ニケ郷用7恒ま.川を利用する者達にとって

け絶対的な権力を持 っていたoそれは下流の良民のみTlらず､船粥もこの慣行には一従わざる

を得なかったのである｡というのけ春の彼岸より桝の彼岸までけ股染用水のため艇井に塩が造

られ.これを切ることはできなかったのである｡彼等の橡が夏ほとんどfL-い0)もこのためであ

る｡しかし､現存船爾経扱者より隙いた商に上ると.菜でも船を何十紗_-とためておいて一触を

切ってもらっていたそうである.叉､河原を引っはっていっても越せたのだそうだが､慣行と

なるのを恐れてやらなかった.そうである｡析 Ijな他行となれは押し進めて行 くか､不利な恨行

となるかもしれない行動は絶対とらないという現収推棒の態度が如実に示されている｡

どちらQ噸 も､成立条件はほとんど同じ{･あり､慣行から生れ､根強く存旅し､絶対的なJl

を持つこ～上す､注目に仰する｡
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2.抑 制の撤除とその後の間藤

以上のように､時臥 労力.怖金か根管し､おまけに商品凍通を著 しく岨専 し､稚々の間

組を換起 した鮮船脚も､明治5年政府かF-･の布藩によって轍離され.上棟船頭多年の念隈で

あった玉島までの蔽燕が叶純となったのである｡上流船頭の膚び､雛船箇所の間臥 船特の

苦い教は容易に想像できる.新見の船は､和楽を染通 りし.肺車町の船ほ､成羽でとめられ

ることもなく玉島へ直通でき､史に四国にも渡 り得たのである｡しかし､この商品流通の人

為的妨青であった鮒 制の撤日日こ<tつて通船は大いに盛んとなったであろうと単純に考 える

わけに,けいかないoflんとfrF､は､高瀬舟輸送は､替りの苦しさ､水の多 少.船路の亜麻

等の多 くの軌的条件を持つからである.この制約条件の1に於て､通船､商品流通は伸びて

いったのである｡実さい､離船制 という人為的な如脊ほとり除かれたか､新しい問題として､

上流船願の1流の川梱色額という剛髄が生 じたのであるO備中Pl閑係の支帯か見当らないの

で､条件t･lLJ*とんど刷じである本流のす杏をみてみよう｡明治 5年の井上家す也 (新見)に

ょれほ､加除郡川上郡下適者阿 賀郡上房郡哲多郡市粂与川下 (日)羽村蓮速筋仕芝川堀致候

旨､高梁高瀬舟持惣代与j古郡直通 し船持之毛之江為心得柏連候鮫申出候二付相達仮各

支庁印

とあり､今までは､居住附近の受持区肋たけの川堀でよかったものか､直通となったことに

より､下流の区間の川欄をも負担しなけれほならなくなった｡川下の船拓け､継船制の廃止

で受けた打撃を､川相の負担という盲点からとり返そうと意回したことかこの文8･より読み

とれる｡事実､川堀に対する負担は相当にきついもので､原則としては.解糖が単位として

働いたが.洪水後の鮭衛､夏 .秋の定軌的な川渡いほ江戸時代には川筋の良民の手を借 りね

はできないものであったOこれら川筋の段民は船倭の如何にかかわらず､一粒の賦役として

川渡いの度毎に載制的に節カさせられていた｡しかし.明治となり､公民となると賦役とい

うわけにはいかないから出発かかさんでくる｡この負担に耐 えきれな くなった上流の鹿茸､

船符は明治7年嘆願番を出して善処を望んでいるoこれらについて県からのEDj音感がみあた

らないのではっきりした】如才判F,ないか､明治 :iO年頃の撫子から考えると､県より補助金

が出るようになったのではないかと思われる｡

翌年の明治 8年の3月より､高梁川肋の船持､間罫は政府からの布滝によって会社組板を

作 り､内軸通運会社の収撒所または分社として､営算を始めている｡

駐車町には､これに関する安田がなく､この樹の軸情けは っきりしない｡しかし､明治:iO

年頃には､もうこの会社も存在Lなかったもようで.いつごろなくなったのか､これもはっ

きりわからない｡

皿 高瀬舟保の形態

明治 12年の｢共武政泰 ｣には､県鳥 (長屋村と布'F'l村の一部)に船 8鰍 成羽には55睦

あるとのっている｡

この船というのは､高瀬舟か指すと思われるが､中に推し舟か含まれているかもしれない.

(Glj
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この数享け､継節制の名残をあらわ しているといえよう｡明治も30年代になるとLこの数字

は逆となり､現鮒中町の村■の所轄 していた舟は.最盛期K:け60鮭にものはったそ うである｡

(高見格一郎氏よりの聞きとり〕

実さいの塚の綾子は､どのようであったろうか｡以下､現存される船頭細 者からの聞き取

りをまとめたものである(,これF'q)人護か満縫されたのは､30年代の鼓盛期から､大正 ･昭

和の没落にいたる才でであり､す{･に川rL加減舟の姿が見られな くなってから1U年もた って

おり､記軌 旗幣価僻かほっきりしない所かあるのもいた しかたないことである｡

_l. コ - ス

明治5年以来､船頭のあやつる掛 寸､成羽では食料を胃いこむのにとまる位で､玉島まで

直行し､史に灘と風とを見計 って海を破り､驚け､高松 丸亀 ･多産浮 ･宇多津 ･坂出､酉

は､尾道 ･和にまで荷を運んだのであるD

乗組負け､下りの報命 ま∠～3人で出発地よりはば一日で玉島まで行き､ここで一泊､頼

りけ､鮭井までで1日､ここ{･1人水壬をLL.(虻.われ蒋Flの水玉かいた )｡次のE]W成羽

まで.ここで一泊､成羽から出発地まで半日から1日と大体4-5日の行鍵であった｡

玉島から軌を滞ると､これに2日から4日を加えた日数を曹 し一悪 くすると2週間から'20

日も帰れないこともあったDJhll)解け､大ていカラであるが､一睡のみで鼓もことけほとん

どfi:く､4･5臥 多い時にけ-HpIA抄という敵の解か連れで挙 り､鰍 こかかると皆なで脱力

して一一触ずつ引きあげていたそうである｡そつ進み方は､上軒になるほ ど遥 々として､しか

も休むひまもない墓労仲であ り､Tりの場合とくらべて ｢船頭は下り旦卦の､蒙り乞食 ｣と

いうようなことはさえ生れている｡

これらの棟子け､剛 LJ風土記所収､藤沢ぜ｢筒輸舟｣に くわしくのっている｡

2 船の所有形態

船の痔主と乗組月によって2つの型にわけられるo

/. ｢般殉手船 ｣と呼ばれる4､ので､船特約蘭とその家族または臥 ､の水主か雰 り阻むもの｡

これは亭臆 とともに商葉をも宮tTo

2 ｢且#(.船 ｣と呼けれるものでL恥の持主も家族も乗らないで･常市の船頭水壬を決めて

ぉり､彼等に荷i,さばかせる4､の｡いわば小税額の間革である｡これを大 きくしたものが･

敷島O､赤木家等の関節である｡ここで爪 床 k .r u '虹 (奉公人 )の船旅かおり.級糾 絹

を運ぶのみである′卓で前者と興るo

騰中町には.大きfr帆掛 寸赤木栄位ゼ)もの竹き･とんどが船旅手船の形態であって､近代形態

である間常幸船は約 九fJ-いoこれけ､橡でも述べるが.尉荷と水が大きく形野している0

3.嫁の仕方と常銀

彼等の鰍 で､大体に於て秋の根粒Jり寧JL披梓までであ r)l-/如こ左右され7U不安芽ffhの

であった｡だから.これのみで生拝 してい くことけ無F.であ り､Et集 との帝集が*部分であ

った｡ちffみに.明治 12年の長蕪村の希有帝卵 l金膚取締 (赤木四平氏粁㌣)をみると.
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その様子は第十一表の如くで･長最村45軒かlO隅鞭に分けF,れ､1等85臥 10等5銭

で10等け 1等のf7にも足りない｡これによると上 ,*･下層がきれいに舗 しており､船操

をしている家は.悪 くて6専一大体平均して4等 (中層)というところである｡まだ船嫁の数

は少なく､最盛期 (60牌 )の8分の1位であるOこれから見ると､典集のみに板-,ている家

よりは､暮 しはいいと考えF,九るoしかし､冥さいは秘が不安定である上 ばくちですってし

まう革か多かったらしく.決して暮しけ上くけなかったようである｡

弟 (最 畠 貯 諾 l'i鮎 よ,Tw削
さて､実さいの嫁の"秩子はどうであったろうOそれは､船の所有状態､コース別､封荷の秩

轍等によって昇ってくる｡船を持たないもの-飛び乗りといわれていた-は養われて他人の船

に乗り組み働いた｡彼等の持参するものは､身体と夜具､着がえたけ千.何日かかろうと.そ

のrpLjの食中は､全べて船主の襲用であ1たoLかし.rt一金け､玉島までの往復で穀ら､と行先

で決っており､4日で煉っても､10日かかってももらう金書肘 一定であった｡しかも肺〔て

から受けとったのである｡その金毛糾す､.'iO年前後で1円20銭 (玉島まで)､米に換算する

と1斗 2升前後であったらしい｡

#幣価伸i･uっきりさせるために､明治年代の米の相場iJあげてみようo

第十二表 明治 年 制の米 相場 (単位 石 )

(高見格一一郎氏よりの附きとり)

一方､船特船頭は､他人の荷を和んで行く運懲和みと､自分の荷を秒んでさばいてくるもの

との二通りの様かあったo運債和みもやけり行館によって貸金はきま1ており､40年娘大体玉
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魚住晦で4円50耗～5円､四国へ締ると7-9円とlL〔ナ･らしい｡自分の荷の場合は､その

時その時の棚 によって変 -ていて､は っきりした敢字け出てこない.この確の中から､水主

のiiy金､食中を引くと残 りはわずかで､いきおり .N佃 紋が多 くならざるを待ない｡ところが

水がよくないと出F,れないという制約があり､水の電い時は､成羽まで荷の.'3-4害IJを陸路で

選び､成羽で全部を熟みこんで-Fるとい うような方蔭をとることもあったOでは､一年にどれ

仕出解するのであろうか､水と僻に怒まれていも年はか りはないか､玉島までのコースを主と
しているもので､年平均 14-17回の往'復で､耶由まで足をのはすことが1-3同ぐらい､

大多挙呼)船頭がこれに揖するOこれに対し､凶日までのコースを主とする卦ま､年平均 12-
14同の往復､玉島までで引き帰すことは､年に2-4回に過ぎない〇四単のコースを往来す

る省け､荷をさはいて来るとい う者が多 く､ある斗き虻の資力 と菜船技術､度胸とい うものが夢

求されるので､このコースを専門とする音の放け､そう多 くなかったo

以上より考えてみると､舶壕i･している裏 .olさしけ.農業で主食 (わずかの半､きび､あ

わ等の雑穀数 )と副食を侍.船錬{･､現金収入をtiTあとい う生活であったらしい｡船接は男の

仕事であり､女が曲菜を受け特つことになるoT度､世の中輪のようにどちらが欠けても生活

け田鹿 となるのである｡これらの家々が､押掛 こどの軽度依存していたかけ､渇水よりも一洪

7帰 .恐れていたことでよくわかるOつまり､齢が流失 した り･こわれたりすると､たちまち生

盾に追われる-jurなるためIC-あるO

さて､当時の自治自足的生活で､現金収入の必夢先の低いこの地域では､この船嫁の債金で､

十分とけいかないまでも､かなf)の生掛 ナ送れf:t･Jr{･あるoこれは､如4園からでも許みと

れることであるo

Lかし､現架には､かなり貧しい生柄か常か l･ていたF-･しいOなぜだろうか8それは､次の

ような原因による｡解線の替 りに零する労力け､口ではあらわせないほど､はけ しいも･のであ

1たようだO更に.家に帰れば.女手に(･T負えないf++か蘇 っているというきびしい生卵 甘争

がfJ･されていたのであるoこのはけしい労糾 こ雷lt71った男連れ ､やすための娯琴などけ､皆

無といってよく､楽しみとてげ.かすかに､正月と年∠同の祭りp-のものであ った｡

このような状況の1てけ､いかなる滞T)か行‡,れるようになるのであろうか｡あげられるも

のとしてけ､港町での女鞘'(F..飲み. i(い.そしてばくちかあるo好都合なことに､川の⊥まで

は役人のF.Pもととかれという好条件にめ ぐまれている｡これが､はくちを流行させ､生活を苦

しいものとする尿国なのである0

4.秘 荷

っぎに､現術中町の村々から､または成羽JHの上紙地域から･前瀬舟にのってどのような産

物が耕下されたのであろうかo

江戸時代にH､舟の敏も少なく.年貫米 ･bL一人同等か しなu送品であったoこれらの称荷

は､舶耕定法の細かい規則に制約されて和み 下一九''のであるO

では､舟の数も増し､払船制糾 まじめ.他のも･初のなくfLった明治EJ=入ると､耕荷はどのよ
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うに変化 したであろうか｡

第十三表 徴 羊.れた硫荷の聯 ‡ (qi位 石 )

き材木 iたばこE- はこ ヒキガラ 栄 鉦､石

I ′ ′

(船頭経扱者よりの附き取 り)

第十四衷這荘れた幻狩の践奴
い とう 了 クスい巴料 発慣所望塾歩
i .2

(船頭経扱者よりの聞き取り)

上図は､現存される船頭経扱者が評んだことのある凍荷の機構を示すもので.下りの解合は

ほとんど炭とまきであり.竪 りの場合は.たいていかカラであるか､たまにわずかの塩 ･さと

うという生活必需品を8-･tJ,んで触るOとい うのか音通であった｡江戸松代に くらべて米､鉄の輸

送が見られなくなっているのは.道路に於ける交通の確連と.鉱山の開発か大きく彫抑 してい

るものと思われる｡ しかし､術中は.雑軌 鮪中葉 (タノミコ)､こんにゃく.あいはご.うる

L等の産地として有名であったにもかかわらず､これらの産物を運んだ経扱者の少ないのま.ど

うしたことであろうか｡

敷島の赤木四平氏宅に明治 26年 10月14日の大洪水による流出物の盟軒があ り､それに

よると､高瀬舟 4敗 あいはご 350箕 大安 20石

穀物短 日小豆 5石 亀油 8石 2斗 軸 力ス 40丁

東租 :i:∠石 4斗 ふくり1う(松a)恥の油 O､コ7rで熊方轟に下灘剤 として用いら

れ る〕 500貢

舘が舵失している｡その敏掛 寸農大fJ:ものである｡さらに､壬申戸籍かみると､当時､赤木寮

所持宅V=二世帯の船架渡世寮か住んでおり､彼韓は.常芹乱 ､の船頭であったことが知られる｡

赤木家は､酒屋 (PJl治5年他姓南150石 )杏(･iじめとして噛油敷造､蔵相赦 .煙草製造 (銘

きつね)､艦輩臥 叔軌 薪炭取払 金敵失専政 々な閲見､簡帯をやっており.当地城では屈

指の班本家であった｡

以上より考えてみると､たばこ･維新､こんにゃく､あいはご寺の商品作物如ユじめ､炭､

すき･ふくりlう等.産物のほとんどのものの大部分が魚島の赤木家関節および下田原､井川

惣別科 こヰー存在した関原に持ちこまれたのではないかと思われる｡そして･これらを手持の船

で､常軒いの邪飛.水主連に苅削ませたのではないかと考 えられる｡

これが･つい川向うの長尾郡常の船珊達が泡んだ執荷の肋 の少なかった原因であ･-.節P_Ll

妾のような結果となった勝岡であ/lう･とJさ.J･わかるo一方､炭 ･まきは生産冊力攻 であ り間転
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だけでは恥 ､きれなか1たのであろうO当時のL:'は､駿と雷っても白い炭で､白炭と呼ばれる

もので･現在o)ような恩炊け､この地方でけナ正も斉Aflになってから掛かれる1うになったも

のである｡自供のカマけ小さく､その吸u二も黒,tk･- くr-ベて大いに興っており､現代で!･1前節
品として出荷されており存輔4､少なく､｢椴の人 ･-･の眼にふれることはめったEr=fJ-い.

この日炭から･生産能率の恥 ､黒炭に切 り変え仁れた ということは､おそまきながらも生産

地として市場への群棲的な奉加かなされナ･ものと1-.ぇよう｡この炭の運搬が高瀬舟に1るもの

であること･これが観十三蓑の炭の旺倒的に多い一段印であろう｡

この頃の劇,ま､1俵 llfTという大きなもので､水食にもよるか.大体10()俵～120俵

目方にすると1'000H～1200耳の荷を熟んで下っていた.これからでも､このような山

胤地では船の大きさとい うものが育輿的llもO-として懸じら九たたろうことがわかる｡

現存される船頭払扱者の人嶺か群下した荷U)ほとんどを占める炭の耕下しの触子は､次のよ

うな4､のであった｡

山で焼かれた炭は､人の背､牛馬の背によって田山.惣臥 井川附近に妹めrlかる｡ここに

A,.t尿閉犀と呼ばれるものか四 ･五軒あ-jJ,∩ (大門良.徳田星､山枚鹿､etc )｡今も巌号

か穀 って1,,-り射手などより広 く流用されている｡ 屯等ははとんとか広大なLLJ林を所有しており､

炭も自分のLLJの木を掛か+i･た4､の.山の禾のみかtって､それを炭に蝶かせたもの淡･#･の持っ

て来たもの孝′買ったものの三郎Im炭かあり､軒Tや材齢にF;)'く軌みあげ.水を待 って手持の船､

扉いの船で､どんどんf.Y下したのである0

㍍も､はは炭と同根であったhLいが.今の 1う†Yすlこしたものではなく､バラで和下して

いた_｡売態d)仕71ヰ､十1LJIか.ffきていくh Jく､.いた寸のてい くF-･又は一本い くら､とい

う尿iで､Iflf･さも一尺7L.T寸と決-,ていたOすくすけホ;,,I_む手放が大変fT上､柄按も苦く､解一杯

I/=和まないと将罪かとれffいので､よけど水のJlt魅d)BLい喝･か､仲の高い時か佃に苗がたいよ

うな爆以外Fーほ､敬媒さかてt,+ _O

これに対し.潜りO-)和布r-けどうであった7,'L･｡拝十llLJ演かF,見ると.増.さとうJJL､う生活

必';i.1=品がほとんどで､他に楓CLr7しきものはtTlhかffいOコークス.発筋所の機械額け､明治

末勅かF､現わナlた粁荷で(Iyli7､一時的なもL7)に鵡iilr-かっか0堀に しても､1:りの場合の･1叫

かP,よくもんでこ割符鮭 V)卓､ので､それもいつ(和んで･l:,17､というJ-1な く､カラの方が多か

ったC解の中にあるものけ､ r=l常用晶自解の1/tへ√r々7たヰので､たま:･-,店で髄まれた品物か

封って帰る以外vrは､jr･_月のJLyL言..I:晶のブリ､ノ､マ q lJ. コ7'. ミカン笹も自給月1位のものしか

Tie-,てこず､什入れて来て､締軒をするよう/L.-frli)い7L-か ったという｡

これは､登りか､1-f)の 】0倍目上('､労ナJd必寧 七十7..ということ､叉､資本､脚帯力の乏 し

い日給自足的な生柄か似内であろう.

架さい､AJ河i､水主にとっては､船だけヰ･TJきあけ/i,O-てi.'f一杯てLt'り､品物か称めは似非

あた りかF'､史に一人の水主不′W,わ1-1はflらf.･かっ･た｡又伊りに､品物ろ′仕入れて来ても､さ
ばけず､相かするのがさ;I-,であったo
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したがって､市郎舟交召削才片側交前的な商品嫌禰しかできfi･か･,たといえるであ7_,う｡いわば

｢下り旦那の.守り乞食 ｣という言草に､すべてがぴったり表わされているように思えるO

結 論 l

以上 みて来たように.市筋舟輸送､安燕が陸路の開発されていなかった時代に果した役割は･

計りしれないものかある.

しかし.継船制.定法等に制約されていた江戸時代から､道路の開発とそれにともなう交通機

齢の発達､更には鉄道敷設によって姿を消すにいたるまで､船の型､大きさ､桝進にほとんど変

化かみられなかったという点は､帯漁舟輸送の限界､即ち

0水丑に左右される交涌､櫛送であった串
○ 川路 (船路 )の鮭鮪がなされないと､通船不可能となる串

○ 替 りの苦しさ､つらさ l

を如勘こ示している｡

東城までの通船か数年にして止んだ例は､攻もよくこの限界i,示すものであり､家城の鉄も､

っ妄言慧 器 誌 岩 窟 誌 冨nTJn認 諾 票珊 otI"･きようロ

il1
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オ六節 天飯の年貢米輸j蓋

亡研究方法J

茸科として.r川上郡誌｣.吉田良一著｢東廻海運及び西担海運の研究｣.玉島国事虎編｢玉
島変遷史｣.藤沢晋氏｢近世初期湊町における問屋擬の形鼠過程｣(瀬戸内海研究第三号)､同
氏｢近姓後期.#商人の仲間線と姓村による対抗｣(史学研究第51号).等を用い､現地に行っ

ては.,-fS.島､井川.惣臥 田風 面LU.等の各地に ける高瀬船の党風 及び年貢米輸送の間免

に鵬しての調査を行ったo調査第-El目は.高見梅一郎氏に麻甲町全般について開き.第二日目

は､14オの時から高瀬船に乗っn ､た向井啓太郎氏と.これまた16オから高瀬船に乗り当年81

オになる宮崎仁作氏や､其の他の人々に面痩して聞きとりを行なった｡

Ⅰ 年貢米の輸送路と方法

(1)年貢米の輸送路

今日の陸上交通発達以軌 倫甲国の年冥米はどの様な輸送路を通 って倫遺されたのであろ

うか｡

年貢米輸送は松山川(硯 高梁川)に尭遠いと高瀬船により､黒息 井JlL想田等の各船

着場から荷横され､高梁川を下り叔初は玉島卓へ送り出され.ここから西廻廻船に疎替えら

れ大阪､江戸へと巡ばれて.'ラったOところでこの大阪.江戸方面へ向う西迫廻船の発遠は一

鉢何時頃からおこなわれ始めたかを見ると､大阪市史によれは.

従北国大阪之米税蹄船.廻り初めは､寛永年甲に.今之加賀守棟より御米初也｡大坂滝屋

こあんえ御頼み竣成､此こあんより兵庫にて渡捧取支配之俵､前々より念比故､兵庫西遊

彦太郎之顧み来り､渡海取り支配被数億o井蒔兵屈波速大給右横之船より大きは無御座候｡

加賀国船二百五拾石より三百石之脚こて初一方石廻り､三年之間参り､其後三年甲絶仕候

云 O々

又稚狭考巻七にも西廻知遇の超痕について北国の船昔-長門まても行事なく.敦賀､小浜

にのみ来りLに､近年段々大船をつくり.虐上風波IJ段嫌を得て.長門に限らす.江戸九

州へも行動こなりて､敦賀小浜の人件すくなし｡三四十年来-小船にても長門せ戸うちを

過て大坂まても行なり｡明暦年甲大坂の^担国掠行して越後回新発田の辺にゆき､米の価

の頗しきに驚き.大坂に帰り舟行を企て､米を大坂に入静せしむるさ始まりたり.新発田

港口家の臣鎚田氏蘇りLとて.長井某経られりき0月原氏諸国廻りにい-るノ､.二十四五

年以来加賀米敦賀-来らす､大坂へゆくとありO敵するに比等-元練初年の作なりOされ

-二十四五年前-高治冗文年間にあたりて､窪田氏の物語に蕗へりO

とのべている.これらの史料により酋担廻船は又永初期に始まった解か明らかにされるoそ

して元船秩湊は延草三年までは玉島湊で行なわれていたのであるが.寛俣三年代官川田玄者

が笠岡に在降した為､延草三年から笠岡湊に握り､ここ-年貢米は送られたoLかしこの笠

岡湊商人の収奪､又代官所が倉敷に移Y)､再び玉島葵で硬立が行なわれる棟になったので玉
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晶へ送られたのである｡

(2)年貢米の絵送方法

鮎甲国における幕領の約3割に当る阿賀.JILヒ両部の24ケ村で約める年貢米は 当時唯

-の輸送梯関であった高潮船による輸送が行なわれたのであるo

平川方面で収納された年貢米は惣田の結審場へ遥はれ.又西山方面で収納された年貢米は

矢田方面に主に出された｡そのため.年貢米は般若湯の常夜に高くそびえている写実⊂18コ

に示す様な林山と.陰地山とのLUあいの急な山道を人の背､或は属の背に疎んで遊び出され

た｡そしてこの船斎場までの遥澱は.人の背による場合には一俵､馬の背に杭んで送ぷ場合

にはおよそ二俵の米が遥び出されb ｢平川まで五十町市場｣と云う言兼があるように､かつ

てはこの山道も炭､板.米等の物資の運搬が盛んであり､にぎやかな鶴道であ ったoそして

この道から遥び出された物架け等克巳9コに示した井川の胎潜場から笠岡湊.或は玉島喪へ

と高瀬船に積まれて梅遺されてい ったo

Ⅱ 天保の川上 阿穿i24ケ打の年訂米臨這対策

(1)析啓宙笠岡での港商人の搾取

年貢米輸送上地理的に恵まれぬ虚山村であったから､次第に加わる弐淫的収三取こ加えて､

全国的にわた .,て起 った天保の飢鉦による経済的窮迫TIともに､何んとかして村の経済をた

てなおそうとする晦 ここに彼等をLて新らしい良民遥EaL.こ目ざめさせ.当時年貢米輸送途

上での目にあまる笠岡湛商人の中間搾取に対し.面詰Lてこれを排除する.いわゆる玉島港

への港啓へ凝血となるのである｡

さて､それでは笠岡港での塀薄の状態は一体どの様なものであ｡I/_かを見ると､まず元船

肺 における港入用を笠岡港と玉島港の両港の間で比較すねは､第15表に示す ごとくであ

る｡第15蓑から明らかなように両港入用を差引いてみると､笠岡港の方が年貢米1石につ

いて.iBl匁5分8度多くかかる.もちろん玉島から笠岡迄の運甥が1分含まれているもの

の､笠間港商人の稜が玉島港商人の場合にくらべ取りすぎであり､明らかに依分の収奪的性

柏があらわれている｡

毎年阿賀.川上両部の天領から納める年貢米は､およそ3千石であるから､岩局銀4貫余

りもが年々余計な受用として取られているのであるO

又廼米の仕事に際しても元船を長く待たせる軌 まできず､とい,て良質の米を早急に買い

調えるという如 よ笠岡では軸籍であった｡これに白をつけた笠岡程の商人は､仕奮凌作にそ

なえて､彼等はあらかじめ多立に米を'riい集めておいて､仕審期日が切迫し良民遠があせり

を見せはじめた頃を見はから,て､その時に莫大な高い値で売りつけたoLかも阿賀､川上

両諏ことって多くの村 か々この仕春を必要としたため､その丑はおよそ千石にも謹L.この

仕盲操作の為にも英六な異相を使わざるをえず､ますます良民を昔掛こ追いやったのであるO

(2) 玉島へ港春と遁箸蔵所建設

笠岡港商人の仲間棟の烈しい収奪的佳椙及び､地理的にいって高梁川河口の玉島迄淑 31･れ

た年貢米が再び玉島から笠岡港Fで遥ほれねはならぬという悪条件､又港それ自体に朗しても
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干拓工事等に

よって水深等

改良された玉

島砧の方が有

利であり､又

天保9年から

代官所が倉敷

になり､年貢

米榎立てにつ

いて色々な連

絡が必妾であ

第 15表

･域敦貿米代 但一升代

･仲 佐 賀

･戒出入Ji1-

･下直シ之節仲僅風 此分下札ヲ

以中上演者;･ii上棟廻候二仇 沢

芋多分出来下直シ之分

･俵 代

･縄 代

･玉島笠間迄運賃仲使上乗醍共､

銀一匁 分六度 銀一匁 五厘

伺 七分五度 同 七分

間 一分 同 八度

同 二分五度

同 三分 同 二分五度 真

岡 二分五度 二分三屋 f

此分玉島へ港審=･俄 侯者叔灰分.同一匁

二∴ ∵

うという執ま

計 三匁九分一厘 二匁三分三屋 i

非常に不蛭である｡又仕昏米-読j遠に朗Lても､

某所こおいて買調候二不及.村方出船いたし.当El-茂玉昆療江着相武侠解放-.仕音米之

分者遮甲松LU成羽其外何方こおゐても栂鼠 碇柄雅男調出来いたし候こけ日日･･少も不益

奴乙｡

といい.玉島であれは笠岡で行なわれている仲間傍による収束も行なわれず.自由に仕蕃米

を手に入れる撃が出来る｡以上のような理由により笠岡港から玉島港への港春原いか出され.

直ちに幕府から下知を得て､天保9年匿頼米から玉島港に永い〔横立てが行なわれたのであるo

LかLfJ:がら.'ここに到ってようやく戯望かかなえられたと思っていた阿東､川上南都に大

きな問題が直面して来た｡というのは今迄阿見 川上両部からの毎年の年貢米輸送の放立て

を行い､そこから収奪的な行為をも含めて入ってくる収益は､笠岡港商人にとって大きいも

のであった｡そこで笠岡港商人の代蓑着色用藍は､ ｢助戒二相舘及療簾｣の故障を申し出たo

こ)叫こ対して幕府では双方共に良く話し合いを行なえという命令を下したOがしかし相継ぐ

飢組′こよる軽群貧昂から､両郡の朽々では臣下調女帝という｢念のもとに窺いu毒力を穐 誰

何からの黙放せよとの命もうけつけず玉島攻立てを固守しようとしたo笠岡蕗麗人は再三の

申し立てを行い､ついに萩府は港否の下知をひ.,こめて､三年間の暫定措置に切放え､｢三

ヶ年甲笠岡玉島両湊においてBri-三相試｣という軒になった.ここに到って阿賀.川上両郡の

盟民は一増索刀な用語をもち､その先風こ川上･｡16千川村の庄屋､平川軸七郎が立ち､この暫

近親聞甲一村たりとも笠岡商人の事をわずらわす串の無きよう町々を統糾し､又彼硝七郎は.

天保11年7月廻米に税して笠岡港商人のみならず.玉島商人の事すら過さず.自 らの 刀

でもって元始硬膏を行う雷を決意し､白坪をもって両部の直営蔵所建設に着手し､3年後の

決定を有利に導く為.自己のあらゆる頓挫を払って直営戒所橿設に歩を進めたo そしてこの
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載所か蔵元役として彼自身がなり､湊商人からの収奪から一切のがれ最鷹頚の元凍枕立入用

を目ざし.

-.蔵敦貿米之騒音. 宅石二 村宅升弐合二而引受､瀬取運旗其他御前立之節入用鞘七郎

引請.御組合江相懸ケ申間数軌

-.後々年蔵所修穣入用者勿論.今般銀子操替既候共､定之通蔵敷米請取候上着､差引過

不二不軌 御組合江御役介二懸糾問政弘 (阿賀JlLt両郡米蔵奥立為取替議定育)
とし 入用銀12賞を借り.その支弁は戒所建設入用の利銀1第2盲匁を払って尚残るlAp

150匁で敷地小作料や諸入用を払っても､多少元銀払入れが出来.およそ20ヶ年で元利

も払えると見込んでいたoLかしなから珊七郎の考えも.戒所建設後では大分臭っていたo

というのは蔵所建設の入用銀が30貰556匁4分にもなり.この多額の建武実により第1

歩から経済的に難行した0

滴七郎に継いで蔵元勤務を行った川上郡甲野村庄屋.仁右衛門はこの任につくや私腹をこ

やし.収奪した財で表替な生活を送った｡こうした相継ぐ不安､不満に対し阿賀郡では動揺

しはじめていた｡

一方笠岡港商人も天保12年以降は､仲間執こよる収奪行為をつつしんだ｡そして笠岡港

で元船項立をどうしてもやりたいと考え.阿賀署W_)村 に々析立の交渉を行い.玉鼠 笠岡両

港賄年額立という容を東認させたのである｡

(3) 旧平川村庄屋の普斗

既にのべたごとく.天保の相継ぐ飢凪 及び港商人の不当なる鞄 こ苦しんだ阿乳 川上

両君め 村々では.白村救済の対策として.まず人為的に排除し得る湊商人の収奪からのがれ
る為村 が々団結し この間組に当ったOこうした村 の々先独者となったのが平川村の庄屋爾

七郎であった｡

古来より弱体であった島民が彼の統制の下に初て 団荒し､幕府を甲に入れて彼等の申し

立てを行った｡そこには当然軸七郎にとっても白からの蟻性をかえり見ずに統率して行かね

はならなかった｡例えは､笠岡港商人の収奪からのがれる為の玉島港への港啓に関する間勉

に池 巧もL直営栽所畢殻という思い切った考えを打ち出し.それを実現せんが為に近隣にrid

こえた家産を煩け.直営戒所完蚊のあかつきには思いもよらぬ多額の受用に彼の全財産を投

じ.村 の々政吉削こ努力したoそして彼靖七郎の家がこの為に破産するにでになっている.し

かしながらなお村 を々先秘し.川上瓢甲野村庄屋､仁右衛門の蔵元勤務による収奪の行為

に不安と不満を抱く塊民をおさえ､下知折が三年間の期限をもって暫定靖蝕･こきりかえられ

たこの3年臥 -転相の笠岡港商人による梗立を行なわせなかったo同じ膏境の甲に居りな

がら.自村の為にと･つくしたこの献身的努力は､唯単に的･賀.川上両軸ことってだけではな

く.全国虚民の日ざめの契機となり.天保12年8月には矢作天領の年貢米輸送上､笠岡の

場合と同校に搾取を続けた旭川河口の福島港での辞入用銃猟等以後各地で起る新曲民運動の

刺激となった｡

しかしながら彼の努力もむなしく結果は.彼の最初に願っていた直営蔵所経営も半減し､

玉臥 笠岡両湊における牌年鎌立という軌こなったのである｡
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第 三 章 救荒作物の残存する高原作物

オー節 畑作放牧 の高原農村 と しての備 中町

巨視的にみれば吉備高原は典型的畑作地帯であるといってよかろう｡しかし細 くみると書備前原
地 い

にもいくっかの′｣､盆地があり水田地帯がある｡大坂盆地 ･竹荘盆地 ･三山盆地などほそれで､この

ような盆地は商風上の断層盆地であるoこれらの盆地はおそくまで潮が残っていたが､それが排水

されて莫田化したもので､今 日といえども数米も性九はビー-トが出るようにウエットな水田卓越地

帯となっている｡

かかる盆地と全く対照的なのがカルス ト台地である｡石灰岩地帯では地表水が流れずしたがって

ドライであるo首蕪村はその典例であるO本領において布原農村として富家村を多く取挙げている

のはこのような位慌づけのゆえであるO

きびlい自然と苛酷な社会のもとで､生き延びてい くために救荒作物の生産に主力か注がれたこ

とはいうまでもないが､煙草と藍薬粉は早くから如民の形】で･作られ､これを近郷の市場集落に売り

に行って盆と8の節季私を済ませたのである｡うるし鼓 ･航すきのごときはげしい労働の上にのみ

成立する伝統的手工業が今なお叫腹位家に凍っているのけ､船中町のおかれている社会鮭済約位牡

づけを物語るものといえよう.

先進地では新しい作物がつぎっぎと番人し､古い作物をは僻遠の地におしやり､古いものを残さ

ないが､後の僻遠の地では先進地ではもはやみられなくなった作物が､隆盛を梼めるものであるo

藍栽培中心地が′j､田洩口君阿､ら川上郡-と移動したのはこの好例であるO

芋･雑穀の穀存率の高さ､ことにアワ､キどなと救荒作物の高率残存度はこの他の特色である｡

工芸作物藍は滅び相星も昔物語になっている｡和叔 ･うるし横など日本的実しさをつくり出す伝統

的工芸は細Jzとなお命脈を保 って､新見庄史料こでてくる漆の記番や京洛で重用された大高触鮎の

昔を偲ぶよすがとなるO栄枯盛衰は世の習､工薫作物は瀬も陣春のはげしい作物であるo高原農村

を臥解した発案号掛ま､その盛行横を現勢雨重科の数字カ'i女峡 に物語っているが今はその姿はみえな

い｡桑を完TqlJ:きまでにこの前原から払透したタJ:コこそコソこャクとともに興隆作物の代表であ

る.メ/:コは古くて新しい工芸作物､コソニャクに新しい=著作物である｡匡懐的価格支持のある

タバコ､値段の高低差のはげしいコソニャク.この二つは奇術高原の代表的工芸作物となっているo

それはいかなる土性､どのような階層によって安井されるかo
こIやまうし こうや丸 ､ち さじき

備中町一帯は高山牛の名で知られた名牛地帯である｡高山市の蛮商桟敷星の宣伝宜しきをえて帯
こ5t吐しも

山牛は天下にその名を知られ､そのために布山市は明治初葉私畜場静牡をめぐって千里と装ったほ

どである｡古い形の放牧併行､典型的放牧柵の軌 コ､村落共同体規制として強く働き､畑作地だ

鞍 ､放牧o)村として水田地帯とは異なった生倍大f'をfTち切てているoこれは土地に対すろ詩仙 こ

もあらわれ､畑地中心の考え方.畑作物を中心とする島村生括齢 Lが出来ていたO

この地帯の輿落型態は､集落地理学研究の停靴 に剛 -られている散村･森村のカテゴ.)-をも
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ってしては分析不十分であるoW811erないしloekel'e Haufend-orfなる述語を以てす

るがふさわしい地域である｡

筋麻 ･畑作･放牧の生活系は平地 ･かんがい用水 ･水田の生活系とは著しく異ったものがあるの

ではなかろうか｡

商山牛の名で知られたこの地域は.牛小作の点では日本煉指の地域である｡伝統的和牛飼苛に乳

牛が番人されつ あゝる｡乳牛はまたク/てコをも臥逐しようとしている. トラクタ-もまた市原の狭

い畑地でうなりをたてているO経済的効果が気になった壬者は土地の人に萄ねてみると､離村しよ

うとする若い者を引き止めるた掛こは嫁とオ1-トノミイとトラクタ1-であるとの答であった0-度は

伝統的生活を否定しようとした青年も､かくて､生活虚鞍の中に投げこまれ､傾斜地を耕やし､労

働塊約的な良筆を緑超して行くのであるO

備中町の農業は高原と谷俄では若干の差掛 まありながら日本の畑地殿村､放牧高原の村としての

特色をいかんなく発梯しているo

中国山地は蝿か少く水田と放牧の村であり､外帯の四国山地は畑作の村である.苦節高原はまた

典型的畑作高原である｡しかし僻沖 ･満水の国境付近は鞍商がたかく､放牧山村的性格が色漉 く加
仙 主 こうやま

味された仙l作地帯である｡神石牛 ･高山牛など名牛のはまれたかき牛の出るのはそのためである｡

備中町の究明は中国山村研究への手掛 りもえられるであろk).

オ二 節 い も ･雑穀 の残 存 形態 と良民 の食生 活

研 究 方 法 l

(1)番 前 準 備

統計としては｢日本良筆発達史｣の 10巻より明治 10年の農産表､県庁統計譲で｢岡山県

統計年報 ｣の年次別､郡市別の統計､出林省剛山統計籾 所作況取で旧村別作付状況を調べた.

開査作物について｢良案全雷｣(宮崎安貞)I ｢社会民俗事典｣､｢日本の封建制｣(タカク

ラ･テル著 )で桐べたO嗣査後であるが｢村の解造｣(近藤康男著 )､｢吉備郷土食｣(桂又

三郎著).｢山村の生活の研究｣(柳田国男桶)､｢山村の柵造｣(古島敏雄著)を読んだ｡

12) 足 ど り (写其 21)

*J'-El目は村況説明､静二日目は卒論｢近世山村の桝造｣を読む､現勢調査簿を写す0

第三日目は布賀の切絵図を写し市電の良家を訪問する｡第四日目は布顎の良家を訪問し夏作の

作付状況､鍵兼経営の方針を聞くo夜改良普及所大塚氏を訪ね指導方針､農業改良について意

見を附く0第五日目は役場で昭和26年の｢農薬基本調査｣を写すC

高梁よ')バスで1時間半､成羽川ぞいに西に進み吉備高原にさしかかると私達の身辺の平地には

ほとんど見ろことの出来ない7ワ･キビ･ソノミO-,旭れ点々と統き高原の畑作の姿を｢里に見わた

すことが出来るoそれと同時に古い時代の拙作の村の残存をありありと目のあたりに見せつけら

れ､私達の祖先のいぶきがこれらの作物の中に吹き込まれているような懐古の解にさそわれ､艦

史を紐とく一つの糸口として私達の前に投げかけてくれているようですC
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いも･残掛 ま災軒につよく､救荒作物的役印を架したた払 自然条件の悪い高原では後まで広 く

作られたo(毒
草頬 (甘指 ･

村一畑作の村一一の農業の一つ の席色として雑穀 (業 ･ソ′く･キビ･ヒエ)､

)がどの様な作付の変速をたどったカを時ft:の艶済的常軌 商品作物との粥係

から考え､史にこれらの作物がこの他の生括ととの 日 に結びついているか併せて考えてみたい.

この地方は現在なお他の地方に比べると雑軌 芋と生病との馳係は深いと賢えようOそこで畑作に

依存度の糾 ､旧富家村を中心に考えて行きたい｡まず現在の富家村の鹿妻の轍夢を知ることによっ

て現在のこの村L,=放ける確執 芋の位艦付けをし､史には過去の村の垂の復元の石碑としたい｡

[ 旧貴家村の嬢業の枕要

旧富家村は山頂平坦面の畑地 (第1図)と谷間の水田(第2岡)とに分けられ耕地串は1:i車

である071(田率は:16.3多で術中町象-の畑作地軸であ

るo (第1妻〕良家は473世辞中345批帝で73年

である｡ (:il年市Pl村勢帝覧 〕起草別人ロではi<芸従

事者が 76帝を占めているO (25年国勢F.1萱)

農業生産者頁は産業生産額の70帝を占め､産其別所特鯛

では52解である｡

第L蓑
水 田 率

村 71!EB寧

吉 家

平 川

そのうち70如ま煙草による収入であるo就業人.,｢人 ｣ 溶 野 - ∫20

当})a)所樽は4,7_i-4千円で県平均の約半分にあたり放薬 賛料 :31年村戦野態より作成

収入は一粒帯10万円である｡耕地面秋子一戸平頻6.5反で内訳は水田が2.5反.畑か4反であ

るo (第2蓑 ･第13蓑)姓営蘭軌別には第2薮の凍り5反- 1町に50解集中しておF)､特空す

べきは5反未満が40飾強を占めることと､1町以上がわずか 10%弱であることである.

第2蓑 経 営 面 凝 別 段 家 款

3反未満 (3反～5反
5反.-1町

l3" 上 《 /拷 go lj雪./6,亨l

静 野 539 的 ://.9 71,/3//Ji3;

第3表 稲 作 面 耕 広 狭 別 姓 薪 敬

1町-1町 1.5町-2PT

31年村勢常鷲より作成

＼ ､ 桓 頭米作l九 ､もql l反兼帯 I1反-.1可 3反 - 5反 5反-1町 ･町以上 冨

有 家 3g? %l % - ,J ･ 骨 管1 04E34t

54:/19 4Egl/13 /占′一tP/.4E/′4E193 /.21 3/

57 /aJ 33: 占.a /1占 31A /A/118g /∫4E'17占J.23939

資料 :26年典発毛都民麦より作成
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現在旧雷家村に於て自給生活の為には水田が･1反.畑が5-6反必夢である(聞込み)｡更に水

田の所有状態は第3裏の通り農家の14刺す水田を所有しておらず 1反-3反に41･4年とt='-

クかある.いずれも天水による碓激であり.準平原上の無縦谷のため排水が悪く一毛作田である｡

しかも布賀地区では柚晩用水が不足するので畑地を水田にかえることは出来ない状態であるO

向､享臥 中郷部落の水稲生産高は完全昧有米の40かこすぎず､供出可能農家はなく受配典家が

56車である｡野呂の集村の典型的な特色であるが､有家村全体についても大きな差はないであ

ろう｡専菓兼業別は第4表であり､専業農家が22車であるのは備中町最低である｡兼業では賃

労兼襲 (山人夫 ･季節罷)が商い率をしめている0

第 4蓑 専 業 森 菜 別 農 家 数

世帯数 農 家 数 野 嘗 # #

有 家 4E73 34'_ー ¢7 7ぐ i22 2 7/ %7g

平 川 _ー3 CE∫∫ gi 14'A 54 I.207 l iE占 .- TlgJ i.2

深料 ::il年村努要覧

以上のように極めて零細な農業経営であり主体は畑作であるO従って畑作は生活の為の不可欠の

生産部面と言えよう02毛作臥 3毛作田と集約的 .多角的鼻梁ではあるが労働生産性は極めて

低い山村なのであるo盤然と手入された畑､｢もし手放なすなら田から｣という現地の人の話し

にも畑作に生きる村の姿かうかがえる｡では現在の旧古家村の雑穀､芋の栽培状態はどうであろ

うか○

止 旧富家村のいも.雑穀の栽培の現状 t

現在岡山県に於ける雑穀 .芋の栽培は川上郡.小田郡 ･浅口郡に多い｡いも.雑穀の多いのは

畑作虚業地帯のうちでも後進地域､生活水呼の低い地域の農薬紫綬とされている.中でも川上郡

は雑掛こかけては他の郡市なひきけなし､なおも雑穀王国の体面を維持しているo

(剛山県統計年報参考)

富家村の作付の状況は爺5蓑であり.作付面瀬別には大豆 .小豆 ･甘砧･馬鈴拳 ･ソバ.ァヮ

(-)粕であり､一戸平均1･7反の栽培である｡大豆 ･小豆が1.7反のうち0.9反と大半を占めてお

資料 :32年統計事務局資料より作成
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り､雑穀､芋の中では最も商品価値もあり､自給生活の立場からも欠くことの出来ない作物であ

る｡しかし現在では一部の販売を除いては自給にあてられている｡販売の方法は自家消勢以外が

あれは保有米のたりない鹿家では米と物々交換Iこつかわれることが多く収丑の3-4苦りはこの為

に使われている(聞込み)Oでは雑執 事がよ作の中でどの様な位置を占めるであろうか｡布裸

地区の3戸を任意抽出した結果は畑地の2郁弱が錐扱･芋にあてられている｡しかし前述の一戸

平均畑が4反であり､これらの作物が1.7反であることから40車載を占めることになる.しか

し現在農業経営が畑作農業から煎是への過渡期であh､年次､栽培面鎖が減少しているのは確か

であるが､なお現在全体的にはL10-40串を占めているであろう｡次に収入面ではどうであろ
うかo臨時畜産七'/サスの結果表では農産価努の順位では雑穀､芋は4位であるが､農業収入の

70多を占める煙草を考えると.間掛こなF,ない｡蛭料は古いが26年の鹿某基本調査の鼻葉収
入別轍 のうち収入の4割以上を轍 や芋で占める農呆けない.従って収入の上からほ全く間牌

にされず､もっはら自給の為の作物と言えよう｡その意味からも全体的に栽培に対する意欲はみ

られず､習慣的なものが強く支配している感じである026年の盛業基本調査を分析してみると.

各作物の農家戸数に対する栽培農家数は.豹6蓑であり､その順序はサツマイモ･ジャガイモ･

大豆 ･7ワ･小豆 ･ソノて.キビである｡

第 6衷 栽 培 鼓 套 *･ '

甘 藷 馬鈴薯 大 豆 小 言 ア ワ キ ビ ソ

資料 :26年農業甚本訴査より作成

更に階層的にみるならば.サツマイモ･ジャガイモは全く区別はみられないが､ソバ ･キビ･ア

ワは煙草耕作の多い層に於いて高率をしめし.5反■兼帯､1.5町以上では低い串を示している｡

畑作に於ける夏作と冬作の土地科用の関係は約7よの講りである｡旧有家村に於いては畑作が表

作であり.冬作が襲作の関係にあると亨身ようp 弔7表

取こ作物の適地性､生悟のJR墳 度から考えるな

らは､現在煙草の後作は白兵7町､ソバ4町5

反であるが自盛が価格変動が激しく運債に多軒

を夢するに比べて､ソノミは8月中旬に描き70

日～75日で収嘩出来る上に､商品価伸も布く

施肥も手簡もいらず､加えて如原地方の秋の涼

気が典って来るところのソJ,'が葉味しいことは

雑軌 いもの中{･ほ大豆 ･′J､豆に次いであげp-,

れる作物と貰えよう.しかし現在では炉草耕作

から酪穀 へと切り換えられており.必然的に碑

冬 作 夏 作
∫ ~1｢



少をたどっている｡大豆は栄養価が布く｢畑の肉｣として山村に於いては欠くことの出来ない
生白質の補給源である｡生産丑の大半は味噌や豆麻の自家製造に使悶されるoこれも液近の傾

向として大きく減少している｡小豆はソバと同株冷涼地物が晶貨がよく､雑穀 ･いもの中では

娘も商品価値の高いものである｡更にこの地峡が緋を食べる機会の多いことも含めて考えられ

る｡他の作物の減少に比べ唯一つ増加をたどっており注目すべきである｡以上がだいたいの現

状である｡では自然的にも地理的に潜まれないこの地ではどういう変遷をたどったであろうかo

山 栽培の変丑と時代的背紫

1.江戸時代

･n:戸時代に於ける雑穀 ･芋の放生的較料は全くないが.旧平川村の平川家文書Fによる先学

藤木佳明氏の｢近世山村の構造 ｣を教用しなから考察をす めゝたい｡

旧平川村と旧雷森村は地理的にほぼ同一の条件に履かれてJo'り､同じ姿を皇したとみてさし

っかえないであろう｡まず土地の面から考えると娃宝 5年 (1677年)の｢平川杓検地帳｣

によると全耕地の63解が加地であり､そのうち下田以下か664多の高率を占めているO

田も同株下田以下が65碑であるC.従 って畑作中心であり土地生産性が低 くやや冷涼地に属

するこのLIJ村は.悪い条件を備えていた｡その上に江戸時代は全国的に多 くの凶作飢膝pr_ち

まわれ.加えるに苛酷な封建的収奪の為に､｢元癖元年 ｣には村南の36啓が荒地となって

村全体が窮乏の状態に到 っているo明治期の川上郡が県下でも最低の生活水準であったこと

を考えると､近世に於いても同様であったであろう〇千串による貢祖軽減の智東がしはしは

みられたことはこの山村にも陳刻な問超を投げかけたであろう｡水田は少なく米は年貢とし

て徴収され 農民にとって蒙､帝蒙､巣､稗等の雑執 まなくてはならぬ常食であった｡村方

明細帳には､FFl方とし米 ･蒙.畑方として大豆 ･′ト豆 ･楽 ･稗 ･務ま ･愛 ･煙草が記載され

ている｡明治 10年の農産表から推定すると.畑作のうち維新 ･芋の占める割合は大きかっ

たであろう｡この畑作に対する巽粗上納形態は原則として銀紳介は畑方の空身こら銀軌 大豆

の十分-銀柵と定められている｡

この時代に於いては燈革と大豆が商品作物としてあげられる｡この番は吏粗対象の作物であ

り奨翻されていたのかも知れないOいずれにせよ畑乍に於いては大豆は攻屯な存在であった｡

時代的には下ろが大豆は加の小作料として (1反に4斗 )幣前迄青いていた｢舘野の大豆だ

て｣は有名であるo葡愛 ･稗 ･梁は高冷地や鍵村僻地のやせた土執こ適しており災尊に対

て硬く､収桜鐘が多い｡その上 紫が固く貯液に適しており､江戸時代を通じて脈荒作物と

してこの地の良民の死活にかかわる作物ではなかったであろうか｡幼い頃50年前の梁が倉

に保存されていたという古老の話はP.'霞な粋料だと思う｡ (原田常太郎氏) 事陳20年

(17135年)礁府の命をうけて備前泳が献上した備前国備中邑之内筒内産物帳 (桂叉三郎

著｢吉備碓土食｣)に雑穀が品観別に詳しく記されているのは､当時かなり栽培されていた

ことか推定されるo救荒作物としてどの程度奨励されたかは全く手かかりほない｡いずれに
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しても､自治の道を求めるには､この磯の作物に上らざるを得なかったのはたしかである｡伝

説的にせよ現に｢六十落し.｣｢七十落し｣の地名を残しているのほ自然的に社会的に治まれな

かったこの地方の般民の生悟の一端を示すもの{･はないたろうか.当時の姓氏の生活を平川家

交番『倹約其外中線車f』に｢家来共等朝夕之内一皮 ノ､増水敦可申ひ.･･･｣と｡又q'家来共可申

渡覚』には｢食事之段一度-団子､麦飯､一度女坂､-度者増水相棒ひ妹｣と記されており､

県民の生悟と雑戦との結びっきがうかがえるであろう｡では明治時代はどうであっただろうか｡

2. 明治時代

明治時代の賢料としてけ都市別の統計しかないので川上郡について述べることにする｡川上

郡は大部分が書備市原に展しており､地域差はあまりないと考えられるので.この姿でもって

富家村EJ=推測しても大差はないと思うO明治館新とは言っても原則的には鼓民に敬せられる負

担は減ったわけではないし､自然経済に近い封専一l村落に於いては全く変化はなかったであろう｡

殊に川上郡は明治時代を通じて一戸平均点集収入では県平均の60弟であり､水田は少ない上

に反当収政も県平均の60- 7Ll帝と最も生新 .準の低い地域であったo (岡山県統計年報)

明治 10年の農産義 (日央公論社 ｢日本農薬発連史｣10巻)の統計は川上郡53ケ村の耗叡 ･

第8表
明治 10年農産寅 (川上部)

面 研 和 カ ｣
ソ ′ヽ 372 1/

大 豆 3&3 I .20

莱 j∫∫ JO
キ ビ /gO /

秤 /53 ?

-モロコ シ / 4'占 g

サツマイモ /29 7 l

賢料 :日本典範発汚更

えるならは､それ以前忙実にこの疎fJ:｢絶

穀の村｣があったことを如実に示している｡

面郡の上ではう大であるのけ土地利用の状

態が焼畑､切り替畑と鯉城 .芋という作付

関係を暗示しているようであるOこの点に

ついては調べていないので述べることは出

来ないOいずれにしてもこの他の人々の食

生活かいかなるもclであったか憩僚するこ

とが出来よう｡次に川上郡の明治 10年 と

第9衷

芋の作付両帝を示すものである｡

ソJt･大豆 ･菜がほとんど同じ率

で中心約位伍を示している｡軌こ

岡LIJ県に於ける比腹付けをすると

キビ･粟 ･稗 ･トウモロコシ･馬

鈴卸す第1位､ソバは第2位､大

豆は4位､甘藷は5位とまるで難

戦王員の観を足しているoこの作

付の状態を或在の川上郡と比坪し

たのが第9表である0両額の上で

は現在の3.4倍をしめており､現

在の僻~中町を術中羊の町として考

明治 10年と現在の比較

明治10年 昭和32年 芸×100(A) 03)

大 豆 3占3FT 町24'4{ *占4:

I/ /i 371 i / ′7

キービ /gO 3 8 ′∫

7 ワ 3∫5 4'0 I ′′



:15年を比較 してみると (第 10表)ソバ

を例外として他は大きく減少している｡特

に稗の153町から5.5町-の急減は注目

される｡稗は架よりも主食物になっていた

(柳田国男編 ｢山村生活の研究 ｣)ことか 300

らも鍬･ま時代を遡ると多 く栽培されていた

のかもしれない｡ 一

第 10表 明冶10年と.I-5年の作況比較

明治10年 明治35年 芸Xl00仏) 但)

ソ バ 37_2 3 711 ′ββ

莱 355 1 92 31

大 豆 3占3 2 L/チ 占9

モpコシ /4E占 83 ∫7

資料

農 芸霊芝器 史 ,よ｡作成 一

有家村では明治35年頃迄は栽培されてい

たが､飼料以外には使用方法はなかった

(脇田常太郎氏)｡明治10年から.'15年 /co

にいたる胤の減少の原因を考えてみると､

日柵戦争後の空動の好紫気が腔村まで深遠 .

したこと､従 って商品作物が増加 し､凝集

技術も改良されたことがあげられるであろ

うO続いて明栴末剃迄の変化を見ると(第

:i園):ib年を中心とする液少糊と､42

年を頂点とする増加糾 こ分けられもが.減

少期が目許破争であることは替解出来ない｡

父42年が日本の座敷の一大転換期である

点も位牡ィ､肘 をするのに理解出来ない点で

あるo戦後の不況に加えて草餅拡張に財政

的iJ=破綻を示 したことが故村に反映したの

(7LJj

J3-･鬼 J7､相 3? 404/

第 3 回

4(24L34･y4LT

＼
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ではないだろうか.

Tlrま大正以後どういう経過をたどったであろうか富家村を中心に考えてみたい0

3.大正以後現在迄

第4囲第5関が宮家村の栽培の変券である｡これによって増減の淡をとらえると増加では大

正9年頃､大正 1.'i年14年､昭和27年､小さな渡とLて昭和7･8年があげられる.減少又

は安定を示すのは大正初年､昭和初年頃である｡これらの年を考えてみると大正9年は第一次

大戦後の経済恐侃 加えて米騒動であり'.大正111年､14年は大正12年当地を拠 った干韓関
東大岸災の影響であり.昭和6年の備州轍 .日脚 25年の朝鮮動乱の影響が増加糊であり､

減少期の大正初年は第一次大掛こよる戦争節気か考えられる｡いずれも米の価格の変制と一致

している (第4固 ･第5国)｡商品作物 (燈;草)の柵秤の牧は米価が安定し.しかも雑穀の械

少期に当る昭和初年に急増し鞄二次大戦中急減して経輝的背澱をよく示している｡戦時中の雑

穀 ･半･芋づるの供出を考えると (㈲込み)この減少は甘臥 大豆等の食柑増産作物-切り換

えられたためであろうo救荒作l//IV)軸軒は､原則として米価と時代の好況不況の波と相幽関係

にあり､商品作物と逆相附の幽係にあると貰える｡叉叔近のそ菜栽培との関係をみると (第10

衷 ･約11表).漸次増加をたどってほいるが､共同販売の組織か確立 していないことと､近

郊腹村の立地条件にないため､現在すでに限界UTL巷しており､そ菜I,こ移向するきざしけない.

第11衰 そ 菜 栽 培 状 況 第12衷 そ菜栽培鹿家数

T＼､小31トマ ト 自白 薬 カソラン インゲンマノ-.ー ラこルチ-ノレ 7-ノレ 7--′レ
20 A∫0 ′♂β32∫♂ 7∂♂ / 4E∫ -

33 ム∫ 850 /33 Ii-I
賢料 :役場松岡氏に依掛

J--.-."I.
dtヶJ

資料 :役場松岡氏に依輯

現在の地業経営は畑作中心から解にヰ心へと移行の過好期であり､飼料作物としてハ トムギ ･

L'ッドクp-/;∵ モロコシの栽培が見られ､柵作舶 廃物と醐難 物に切 r)換えるのか賢明
である｡従って雑穀 ･芋の新札も漸次淑少し{いく運命にあるOでは雑穀 ･芋が食生清とどん

な附係にあるかAF.せて附しておこうo

Nいも･雑穀と食生活

救荒作物の全盛鵬江戸時代には米は郎iiL.こ納めると掛 71,†殆んとなく正月､盆､秋無位のもの

であり (高見格一郎氏)｢正月三 日､盆二日､魚は甲から米の飯 ｣ (石田寛先生)と害われ･又
サルキ

嬢の牙が白い功から｢猿牙 ｣とも言われ (高見格一郎氏 〕その稚 さを示しているO

(バい.)



前述の平川家文書､明治 10年の農産表が示す滴 り､農民の主食は麦であ り､補助食としてソ

バ ･甘紬 ･粟餅 ･キビ団子. ｢野呂のヒェ団子 ｣ (高見格一郎氏)からヒエ拙子も含まれた｡

特色のあるのはネリ玉 (ソバ十サツマイモ)とツl)粉 (ソノミ十 ミソ十ネギ十ニラ)のソバ料理

であり､女の債 うち迄がソ/(の料理の巧さにy<I供した (石田寛先生).これらの串柄は昔話し

だけでなく､現実の陶磁としてかなり最近迄考えられることである｡茶の子と呼ばれる朝食は､

サツマイモが主体であ')､シーメシ (夕飯)はブソズ粥 ･来粥･芋的 ･アズキ粥 ･ささげ粥と言わ●
冨われたロ (石田寛先生 〕配給制殿によって食柵私情は綴和され今日では雑軌 芋は間食 とし

て生活と結びついている｡
■

l I■
t′

ヽ

(bl)

ら__



第四章 滅びゆく=芸作物と伝統的手=業

窮一一節 藍案粉 と衣 生活 (附)相星

〔研究方法 〕

準牌としては.調査地蚊確定肘先生の紹介された｢歴史地理 ･郷土地理｣.｢地方史研究･R磯｣
｢近世地方史研発入門｣を玩むO

調査地域が｢術中町｣と確定してからは.幽係地図(油木.親免の五万分之-)の作温 県立

図蕃鯨にて｢川上郡誌J. ｢日本良薬発展史｣､卒慮｢音節高原の良作物｣等を参考程度VC呂を

通すoアンケー ト葬は作らず恥き込みに主点をおく8

現地VC於いては､ます役機で｢現勢朗色簿｣を写し､史作付如横の多い旧譜家相を調査対象地
とする｡I/0オ以上の老人を対象vtして藍作翰 ･鮒敏についての開き込みを行った｡

行程 26日 布滅

27日 黒,B 敏之瀕 長谷 布賀 黒 鳥

28日 乳R･ 後谷 中迫 肘谷 井川 田原 川合 地頭 黒鳥

29日 限鳥 志藤 用瀬 A.CU

Ⅰ 幕末 ･明治(,tおける畑作物

1.畑作物や概況

封建制下の良民の日は畑作物による生活縦痔へと向けられ.そのような畑作物をまず冬作

の髪臥 夏作では賂 稗.大豆等の鵜蟻串に求めた(.I

馴 封& )会は山菜V'依存し.腿 はあくまでも米作を巌本としていたので.雑穀及び四

木三卓と呼ばれる冶用作物は米作の防音と/Lらめ嘘皿VC於いて作付を許 されて いた-<.これ

ら四木≡耳と呼にrれる料 肖作物は日常生活必繭品であったので､元醸･享俳境から商品eFL通

鏑 は 代による帥 鮎 の発旗､諒解轟紳 財政鞘乏は.これ ら剛 f･F･物各級鹿枇 奨励し

濃初から版元を鋸 勺として栽培され.加工cijtるので晶解の良い催いは.ただちVr-価格に臣

拶する為.栽培者.加工若柳 ⊂品甥の向⊥む杷えす恵凶し､成増技術く滋F常に進んでいた.

しかし価格は市況に故他に左為されたのて, iV畠が著しく祝われ､労働者に転落するもの

反対に資本7i･苔桃していった少故のものもめった凸

特畑作物としては.粂!3)苑 措､払 監 柾Lt.敵 組l薬楓 煙草､雌 があげられる｡

このうち鰍 Ii徳目伸 畑jK於いて.藍もその判化藍鵜として碓止しておi).皇国的fJ:市場を有

する商品作物であるC川上郡vC於いても明rE,初年頃には.払 胤 藍t甘酪 桔皮､ うるし

汁.棄鹿島 紅花等が由品としての純允を.恥 として栽培されているC

術中町に於いても恐らく15J陳の畑作物がr･目 されていたと思われるo (WJ'中町化於ける明
治畔代のIL'L.i･料がrcいのは其 vC知念である凸)

(肖∠)



(1) ｢日本加薬技術史｣参考

(2日3)｢日本座薬発展史｣巻3 参考

(41 ｢岡山県統計年報 ､ 明治14年版｣

2,藍 .

『我国に直する藍の種類を見ていくと ㊤ 各地VC自生する個有の山藍 ⑦ 北海道

地方に藍する大骨 ㊤ 鹿児島や沖縄に産する山室 ① 全国に栽培されてきた藍

の四つVCわかれるQこれらのうち(丑 は古く摺染ほだけ使用されたもので経済的価値はなく

⑦ と(塾 は産地が辺地であったbした牌係で.それi･消班するのも蔭地力bJVd撮られているo

そこで④だけが広く栽培 されて.普通盤といえばこの種を指すのである｡この藍は古代に シ

ナから渡来した奮料の植物でLその形が輩vcよく似ているので整藍とも呼ばれる｡J)又 ｢日

本植物薪典｣によると藍は｢盤藍とも称し.最も古く支那から輸入された染料穐物の11 で

音色の染料植物としてはヤマ7イ托次いで古 くから用い られているa1年生草木で高さ50

-70cn.垂は紅紫色を帯び.席は卓二臥 広地針形.長楕円形叉は卵形で.短柄を以て互生

L̂ 菜は敬状をTL:し肇を抱き毛線あれ 貫に穂状に紅色.5がく片.触花弁の′J､花を開き.

花後3稜､卵形鼎褐色l長さ2JtJlばか 少の果束を結び品種は多く.｢小子本｣.｢百官｣｢1
粉百官 ｣｢,J､上粉｣が有b｣(引用)と説明されているoJlL上軒及び臓中町に於いては.こ

の夢藍が作付されていftJ,

(1)藍作の捜史的変蓮

Jdl.オjlの祖先遠は.衣料(蘇 )を染めるのVCは山野に自生する植物と赤土にたよるほか

TL:く､背色とか赤色を求めることしか出来TJ:かったO藍は古米から染料としての主要な地

位を占めていて.殊L'C徳川中相似降の摘発の発達が大きな原田をTi:L̂ 棉作と平行してそ

の近傍VC於いて藍作が托座していったo
(2)

我国に放ける軌 培他 欽明天皇の御幸(540年～571年)vEインドから播州龍野に
伝来し-rtものがはじまDで.それが各地En:伝わったo Lかし後約1OOO年間というものは

たいした栽培法.染色技術がなかった為､小数の趣好品として珍塵がられる程度だった｡

16LLrJi'tに於ける外敵 易('CよLJ外国から打場株の輸入以後t大和 ･摂弊･山城 ･和泉等

の凶々VC拡まれ さらVC播磨･術如･術中･術後 ･t勾画各地に伝われ っいで全国各地vc
栽培されるようになると.勅を向しこくして京洛 ･摂津･阿波の各国vc藍の特産地が形成さ

れたo特- 被国- ､てほ1585年戯掬 家竺が馴 佐朋 は 別珂鯛 - 転封された
後一埠頭懲家の保雄奨LilJと志野川流域の先供･土壌とが1804年(文化元年) 以後vUL

ると阿波藍が天下の台所である大阪市場菅独占するに至る大き/L原因となっている｡

さて､肺中国vc於いては何時頃から藍雛 がなされii-したのだろうか｡｢中隔榔勿史｣

には､｢東山天皇天和等閲兵藍の伝来せ しよL).各地方之を栽培し･･.･･･-｣(引用)と

記されているo船中且に於いてL天和牛鰍,C早くも藍栽培が行われていることがうかがえ

るO又高見家家系図によると｢鵜胎元年(1658)館主山崎甲斐字成羽～御移城の喝ヽ 庶

(83)



民追従を&-ぅ者多し｡よbてエ商の者一姓に-人を許し給ふ｡壷韮染色の妙技を棲めたる

を以て成羽に随行す｡二男一女あれ 女は布瀬村隣新氏に媛す｡隣氏は陣中松山奴三三村

民の浪士な bo同人早世して.･･････作兵術斯く長するに及ぶo天和二年(1682年)隣

家を辞しl当村の村字宝村の株を引諌け一家を創建づ㌔ 而して桝転の余暇父祖伝来の染殿

薬を始めたbo｣(引用)とあD.天利年制に染物屋が出来ていたことからも当時VC於い

て藍の作付がなされていたことが うかがえる｡以上 よb術中町vE於いて既に17世紀の終

bvcは藍栽培が行われていたQ(自鋭)

(2) 藍 作 技 術

〔気候･土壌〕

留
か
好
土

○
壌
土

●
延
質

第6図 両上郡 土性区

藍は高温多湿の気候を好み.

土宜は砂賀 ･壌土が適地である｡

令.川上都の土性図を示すと第

6陶の如 くである｡叉藍は水は

けの使利な柵泡がしてあれば一

層長い｡

成羽川の上流幼年舶谷底筋の

用瀬 ･志藤･長屋 ･黒鳥･数之~

漸 ･井川･Lfl原は.砂質土地帯

の為､水はけもよく野呂vC比べ

て作付血揃は多かった｡ しかし

このような適地も気俵条件､特

に日照特例の長短vcよって質も

13等･つていたo｢志蕗辺 Dは日

照時間が削合VC良く､そのうえ

砂質土地梢の為.普功､他地域

で平年作一反LR:付き30貫術後

の収稚腐であるがここでは､-反L̂C付き50-60甘の収種高である｡しかし砂封土地帯

は地-JJ維持が酬 皇な為､負は悠かっ'cc(ij細 別 ､芳賀仁書､志藤)しかし兜と丑が相
括抗するとは考えられない｡

〔苗床〕

｢3月上B]L/Cl平方メー トル位の苗床を作 lJ.接を播く一過JdpWu'忙人糞尿を施してお く0

4月上胡散栖 して&.をまき､わらを破くQ苗床には竹を漉しておくo発芽し一寸位い伸び

るとをわらをとり又水肥を'j6すQすすめか鬼ナ0,で追 うのか大変だったO胸 取)敏之湖

杉ti]クキノ(82オ)坪当Dの橋租丑及び畑一反歩VEつきどの位の苗床を要していたかは

明かでない｡しかし.I.YL]山拐塊炎梁賢に｢4月上旬坪当り1台内外の割合を以って碓子を

(84)



撒指 し･--･発芽後移植迄に1.2回稀縛なる人或尿を追肥として施用すO本日卜 反歩

vc付､苗床3. 4坪架す｡｣と記戟されているのからして､備中町に於いても大体同様

だったと推察出来るQlLお僻中町VC於いて塵･&のみをEI的とする探線栽培法は行われて

いないO

〔移植及び施肥〕

｢5月中67頃に.7.8寸vc生長した苗を抜き取って移植する凸移植する畑は表が作

付けされていてl敦と茨の瞳糊VC格和を切9.20cn間隔(1ヶ所7.8本植える)vC

定植する｡6月中bvc芝刈を L̂ 株根を掘り返して中桝を行い､水肥を施して藍の頼際

に土寄せする07月下わの一番桐 の後父中耕して二番肥を施すQ｣(6dl純 )藍作には

｢肥料代｣というFu地があるだけK.頗単vc購入肥料は施川きぬ ､O術中町.'稗K宮家
村の出家では.自給肥料の人虫民が主体であれ 金11日はほとんど抱川されていTJ:い｡ し
かし､志藤では硫裾が敏之瀬辺bでは抽かす.LJ=うち ゅうかすが地相されている｡

〔収機〕

7月下わ頃迄に根から7-10C刀残して一番藍を刈るC中耕して水肥を汲んでおくと

残枕から再び蛍が生育する｡ 9月中和に これを傾元から刈取る｡ ｢阿波国では下葉.本

糞.心強と区別して収雌していたが.古家vc於いては全継 別されないで収穣されてい

た｡J7と馳 )
このようにして刈 b取られた二番藍はt一番近K比べて兜も,1!･;く他段も非常に如 ､｡

しかし一番藍刈り取Ll臥 他の作物に変史することなく.無条件に二番藍を刈取ってい

たことはL当時の換金作物(良作の )としては並が11紅一一のもので参ったことを如葵に示

している｡ ′

〔乾燥 〕

蛇出が完全か不完全かは価格のrlJ'低に非常に好等する｡藍の刈 Llとりと藍粉庇はしっ

かD天気を見きだめたうえでせわにJ:ならない｡刈 bとった蛍をたばオごたま 髄ゝ くと､す

く笥醸して葉VC払皆を与えるo正午頃Kなると藍は禰々鵜色を帯びてくるO(熟 ､色程

値段が高い )｡ これをからざおでひどく樹にならないようvcfrち､蔀としくをみできひ

て発だけ干す0日のカけ ら['･い午後3岬-/iu梱 りW する｡E_の乾燥 したのが発藍で､

この棄藍をつくる作集をj･E粉IJk'といF,｡濫作人はこの作弟までして売っていたQ十分乾

蛙 しない細VC雨が怖ると.布瀬ではL･しろをひろげたま 家ゝの中K入れると場所をとる

ので.LnLろを劫 しの如く巻いて家に収糾するのが一般的に行われていた｡
〔筈虫鮎除 〕

藍には｢あ-1こ｣がつき安い｡宮崎安虫の｢曲集全部｣に｢虫を損ひはらふ乱 藍を
作る第一の辛労私 大俵足vt機せる1.E如 ｣と醜明している｡虫が繁殖すると兼は顧み

架の包ま変るO葉の色が少し変ると山から化が木を掛tkLてっさくだを､水の申化4.

5時針つけておくとかこが汁がLhるo これを薬の炎血(,Cgiつて鹿除していたo当時の唯一
CB5)



の寄畑 鯨 である｡｢又掛 L9)(せんと()を施肥しておくとあまこかつきにくい｣
そ うであるG

131夏作の唯一の換金作物としての藍

当時としては一出作の唯一の換金作物は盤であり.収入血vC大きく7'9スしていた｡

これ-蛸 低生活搬持のみでなく､生民が多少でも現金を蕃頒するのK役立った｡しかし

自給作物として.夏作vcは大豆､′｣､豆.うずら豆.牌 (7ワ･キビ･クカキビ･ナキ

ビ)これに加え{ク′くコも平行して作付ナされていT71_ので.経営規模反故5反～6反の

脇 では.i緒 言畝～7畝位作付けしていた

第13衷 鵬中町VCおける水EEI寒

■=:■一･.~~~~･.一･･.~~■ll一･一一･･.･.･一･･････.-

. .群 鮒 ド 肘 ■脚

第13表からうかがえる如く

一番水田峯が低く､畑率の高い

古家村vc於いて.他の二村よrJ

藍作付血税が多い｡古家村の一

戸平均耕地所有血横は5反4畝.

その内畑地は3反5畝となる｡

古家村のほとんどの良家は､畑地の5分の-から7分の1を作付血税vc当て いゝたので

あるC特赦也の阿波鼠では水EEIVCまで作付されている那.船中町では畑のみで水出vC作

作付されていた形跡は全然ないQ

各曲家で乾放した葉鹿は.三つのルー トで金Ln=代えられていたo第 1は紺屋から直旗

尉 '働 6第か土井庶 ･地頭･成羽硝 薬の仰 人が底捷良家VC出向いて只 う｡約3
は仲月人は直棲出家からiiわないで､i地のプロ-カー(道案内)に注文して良家VC出

向いて炭塊i')てもらう｡売った棄藍を出家は高瀬付着(中布瀬)まで大八も 荷電で辿

び出していたc

この三郎 のル- トは掛 麻酔ftJtAlわれるo阿組 で''i･金雌 入代釦 轡 氏
は｢光速 9｣といって藍歯から飢借し.返済Lb来ない機会は土地を番われ/｣､作人化への

傾向を･Jjiめてい7こ｡しかし.も家.HvC於いては作fj曲領 も少く父自給肥料を王としてい

た為､この頓向は絶められ/よいQ

(1) ｢風土記日本｣中姐･凶凶糾(引川)

(2H3川2;｢日本姓先発巌史｣巻3 参考
L4) 志血書 芳烈仁音(70オ)さん

(51(9) (榔iW 杉山ダキノ(82オ〕さん 故之湖

(6日.8) 〝 古米竹郎さん 中布･由

(7)uOluD ′′ 福見格一郎先生(桐Lutl)

lt旦p菜週 と興隆作物
1.藍作の先腹 と印度止の登場

(お6-)



我国の産業賢本は.衣料生産鮎門の訪朝工業から始まったbときあたかも我国の機業の

期隆抽忙当 り､藍の需薮は増大しつゝあり.藍作もそれにつれて作付血朗を拡大していっ

たO-方藍の強敵である化学射料が早くも1864年に輸入されている｡一般的に天然藍よ

りも安価で.染色も乗しく染色容易だったので､各地の健集地では放って用いたがL当時

の染色櫛 とい うものが幼稚であった為､染色不堅牢で褐色し易かったので不評が各地か

ら続出し.叉以前の豊玉Kよる染料を使用しだしたので.化学痕料による圧迫はまぬがれ

L'87)
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藍の栽培面俄は増大の一途をたどった｡ これを示すと第14表の過 少である｡明治30年

第14菜 藍栽培面披及び薬塵生産故

栽培 面耕 生 産 缶

1878年 1占/3? ~~｢ ;~嘉子
1887年 50257 /∫ゲ1ゲ

1892年 4fダ0ゲ9 /∫タダ?

1897年 ∫♂∫∫♂ /g67/

1902年 37/73 /liE9∫

1907年 /ゲ1占′ AJ､ヲ3

1912年 ∫♂チタ 1g/A

染料 :｢日本良薬発達史｣3

(1897年) -iでは1昇の一途を

たどるが､それ以後は下降化転じて

急速に哀辿している｡また主匪生作

付府県の明治以降の衰退の跡をグラ

フで示すと第7図の嶺bである.

どの府県に於いても明治30年以

後急速tn:衰退している｡全般的に拡

日本よbも表日本化作付が多く､し

かも南部に多い｡怖仙 腺は徳鞄煉､

愛知県､埼玉鵜Kついで全国第4位

の作付面q(であるQまた全包第1位

の徳島鵜の作何曲敵 示すと第15

表の嶺DであるB第14寮と第15表からして1897年の最盛期vcは.全国生産飯の中4

分の 1の割合を占め.藍作が兼退するにつれて徳島県の全国K占める割合は増大している｡

第15衷 徳島県に於ける藍栽培面横

栽培面前 生 産

1892年 //くヱ∠ J gT ゲLJ占ゲダム4E 7

1897年 /2833

1902年 /1ゲ8占

1907年 iiJL∠

飯
野

∫

ヲ

｣

.
血

次VC岡山県川上郡に於ける藍作付

面歌の興隆変通表を示すと第16表

の通D｡

転科 :｢日本良薬充腹史｣巻 3

第16義 尚山県川上那vc於ける藍故培如拙及び生産敵

岡 山 搬 川 上 部

1877年 栽増 面も'i不 明 生 定 額J5lL34-事･栽培 面励 生 直 弘10020堤

不 明

1884年 77ヱ♂ 町 a/O 町 22g/7

1899年 15ゲ7g ∫∫/AJ♂ ゲ817 /4EO934(

1902年 : 1∫∫Eg 5∫78g占 y9g? /////♂

1907年 タ/∫〟 2234Lly 12514( ∫占7占1

191 2年 . log./ dC/4E3 r 4ta占 /∫ムヲ/

(88)
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明治30年(1897年 )の統告トがTJ:いのは放念であるがt少し後の明治32年(1899年)

の岡LIJ県生直軸に対する川上利め 占める割合は 5分の 1､下降1WUJ:るVC従い､川上部の

阿仙 県に占める甜蛤は大きくなっている｡やは 州 仙 Ll,i-VCおいてもt全国的な蒙過の耽れ

VC逆ってはいない｡

岡山県郡市別藍作付面舷 示すと第17表の通Dである｡

第17衷 岡山 県郡市別 藍 作付 両税表

｢岡山頻統計年椴｣

＼ 岡山 県 児 島 萱邑 久 ‡小 可 後 月 川 _ヒ 上 房 英 田

明治 10 _H R_守}7i■ii' 7 8,i ∫o/33iw 戎 720品訂 29i3f｢7万
〝 14〝198L'/∫ iL2∫77 7ゲ970 355353占2g∫/∫7iL9 13占∫J /9.2/

〟 17〝 町77ヱ 叫 1̀苑 /0隻ー g鼎 8/.町 /oら Amt

〝 32〝 ∫ゲ7g /9;7 占ムゲ 37L/7 307.a ゲ837 /ゲ1.5 jag

〝 39〝 A/ /.5:/ ゲi ゲi_A .281//占1.3 /573 /01∫/8:/〝 42〝 ∫ゲ4(2 エア 3:3 23/ /5_ゲ /β′♂

大正 /789 - - 《β. 《∫ ダム0 ∫y.1 &0
〝 5〝 ゲ′∫3 /ゲ 15 .2?g /ふよ /0ム7 /073 7g

〝 9〝 .2ムムず - - /7_ 4(7 ヲAj ?/.g #?

〝 13〝 /31d - - /aL β9 ∫£7 127.2 ′/

昭和 2年t 3/.7 - - aJ - £4E /4g a占

〝 5〝 ム′ - - - - - - -
IJ 8" nl - - - - - - -

(江) 明治10年.14年triJR秋霜

明治30年代以後.苦節端b右L-上の川上Ll比土保下の首位を占めている｡uJ摘 14年には規南

部に位駄ナる児鋸泊ま､1位を示し全国的V⊂出盛柚の明治30年肘後vcは急速に搬少して

いるo これは児偽槻典の光速が大きlJ:袋凶を示していると思われるQ父Jr･')価(,C′J､tlはβ･後

月後もlり山台36年以放免速Vr_減少していJ'30 これは､都市供給への祝典栽培が盛んVC/i

ったことを示しているQこれに反 して､侃UL)中部に位催する川上郡･上冴弧r桐 山鵜舟敷

布からも糾合触れていた払 都市-の供給作物(商品作物)は余 り作付されTEかったもの

と思われる｡妥するにこの約5表から触ることは.最初の時W】即明治初糊vcは県南部VE多

くl作付され.色々の宴楽に形響き;rL/tから次第K県中部へと作付が潜行されてきている｡

しかしLT,Tl･北の冷害･のある所には､余 り作付されない｡

第14泰■第 15表一筋17表からうかがえることは.全国首位の徳島町､rq山路と首位の

川上都がそれぞれ叔盛肋を下るL/Cつれて.全国VE占める比率.F't.q山iLJi;î=占める比峯がそれ

(89)



ぞれ増大している観象であるO

術中町に:転ける藍作付軒朗を示した明細 代の就針が全然なく非常VC残念である｡大正

時代が王で.しかも古家村のみしか完全な船 トが得られない7こ呼.充分なる比僚検討が出来

ないのはかえすがえす奴念である｡大正以後における掠沖 町の藍作付両肌は.窮18表の

別 で&つるQ大正抱 J4.ら一時増加 していも これ比 第-次世界大戦の劫靴 より. ド

イツからのアニリン化学染料の輪人が一時遠地した為､天膿 の需要が増大した結果だろ

うoLかし終戦と同時VC文化等染料が輸入され始めたので以後完全に衰退した｡

岡山県-･川上郡･節中町(富家村)の大正時代の作付面横を比叔してみるとL約19表

の曲 りであるD患家村のみではっ皇Dと断定出来ないが術中町はt川上郡内において占め

る削合は低かったも(7｣と思われるL'

第18衷 臓中mJl/Cおける作付廊伊と収航

＼ ＼ 音 家 相 平 川 村 功 野 村作付段 収鍵箱作付段 収軸箱 作付貯収座高
大正元年 i:1 27(フグ a? 3.21
〝 2l/ 4cc /ゲ8g L29 Sly

′/3〝 41 75g ′β ♂

〃 4l′ i,ゲ .24E30 33//Lg

′/5〝 7ー 37∠70 Kl/.g/487′/ 6〝 i.g .ly9J 2占8 -

l/7〝 _I.7 33g5'

〝8〝 3:0 .2350

〝 9〝 ム0 3占gOL2/LC __i_車 oAl/10I/∫〆
′lllr/ i./ lL/I/0

〝12〃 A.2 3/0 ･-- ｢ -′′13〝 エ / /530

〃14〝 β7 3/0

昭和元年

lI 2〝 ai 137
〝3l/ 0.ヲ 360

〝4〝 a2 フ♂

〝5〝

〝6′/

〔鮒 〕三言 JRHT,硯- 査簿 川上-

.C90〕

約19東 岡山現川上郡術中町藍作

術中町 術中町 JlL上郡 岡山県203./

(古家)(富家

大正元年 12 4W占

2 /AG 少ム /7gタ
3 al 4Eg /g&/
4 3:ゲ 占73lAg.3

5 7ゲ /06.7 メ/5,3_2377199;224E34[

6 Lg 97

7 ∫7 93A

8 ∫♂ 8g.7
9 &0 9ム3.2AAゲ

10 1年 /0272ム79

ll i/ //9_ヲ//2.024Lブ7i.- I/31ム
12 ム02
13 ∫/ ∫&7

14 a7 lot.Jt∫

昭二柵元年 .2&5-- - l3/7334f/M j

2 ∂∫ &
3 βア /ap

4 0.2

5 A/

朱斜 的LLJ原統計年賀



筋20衷 印度 藍輸 入額

伶 人 額

1884年 /∫37

1885′J ∫/32

1886′′ 占7/02

1887′′ C3ゲ3?

1888〝 lgr/∫/

輸 入価㌔
/3gO占夕

占3タ.2∫2

855/770

5占ム∫4EOO

/∫∫7.2/ββ

遇｡年から次靴インド齢 輸
入が増加した,,これを示すと第20

表の如 くである｡こ vゝC至って一致

箆結して印度藍に対抗 していかわば

'rLらなくlLったo

2.藍作技術の発達による豊作の衷退

前述した如くわが凶の艶色技術か†如 .った勧こ.それほど印Bf藍のEE適を感じlJ:いで栽培

面鏡も増大したdLかしそろそろ機業地(伊妙崎･桐生･八王寺)vcおいて研究改良が行

ゎれてきていた｡附 凱 おいても同様な研徹 艮が行劫 略 史 O脚ちF中術放物朗 に
'l以来久 しく藍の染色の時代な少しが.明治維新後通観貿易嘘 んvc行わる やゝ､直蝕

料･塩基性染料･酸醸 料･硫化淡科等の人道染料輸入せらる ゝといえども----依鴨

藍を排斥し.容易化是等所染料の効巣を知 らす､uJj治35年時の軸足村長大壌隆一氏は溌

第21表 昭和vtおける盗作

(昭和元年 //24;gT
〝 2 /3//5

〝 3 /.2547

〝 4 ?08:/

〝 5 ∫.21 ヲ

f′ 6 ー 一字8 4 4[

∫/7 ゲ130

〝 8 ダ//5

′/ 9 37占､1

′/10 J733

′′11 3 9/0

(/1二三 3∫/.4(

〝13 2∫32

∫/14 /3∫∫
〝15 //2.ヲ
l′16 占13
L 17 -
〝23 ~~~- I
〝24 占KO

r′25 17-T r

l/26 ld2-O I3訂古｢〝27

くこれを憂い当時神戸 ドイツ船 の応接を穐且

つ稔物の純速を寮 し･･- ･.130日間騎留金を

即 位し.人造染料の時出に適応せることを契地

に蛙験せしめられたboこゝ l･th･いて藍JL勝者は

漸く入鹿染料の私益なることを自覚し､他VC幸

先して硫化染料を採用し､錦糸基蕗染色に｢板

の改良を施したD.｣このようVE染色櫛 の改

良VCJ:れ 従来の塵柑典故は守乱､vC放乗せられ

酎 ヒ虫科を以て弛色すること Fゝ.Cった｡

1897年 (朋船30年)を滋讃′点として盗作

は変通の｢速をたどった｡全国的vc見ると.第

21表の如き過程をたどる｡終戦後少し作付さ

れているのは的波風が三どであると思われるO勝

中町においては.昭和5年以降全然作付されて

いないo岡山膿は昭和10年まで作付している｡

では､藍にかわる作物としてはいかなるものが

入っているか｡盛 ゆ輪酬 放 る職 国の昔野

川地Jjtn=おける鹿作物作付血も一己親牛放射表では

第22策のJjHくである｡ これによると水稲.大

根 ･桑串が藍vcかわる作物としてあげられるQ

(-91〕



全国的tnT_桑園の転化 が巌 も多 く.次いで水翻 ･薬 ･果樹への転換が多い｡

岡山県においてほ第23表の如 きであふ やは 9米 ･桑の作付面ifi-が増大 している｡

第22表 吉野 川地力作付段別累年総計 第23東 的山県作付段別累年統計

増 @ JL _1L 九 礼 ブt. 九 ノヽ九 刀
J淑 I㊨ ノ＼午 午 ブく午 午 ⊂⊃午 ⊂⊃午 午A

I ⊂⊃ 五 四 五 莱iI求｢ 七フヽi四 プヽコ工∃ 六(⊃⊂:⊃九五7ヾ ノヽプ七三 ノヽEZBこ三石⊂⊃ ⊂⊃礼′＼ノヽ 四≡
it二E.匹才三丘 五P) ノー＼ 言⊂⊃ ′＼

+ 九憲 一七tZEli 五由 【!?′ヽ フヽ′＼ヽ7L< 四⊂⊃ -tニ⊂=) 棉陵
I 一七】 四 ′ヽ 蛋ノ~＼ 夏 コモ=5プヽ 買⊂⊃ ′ヽ

妄こ 1コ ′ヽ 二㌧ 一七: ′＼ 四 -t二3 柿ナこ プL A ヽ̂ -占

L 七コLL 一七; プ＼六五 一一ヒ; =fL(=)′＼芳 LZSZt≡r ⊂⊃ ⊂⊃プし ー~ 真司

ド r,tg ′＼′ヽ. ⊂:⊃ 芸 信/＼礼 LL臼⊂⊃ しヨ 七 フA<

-ら ノ＼ Eta ノL 一七コ 匹I⊂⊃

ノ~＼′ヽ 昌 フヽ プt雲 五ノ~ヽ 一一七コ プしヽブく プLブtJ′＼ 豆

十 忠 lr 大

i卜† 三 ⊂⊃云 プて 礼d ヨ 豊 根プて ヨ乙 甘⊂⊃ _･.･.･.ノーヽ =ゴ
⊂⊃ .rL 防.一七二 7t<7号⊂⊃ブミ .コ⊥ 五｣エ

-～-=四 ′＼ プL A五⊂⊃ ヽプLLEG 呈 云 緒

十 ブく 七 二f⊥ ンヽ 九 轟也 /ヽ

1コ七呉 ′ヽ -tコ3⊥cj Q - ′＼jL･i 五 四

焚科.I｢日本地盤発壇史｣3

(92)

旦 @ ノ＼午a 午 フヽ午 辛 ⊂=I午 午 プ~L九午A【

1~ 五 プく EEiI 七 五eg ′ヽ 孟 秦

冒 四ヽ 七1人 五 ′ヽ九 Eu A塁 四.也′ヽ 藍

′ヽ ′＼ ′ヽ ′＼ ′＼ ′＼ ノヽ ′＼ 栄プヽ ′＼. ノ~＼ ′＼四Eヨ 一七= ^ 五■:MF7ヽ レ』ナし 五 ^ ⊂⊃

ち ヨ 五 ~勺 ち ~tj ⊂⊃ 三丘

五 五九 フヽEZEl 7㌧1コ ブて フ■く ブくLとヨ 麦
′＼四 Aフヽ JL7ヽ ブし四フヽ 四 九/ヽ′し 五九 ⊂)
′ヽ ヽ 一句プヽ ヽ ヽ 追 ⊂⊃ =尤

Lg 四二′ヽ二ナし四 ji_ 五 四7■< 五⊂:) 大
′＼EZg メモプtJ uii四九 ⊂:⊃雪 仁ヨ五四 ′＼Eヨ ⊂=)四.豆

よ7て 礼 -t;-ブL ヽ 7ヽ 由′ヽプ1 九二コ 九 1コ四 ′ヽ7A< lZg九 【5iフ＼ 甘

言 プレ LZSJ==i ≡ ′＼ヽ⊂=)[喝t七 一七= 讐 銀秦

十I ′＼ ⊂⊃ 五 I五六 ⊂=⊃四T望 Jiブて乍 1コ竜 一七二⊂=J E!ヨ五 礼ノ＼しこ⊃ ノ■＼九LLSl 陸】



川上郡における蝕作物作付血棟累年統計表は餌24表の如 くであるo米作 .桑博l･甘緒

が主な交換作物と思われる｡臓中町における統計的な結果は明らかでないが､仙き収bvc

よると､｢中布瀬ではコン二十クー綿､見場 では ラー ミ一 ･ホラン､敏之瀬では-ッカ､

コン-.Yク､井川ではコンニャク ･-ッカ･サブラン｣等が藍作rこ代る換金作物として作

付されているD留家相においては.ほ とんど水出VC作付されていなかった為､全国的傾向

とも見るべ き交換作物｢水稲 ｣が交換作物ではILいことが明かであるo

(1日31｢EI本鍵薬発違史｣巷3

第24表 川上郡作付朗 り累年 統計 (2) 高見裕一郎先生 (牌取)

(4) ｢中鮒挽物史｣
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｣止 衣服の自給自足生活

1. 色草余の紺屋

tl) 継 の成立と発盤

庶民はlLが く藍を幸作 i八 手染

vcして来たのであるOが明治軌期

からの絹作､藍作の興隆期Veよっ

て.染色工業 としてO-)紺屋が各地

に出現 したO ｢御重｣｢甲屋 ｣と

現在呼ばれている巌 別ま,,JJLibく以

的の粕壇 を意味するものと思われ

るO的山県化おいて も文化年IdElqVC

はは っきbと行われていたことが

｢摘要轟｣VCよって うかがえる｡

即ち 『村政 銀JIVC史料藍玉につい
て

国産監玉京都売捌陛元

文化十一成年

児島部組/I).lR村三兵術林村九郎治

両人

京都凶人之者‡E申合御国藍建玉

売捌座元仕度願之趣--･･

十二月九日 水野助太夫

児島後三郎様

と記載されていることによって うかがえる｡鵬中町 (特化平川･宮家)及び近辺の村に

存在していた紺掛 ま第8I蛍の如くであるQ
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前述の｢福見系図｣によると天和年間vE森厳轟が幽始されている那.｢瑞賢蘇｣とは

大部特例的差があるのは納袖山米1J:い｡

この第8図か らして.一見して解ることは.ほとんどの柑堤が成羽Jll及びその支流VC

rE;lう水の碍安い地織に.しかも大 体大字vC-fF位いの割合で存在 していたことである｡

中でも親槙の大きかった相方副1触 帖 柑短･池野相違であったQしかし各々の耕櫨が何時

頃から営薬を始め､何時頃廃れたかほ不明である｡古家村中郷の藤 臆 也太良8家には藍か

め(1石4斗)2つと.約9凶の如き着故が

残っているO又川上村川合のJILt孝次印家 tT)

庭には.今もかめが一つ地表から1(JCn位の

ぞいて存在している｡

(2)成羽川に桁う紺塩

相思 において柑喪が出釆上るまでの大体の

プロセスは′'まず紺瞳では鹿家の監作人から

糞藍を貰う｡この藍を染料とする糾 土.スク

モから塵玉にしなければならない｡さて ス

クモ を作るKは攻床という特殊な進物内で

行う｡壌取は床をはらない士朗であり､この

上VC糞豊を撰動つ､何奴も水を狂いでは晃辞

せして作るGこのスクや剖･でも熊村 となるが.

ざ

い

り

o

J

ヱOc7花

華

六
二
号

川
上
即
富
貴

染

物
∵

屋

圃

営
業
<

藤

原

卓三和
さら.,Cこれを木 う+vc入れてつ きかためて藍 オ9回田町藤原 屯大帝泉
玉とするO この至宝 を蛙かめに入れてとかし､木紙を鼓して染色するa〝である｡

この｢紺屋 ｣を行 う為には.ます役場で甘農許6]証を受ける ことか第一条件である｡

次に故肺として藍かめを土地Vtいけ.,q床をfJF血｡井川･削/Jil.･川合でド 161乱 J't.rd

地頭では 48価の藍かめを4個1細として､4佃のかめのRult̂Lは炭火を入れる仕かけに

なっているoこれは染色を促進する為である｡かめの中に7分

位水を入れ.染 色促進剤としてソーダ1.小安かすを入れ､仕

上げのかめにのみ とめ あ ((色のはげるのモ防 ぐ)としてノバ

の幹を取にしませる｡冬､姓家でつむいた弁を舷(かせ)托し

てもって簸た白糸をかめの一つ一つにつけては しぼって干すo

かめV⊂入る故Vこよって伐瀬木組 かす iJ木純.鮒木綿(上l中

/dd叩入

下)と染分けていた｡勿論他段も相当追っていたらしいQ

散在する紺庵の盛衷時I]rSlの税金.相恩克郎壷における練兵とする染九 ,かす b模様など

にもよるがか.Efl線射出へは敬本 ･出血.井川肘短へは長谷･小利 .耐谷,中郷 ･如紺

屋へは判 HIAz,一山 魚触 佃 へは平川.勤王F.川合紺蛙-は比羽･寺庄 ･大 式 ･ ･IA J払 .

高山 地斬村境へは高山 ･大 n̂･手庄･臼選科 ･脇 の水名･布引-それぞれ染めに持
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っていたようである○

紺屋では. このようにして旺文をうけていても天気次鈴によって遅れることが度々であ

ったらしい｡古家の老人は〝ぁきって紺色の今鹿鍛冶〝と口ずさんでいるc Lかし こ

の相恩も硫化染料の使用.木綿臥 等による出家の木綿購入Kより次第に廃れていった4

2.着る物は私の手で---

〃放物が織れなかった ら疫に行けない"とまで云われる位木綿が執れることは女子VCと

って歪菜な拝術の-つであったQ

木綿蔵 物が普及するまえK.祖先が肌伽 けていた着物は麻もしくは木の皮を鵬

にしたものであったQしかし.木綿反が瞥及すると､木紬 ま何色vcでもよく放せるLL

麻では不可能な鮮かな染模様でも縄でも出来たL̂ しかも.遠くからみると絹に近 く又

肌ざわDも柔かく非耶 よかったO(lf心はすぐに朗われる｡身削 .身のこなしが麻だ

と隠されるが.木綿ならばよく表現せられ 泣く化も笑 うvcも女は美しくなったJ(引

, 用)の如く碓しかve衣服史Kおける-大変革であったO( この為老人特･把おばあさん連
の紺染木綿に寄せる愛潜は.ひとしをのかんがあるらしいQ ) この木綿は.畑に作った

桶をワグク リで椀子を抜き取れ さらに綿弓でうって機船をときほぐしたのをンノ竹に

まき.その一端から少しずっ糸串のツムの先vCはえなが らよDをかけてい くのである.

このようlLことを一日中おこなうvCは､まことに退屈な仕宙であったのだろうO

･僧 んぴんとんや百匁うちゃ十五文,′(脈 日 と口拍子に棉弓をうっていた｡この

ようにしてつむいだ糸.をかせVCLで脚室に染めVCもって行き.染めあがると､それを自

家の機級(地鉄機.福執 しゃくり機の内王に高津)で扱っていたのだ｡洩兼木綿･も

よぎ木組まふとん分地 ･蔚物のうらVCT蜘 している｡このように自分の手で糸をつむ ぎ

紺屋でそめてもらい絶 っていたおばあさん連にとってはt一層の淋しさを感 じるらしい｡

･当執 まし.tうこんがrLく'Lって靴 淋しい気特だったが.今はかくこれ てい-ij-I/∫

_何ともあ9号せん｡〟 とさも淋L,% 叱 ほっつ 贈 る87オのおばあさん "鮎
道20日に着て行ったo伺10年たっても藍敦はえ でゝすからなあ〟と90オのおばあ

さん 又紺屋をしてい,t人でただ｢人の佳験者物部伊世(井川)さんは､訪れると堰

きていたかいがあbTiしたクとほっつ boこれらおばあさん適vIC炎通することは.骨相
染の蒐i･物をしかと肌身vr_つけている ことだ｡おばあさん遵VCはriくてほなら/Eい思い出

多い着物rLのだろうO

(1) ｢木組以前のDtJBU元社

121敏之瀬 杉田タキノさん82オ(㈹取)

131中布瀬 泉さん 87オ( '' )

(4)雄 小原松江さん 90オ( 〟 )

(51井 川 物乱伊世さん 81オ( ～ )
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第二節 歴 史 の 古 い 備 中 う る し

〔研究方法 〕

伝統的工芸作物が全 く古い迫のま 残ゝされていること(うるLを掻 く作菜)Hl,)備 中町vc残

っているのは何VCJEi潤 しているのか､今Iiでそれを支えて来た射膚を自然及び楼済の側面よD

求め一丈組級がどう変って来ているか､｢古番数苑｣｢Bt菜全称｣｢山地の地理(現代地理誹
座)｣､その他林学牌係召物 をよんで一応の既念をえたQまた秋雲卜作製の結果.うるし生産は

食気の変動K振b魁されていることがわかる｡今年などは開脚以来の鮎 VCよD. うるし様子

をして｢ダイヤモンL'の次に高価なもの｣と云わしめる状睦である｡現地では全くの㈱取Dば

か9で歴史的文献の皆鮎に近いため十分正しい篇鵜は僻 られT.Eかったと思 うが.純取りにおい

て.長時尚の話の中からおのずと生活噺 の嫌々がうかがえ､それがかなLJ効果的であった｡

練直巣は､林地経常の.一･つであるため.山村の生産物として絶ていくべきであも 故Vここ ｣

で山和として(I)山 地 山林の結びつきが大切となって来る｡これを基礎とした生楢をすすき('

らわばrJ:らないであろうQ即ち和英と地業と伝統的家内工薬の混り合った姿J:A:堂する山村とし

て取上げて行く

一 二

璽Ji〟 備 中町漆財か布図
/
/♂L7,000

＼-へ一､＼

~~lil:,

/ヽ＼ ノ

夢//河 〔有家農林事務町〕
庸ヂ埠について



術中町津樹分布図を見ると.佐原目･柳平･加台木･′｣､谷･洲 l内vC密集している｡丁棚

中町を束二つに分け 7L)如 く. JJX羽JILが流れ､その流れが固い岩石のため-みE.'とTj:Ⅴ字谷を形

成しているが.上記集落はこのV字谷藍の部落であるo この鮎分の地函だけ見ると四国祖谷地

方隠田群落vc類似した地形及び娘落分布であるO従って各々の郎執 ま旧平JF附 ･瀞野村等との

牌係よDも谷尚同志の結合が風俗.暫蝦に周章VC現れる凸鮎啓の移動がそ うであbt穴針より
I(･.'JHlL内へ.柳平への移動があD､古くは5.6代前の移動もあったし､適格敦殻以後遥ベ bK

出た例があるO婚姻関係も谷部港間のものが多いし.両岸からのヤナかけも共同で最近までな

されていたC叉柳平へ小争鮫ができたのもこうした付or)墳なく一円であるがためであると云わ

れているO〔数科提里者 柳平 丹下蕗多冶氏76オ 〕

1t

工 %''中漆の歴史を訪jltて

漆は和名を守飽之叉辛沢之 〔倭名独艶か〕と云われ. これは又｢ 物色潤勇之唯也｣〔和

親三オ図会〕とある｡Japanという官業の窮｢掛 ようるし.窮二鏡が日本であることから

知られるようvt.うるLは古くよb日本人の生活と血結してきたのも限b/i:き卯味をそ るゝ

ことである｡叉古蛸 苑伊呂政幸軸抄VCは日本噂皇子がすでに塗師官を任じたとちり.又錦

肖苛には｢世に伝ふ終幕は惟爾親王 よ17始lt=ると･･--｣o これらの真偽の掛 ま疑わしいが

かTi:り古いことは寮せられJ:うO大宝令の制vcおいてほ.漆郡同が陛れてお 9.古くより我

国唯一の塗料として珍虚されていたoLかし是はあくまで朝廷用の塗物に柑いられた忙すぎ
(目

す､一般の民衆のためのもので(.Eかったことは当然であったろうo王に萄 卵 の船軌 食器

vc用いられた｡ [(1)r晦用段作物うるし｣〕
廷古式Kよると.すでにこの時まで化生納 虹 の変遷が見られる｡皆漉(器)viC布細を

ひく→草崩(真鯛)をひくぅ吉野机を用 うとあるO これよb唐からの移入が推察されるが､

綾樹の自生は古くからあったから.それ以前にも改段化おいて//t洩れていたのではIEいかと

考えられるG大宝令.廷g式･からははっきりと漆産地.漆工串の名が稚恕されるO一例とし

て延紙 主計 鮎 物として鮎 おさめた全削 6ケ凱 上野 .軸 .能登 .越中.越後 .

丹波･丹後.侃属 ･因幡 ･術中･胎後 ･. 農 後 ･卦妓･上総 ･乗硬練幽かか ずられ.そ

の中にすでに解中国の亀がある｡そして各家において品等Kよって興るが.40-1UO本

(上戸は桑3OU本.凍100本､中戸桑2UU本t漆90本 下戸央100本 襟40本)を

簡地に他え､そのうち若干を宮廷Kおさめたd l(1J大化改新 vtよb､祖税LJj-'rJま正調と雑稀が

諌せられたが18-20オの男子に対してはLJ生家副建物が出てくることVCよb､これと正粥

の4分の1なおさめ､堆拓は免せられた｡ 〕

また.すでにその頃大利(奈良壷). 日野(日野椀)､上野(日光尊椀).美汲(春殴塗)

(4Llf駄 =柵 兵庫)の淡逮工芸品をして今 日あるものが始められているが､
執念TLカ('身倫

中国化おいてほ.塵肺瞳の存在かない｡中世疲産地を見ると若狭､越中.越後.備中,陸奥

と､またも船中の呂が見えるO中世の執 工事陳における在民が公串としておきめたものであ
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ったが､こ でゝはそ うした事実ほっかけTLい｡しかし､術中町ではrj:いが高梁川流域.新見

庄史料｢地頭分漆納帳 JVEは ｢西方礎名寄帳 ｣まであLJ､こ でゝは桑と漆が多くて 1-2町

(反当94本程度 )島に柵えた記録が残っている｡

近世vC入ってみると陸奥.上野.下野.勧払 甲斐.出射.紀伊.大和.胸中.肥後.良
向があげられる｡ 〔(21.13J 人文地理ゼミナール歴史細士地理 〕.この時代は市場VC出す商

附

品としての生産が一般的K行われ.漆においても各藤で噺 的K大きrL役割を果 し-背は漆

彬の保護奨励をし.会津癖に至っては.伐採を制限 してみだ りK伐採した者を厳罰( 首.

杖型)vt処したほどであった｡〔(4)田原敵 船野津研究室綿 ｢視･野漆の禅悦 ｣〕.史重岳

であるだけの理由のみlLらすl藤の窮乏対策の.一つであったことも知られているところであ

る｡ しかし.街中捷vcおいてこうした部葬の文的i残っていない｡唯.換地帖vc妹の原木が

本数で記録されているが.これは山Kある襟の木VC対 して税を力付 ていたにすきないと解せ

られる｡同じ川上靴高山村と魚油野村 との検地帖を見ると(出畑省略検地帖より作刺).延

宝五年航中国川上都高山村及び廃油野付手軸也帖.

高 山 村

茶 518株

措 1659嫌

味 24本

鼓 16水

草山 8町 8反3畝

東 抽 野 村

5448枚

26902株

2952本

6反2畝3歩

259町 2反8畝

(3)

こうして見ると向じ盲脱島脱の上であ りながら.後者は全くの山依存であることがわかる｡

叉鮎中漆として名を/J: したのも術中町を中JLとした地帯であるoX妊宝五年巳年村方明細

帖地顔村の中の一節年Jif上納之外御小物は之4Iの功において(明細帖よi)作製)

銀 22匁4分5座 茶年来

〝 62匁7分2厘 緒〝 〝

W 28匁 6度 漆他 ,∫lJ

w 2匁 5座 敢 ･J .∫

･J 28jlj7分5座 革山 ,- /

とあるが.この漆脇年剣 玉榛の発から胤を収ったものを対象とした0)であって. これが生漆

であることは解釈出来ない､従って生漆に対する年熟 まなされていなかっだと糾される｡

藩で棟かした文献轡 いため･色々棚 枇 適 って くる｡ .⊥摘 主著産,I." 9直接操子
がやって来て掻いて帰るO (2) 他の凶の凍仲介人 (壬 として大阪商人)が山地主からJbl木

を笑 い.様子を雇って.契約を結び分け前を決めて仲介人は収穣物を受けとって輔って行 く｡

(3) 産地と船旅なく各地を･収b歩く様子｡｣臥上三つの壌合でこうした人々が明治までほ早 く

よbす ぐれた嬢掻き技術を持って山奥の漆地膚に人 b込みt原木を買って掻いていたであろ

うと推測される｡この他の凍掻き技術払 連射旅と云われる機掻 き法であることtEl原に丹

(tJ8)



故国 よ り80年程師にやって来て住みついた人の在ること等注目すべき物があるa

〔tE(字)石川･新帝 ･福井各県(特殊林産物の鯨給と栽培一伊藤油三著及び弛取り〕

従って上述の31与よ9.術中漆が威されてきた兵件として tl) 他の漆工芸産地との尚のつ

なが りを持ちつつ(先方も必套晶であり､ こちらも原木を売る)決挽きの原木朗絵地として

持続せられたo (21-番の也由と思われるがL良男のものを求めてやって来iことO明治

21年純計を見ると.単価のii･高値を示す｡

しかしもう一方､社会･噺 的方面から

の(鞄 が露緊となってくるであるFJから山

村の一形態としてとらえていく｡

Jl 藤生 直情 造

1. 自給のための山村鹿薬蛙官

省lJpLlの8鮎落(佐脱臼･並神･蛙谷t

柳平･穴針･加含水･小谷･fHJl1円)曲 .

菜経営観掛 iほとんどrffJL:である｡平均

5反の日本曲集の零細性を示す耕地であ

る〇

第26表を見ると旧領山村小谷が珍ら

しく55好を示す｡ こ はゝ成羽JHから西

山へのJl'ス通弁沿いの平担面利用である｡

これは例外で他の大部分の水EUは山腹､

谷rFTtいの砿かな一毛作EtJであるため､西

山･油野･平川の野呂にもその地を求め

物25表 明拍21年全国凍計単価(Ⅵ当b)

京 都 tワ〟鍔 福 井 HAn〟A

茨 城 Aーマ4E3 石 川 一人//ワ

栃 木 _守_7LL/ 古 山 ▲∠∠く∠ーマ

三 正 /9A 岡 山 /iJ上し77_フk山 梨 //′ワぐぐ 徳 島 .

肢 阜 /_7人_ノウ/つ * & エフ

宮 城 77▲ー 福 陶 97く∠.守

岩 手 ぐ977 大 分 エ?.つ

〔免職 省政務局地串網査表巻1 〕

第26表 一戸平均故地所有

水田反 畑 反 針 反 7J拙 戦

駐 谷 a占∫ 1占 32∫ .20

穴 針 ′′7 31 437 .27

滑川内 104E i/a A_2L2 33

〔昭和19年塊林省臨時曲集基本調査 〕

谷底から盛典事を背負って選び耕作をす

るのである8水B絹1能rLきりぎLJの所まで耕作している田が随所VC見られ､自給確保のた

めの随机､がこF)した翫化も現われている.

村山は低い率を示 し-一毛作田であるため､･LUJ作中心の姓非形態をとる｡紬ソ声土地利用

を見るとこq)内商品作物とILL一得るの瓜 ′｣､豆 ･姪席 ･白菜 ･大豆 (少々)であれ 今年

からはいんげん豆も出は L:めている｡生面の先達VCよりこうした山村からも野菜が大股市

場､向け横山きれるO畑LA=対する私意は非常vr_強く､10-20解の勾配をもつ山腹にお

いて夏の砲品作物の他 茨艶掛まもとよLJlゆ かわ.こんにゃく.滑川内では播.三払

柳平では桑畑等色々の作物兼敏を量するoLかしそ うした利用の50感以上は自給のため

のものであ り.特化裸資が捷位を しめるのは.内科及び食料自給のための大きな役割を示
I

すものであるCこうして自給紙状yCは努jJLrJ:からも. こ ゝでは配給米を覚るのがDLiJ一価で

あLJ､ 1離藩の9割は受けている.土地の次少[1-る上K-f多くきんがその上L,C牌をかけて

((Jリ)



いて､凶軌 四女はさらにある｡従ってこ でゝは子仰 ま青年ともTJ:れば長男を除いて次々

-東電 当 り冬.貫 畑 深夜g･l比率

冬 作

柿.･･25]

張詰 諾 鰍 搬 棚 〕

出ていき､分家は全くjZブーであるQ自給のための盤薬の中vE巌近日立ってきたのは6TJl述

の商品作物の進出である.山村vCおける山林のしめる位也':の大1.i-るほ当然であるが.点近

の炭の低廉のため畑作物が従来収入の妨一位:をLb)ていた山林収入をしのいできている｡

その中でも敗戦まこんKrJくの不潔安弘〔後この地に伸びてきたものであるOLかしこれも

地域vcよb柳平(,Cおいては4反ばかDの出のため､王職とLItは男子の山でのit,:一仕掛が大

であるO叉一方商品作物と鵜V⊂曲馬工芸作物が古い型で或され.現在旗頭な存在とな,{0.､

いて 軌 三田C17D和彬城 内工兵(dfJIL内)があ少-また柳平では職敵 城後数年各地に

見られた桑を今も問偲えており.高梁日本レー ヨンに移出している｡しかし配給制が取ら

れるまでは裸麦･ひえ･粟･芋数が耕地の大半をしめていたのではTi:かろうか ｡現在ひえ

粟は.年中行910-)印F用として地か把見るたけであるD道路開発による市峻接近等が商品

作物化を押進めたのICあるが､ これも6反はか少の土地t/Cは変 土日ま(.(く.これだけではや

っていけない｡巌 が従であると番える人が大半でもaol(51 昭和30年臨機 楽曲本

渦室幾家調査紫及び鵬収り〕こ にゝかれらの生IBとU)hEせない山林及び採草地を考えねば

ならない｡

2.耕地と山科の馳係

(lOIJ)



備中町の山林のしめる削合は 77多の高率であり.山林所有においてttす目につくこ

とは私有林のEE例的rL多いことであるd又この内訳は-75VC還した所有規模である｡谷佃

の部落でも3反～30町の差が見られる｡

が見られる｡山林vc鮒する限

b故地改革のようrEことも行

われず.昔のせ ゝの所有状態

である｡ こうした一方に過し

た所有は.山村 として抵当vC

入れるものは山以外VCfLいた

め山持ち.金貸し忙吸収され

ていった8【(6)高見格一郎

氏〕 しかし現在巨大な山持

ちの敏は滅っているC

山VC大体三つの タイフ.b弘

(1) 席林山 t2)雑木山

I31採卑地仮に付加えて (4)
石灰岩の荒れた山である｡

国有林 公 有 林 私有林l I構成等市町村有!郎落石

〔新市町村吸 基礎調査岡山県川上郁的中町J:b抜
粋〕

約28襲 術中町樹級別林野面耕及び蕃礁丘

面叔 nn 音型 〔五 LEI 両横 6% -

杉 ゲ073/占409g 雑 57/7占3∫ゲ13JJ

棉 /87ム9 24ゲ87 竹 378.2 ゲj2占2

//0*.2333/.Jd? 其他 3035 j∫ie7

くぬき ∫3/33 ゲ43∫∫ 合計 79AAA∫lV,捕

〔新市町村建敵基礎的査fLq山県JIL上郡臓中町 〕

備 中町 櫛 有 利

如 固 柵柵 村連銀基卿 何度〕
珂JJ井川上郡碕中町

〔101)



第28束から見ると ､前述のtl)の植林山は少い｡しかも植林しているのは山をかTJ:bも

つ家であり.面収も少い｡ (2)の雑木山がほ とんどであって､雑木山を中心とした林業で

あることがわかるO山仕妙の王lLるものは､炭焼き･薪作少･特産鍵掻き･しゅろ･コル

ク原料まき皮等があ9､叉山の貸仕gIVE出かけるC炭焼きは収入源の1位をしめ､柳平で

■ は-^｢人では収入も少いため2.3人で組を組んで行い.他人の瓜木を:1'掌って生鑑を行

うo漆掻きは一般化人々VC嫌われ､汚いとされている仕番であるが､こ ゝでは盛宴TJ:役割

を占めている｡谷郡落30車が撫子となっているc Lゅろは壷突起物であったが.常襲の

減少一人手不足から姿を消してきている｡管から｢漆 としゅろを植えておけば困らTrい｣

とされていたが.これらはもともと伸耕されていたものではrLい｡こうした自然木vr_依 存

した山林経常が目立つのは.山VCかける東本不足と.そこからで三,.-Jたけのものを収陣す
るため多角経営によ壬..年収入れ山から棉ようとする掛からきていると考えられる｡

Ⅱ 林業の-つとしてCr)礎掻き

1.親方制とうるしか重労働

llrpJ叫 ｣渦jZlで鮭強勃判の産澄とし0ま1きりとした性格を打出した卯も 明治lO年以後鶴

次にこの時から後の副根をRLTn､こう.全国LYglこ克て礎奴き組椴には親方制､自前制の二流が

あ zik,しかも親方JJifJ'でも戚方と子方o)舶係の健さの桜虹C,u り切 ;ってくる｡親方制と(･L 親方 の

許に操子をおも 親方が鎖本助 けた山ぐ祷山或は庶木を興った山)で様子に振戦 掻子は給金

をも払＼父は練の一都をもらう制であり､自前.･ullかま自らがJnt木を掛 ､.自らが描き狙って仲

介人と取引きを行 L)3'.J'Jである｡親方制の嶺い地域､岩手県南,,q･B練直地では.師匠上りと云

う様子餐L)i-伽羅Juを終え.経済外強fI川のある虫越的山名子制のもとで棟くタlFl的契約で結ば

れているQ 〔現イじ地理肋座山地の地型川本息平 〕しかし明治初年i:i')大正初年まで見られ

た備中漆親-Jj制は戟いきづTJ:で結ばれたものではfJ:かった｡親L)jとして穴針の井上鉄石'#･j

門.佐脱臼の辺見実太臥 柳平の村上涼三郎､jif下厨膏の各氏力在 9､井上氏等は全国的

漆伸介商人 として',linられた人物である｡こ のゝ親J)の性格として仲介的親方制がある｡勿

論地王的親71として伯太を払 ってくる仲介人に売っているJu合もあるO両者とも山持ちで

あったO仲介的親力制のおこLIは柳平のカ 下身古氏が自ら荷を:揮って､大阪市域に明治10

年頃乗込んで打ったの('=始じせると云わ11･るC親))は1UOmT渉以上の山を持っていたが､

能率を上げるためVCは.まとまった腕木のある山をパわJ-_1-JfJ:ら山C操子10-15.6

人Iを催い入れ､そのメン/(-は大体11.t年抗っていたが､強制的に狩Lbされるものでも/i:く

年々雌う形の自由(.Cる柴約であったQ糾 全の･ti.'掛 ま今 も音も変らず. 6月中由(彼岸

がえし)より9月 F'か(かけで行われるものであれ ｢鹿北では冬の杜氏出鞍に対し､夏

3ケ月ばかbの出秘｣とされている〔山地の地 ｣醸良きr転三で(･i抜 く肺が3L重クj肋であ

る｡5月中､下E)ともllると放水を1-1った山の腰肋をせ)=はならr⊂いQこの軌からJhn･:入れ

が始･よるd先ず適作Llを行い､中/1,-の梯子如けKか るゝC こ ゝの山は岩はたの出た険しい山

(Iu岩)



が多くかなり先晩であるたy). この梯子掛 ナほ似窮に行うo これを怠ると.一夏不蚊を感

じT.Cから仕掛をせJ=はTLらない｡組子は.確 の技術を袈するため､大正末年まで柚子適

は技術収梢のため.少し年IUjの入った人V⊂ついてその指韓を受け '早朝の仕等壬のため泊LJ

込んで--E労働 L̂ 技術の体得にはげんでいた凸すこしは雑用もあったであろうが､さほ

ど強い規制を受けていたとは偲えないO様子は親-Jjより1日7台のふち純で約150日分

(酎馳 含み穀掻きを行う為)の米をもらいt一変の受持ち山へ向いl憤 怒的姶するOまず

作美予定として一夏200本平均を受持ち.これを1人山掻 きと呼び.一兵tJづつ山を4

等分VCL̂ 5O本-,tl日掻くLIJとする04という故は.傷をつけるとそこを癒そ うとして

勢力が集中し.1札点に適するのが3-4日か＼る｡そこで5日白に再び1回目の山VC帰っ

て来て掻くOそれを1日山 2日山.3日山と呼び作菜版序の予定を立てるのであるQ下

刈帥 いなから先ず目立て付け帥 る｡従って潜流 笥 e21)｡山 2｡山 3臥 ｡｡

山と順々VCこの作弟を行い.EI立ては･完了する｡その後棚嵐さをJuI次良さなのはしながら

7-8辺地きその後は全鮎で

21-22辺まで粗くo親在

では〔第14図】の蕃成級を

根入れているが.以細行われ

7t飽剃ま全面化俊をつけ.枯

刺 -るまでとD､妄雅1Jしてし

まうものであった｡嘘成楓は

一郎のこし畑作りでは2-3

年､自然木は5-6年の後に

殺掻きqこするo練掻きは.槽

物のtEfiiiを十分vC考え､あせ

らず陀胆念VClへらずつ粗い

側
喝

正

面

i/4.阿葛生掻珂軸 物仰 げ棒軒二部

た臥 にじみ出たものをかくO空気vt長くふれると｢JPける｣と去って難くかたまる｡ こ

うして旧盆に一能採集したものを栽カのもとに持ち掠D.親剃 ま塊子を招待して御馳走し

後半の活動を筈わ也 叉掻きに出すQ給金は米で1日3升を出し(よい人で)この他は景

気一不食気Kか わゝらず出された｡仕Diの監馴ま親力自身時々見て他 t)､親75は人を見て

乱々､Lその人K応じた漆山に行かせた｡親方たる者はこのように龍山の見込み等の行える

有能な人でrLければならず.また仲介的性格も多分VC持合せていなければllら(.Cかった｡

戟-九･ま咲めた漆を売さばきvc行った｡このルー トは3斤入りの髄に入れ.3箇づつ6飽天

ぴんに細いでもっぱら煙路

往) 柳平 犬釘
平川市 高山市 豊 胸

② 楢川.内 坪野

のコ-スIi･とり.if,帆よD船で高松･字芽嶋 .袖山･大坂･京都へと､又後Vこな tJ馬車の

(1U3)
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閑戒と共KL湛 井々駅まで運ばれた｡ こうして地元からの進出が活発化してい く-力工芸

産地からの築各 大阪飽人も文油の発達とヲt托くり込んで来た｡榛か高値とTLると親方は

お金を先vC出してまで嘩おうとする傾向が見えてきて.これが鍵々行われることと搬子自

身方々の巣者との射 出等で市場の卦もわか9出し.昭利になると､借金Ii･してまでどんど

ん自前制K変って行ったQ現在親TI制は存在しない｡唯生産組合と別 に個人の仲介人が

昔の親力のあとを引継いでいるOもう一つの蘇鈍さの特色はかって石川･新潟の梅子がは

るばる肺中藤を掻きに来ていrc.ようKまた.近代に入り備中榛梅子がそろであるようvC.

これは出廟の一機である｡ この形態がとられるゆえんは元来嬢が自然木を細くこと､時肋

の短いこと.艮負のものを求めて歩くこと.即ち.畔地と凍樹分布の捌脱化より求めて行

くからである｡ Uh一中町の払子は胸利25.6年まで中Ljil山地(王VC広島･島根)K出かけ

ていたo特VCri島では安芸がその中心で全塾的化も多鰍を直したo叉旭川･砧梁･新見方

面Kは現在も行くがその数は少い｡27.8年の穣不祭気で鵜外vC出かけてまで強く人は

なく､叉地元も減っている｡鋭在出嫁ぎ部落は小谷である｡しかしこゝも5射vc過す､人

手があって､地元で夏の仕掛に差支えない魂の人々が出て行き.息子が出て父親を中心と

した家族がのこっているo山を持ち一畑が忙し(.家門工菜K忙しい家は出られILいoこ

のようvt凍掻きは食気vCよtlその労働人口も変動するから､出稼ぎが折合わは出税人口は

減る｡これま山林及び姓地の多角経営がこうした畦供を容易Vこすると思われるG 〔山地U)

地埋.輯用般作物.栂妹林産物のて･hl盛 と栽培及び鵬触 り〕

2.食気との幽係

鮎 作物のどれ4､がそうであるようK.貴丸変動の影弓削ま漆についても大きい｡明治以

来の漆生産.価格の変動は.也際袈易.匡Ⅰ陳 ･ik､文明の残基V(よると云っても過賢では

TLいD約15固化より全旦漆変勤を見ると､明侭36年頓より安価なLPLilJ･仏印嫌が増加

の一途をたどり1923年(大正 12年)町政vrはこれらが完全V⊂支配して来るCそれ以前L

l三富左姦蓑 姦壷詣 警護 峯主訴 冨芸孟揖 誠 脚 数 翫 棚

争後次第K輸入は増えl目地戦争の弾薬敏速のための藤が大息に痴人されるようvUJ:った｡

絶対血糊 F常lJ:勢いで上昇し.1923年にほど-クVC適しているが､その後はEl本帝国主

義の中国V⊂おける雛 化と与EV(.自我幽偽札岨わしくlLく.急降の一途をたどb､支那郡
変勃発より仏恥 LaiJ直が削合から考えは仲ひているが､微々たるものであるo明治36年

より大正 1O牛Vこかすての国産妹の低下は約17閲他山収及ひJH上郡統計よりも祭せられ

ようo Ej輩ji/A ･大平祥戦争IJF.lKは雄の厳しい統泊りを受けて､鵬中藤として向山収の割当

て-j;E託され.串に全部出していた｡この間の統帥まTLい｡ こうした串の厳しい統制は､船

中淡の存在をもっとはっきりさせた｡職争突入とiWC稲人様の減弧 従って絶対虫の息満

を見せ.軌 ま斗需品VC欠pIJ欠Tj:癌を各鵬の歯也K和してその供出を指令し､的中襟かその

飴を受け.フ†＼正者KはLJJlIL､)'l)金をかけた｡ 〔州下さ多胎氏紬取 り〕

(104)
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戦後VCおける外来漆の仲止t平和在英の勃興L/Cよりlそよ凛 が大 となb一全BiJ的vC著 しい

価格の上昇をみた｡しかし26.7年V⊂は.輸入漆の再鈍化よる練他の下宿で(/.!旨をか く人

口､産丑共vc著 しく減少したが.lti-近,LJ度 の中国瑞練の停止KよiJ.32.33-34年
)

と終英界Kおいて好も†気が続いた｡その縫凪 32年には.仇甲町凄生吐組合か設立 され

今までの仲介を･池した版先-･i:やれ ｢炎両地付Kより淡の生産及び地元i･合f-R化し. Jii吐

者の福利を･増進する｣と云 うEl自JIJO')もとに.｢1.組合員の生産Yt材の共rr帥LS人 災Jn-lJ貯蔵

共同版元､ 2.樹種の改良及び増進及び増加4㌧か 3.生藍及びそれに附成する技術改卓

のため新知戚ヰ入KJAする拳築｣を行 うようKf.EったC

【陥中町淡生産組合規約的1果及び如5央〕

こうした臼松のもとに兎止したこの,7.は合は.ELJII立当時 2U石程であったが33年t′こは-60

ち.34年 には80名とその数は増加しているO今年り削眺以来の好1',Lと気であb.爽殿如 ､

ている人は､lUU人並いと云われているOまたまた組合K加入していlLい人 もかrLbおb

彼等は古 くからの柑患先である大敗由人との5'L;rtを行っている模様tc'凸昨JJFよ bu)三相叫出

荷で安定した相殺を県等の力ぞえで杓.{)よ う̀VC7エL)一今年 も3回大阪の 日興立科への出1:･'j

がなされた｡

,(r生産鮒 の糊 鵬人｣をかかけているの雌 掻 き服 し.似 ,脱 (豊 2畠.)柄

等が必薮であるが. この軸進は.全国で唯一ヶ所袖-)+僻の宇野五郎左術門氏のみか行 って

いるため.rLかTJ:か入手できないのである｡

しか しこ でゝ考えJ･_.はTLらlLいことは､辞抜 き子書棚 したが､肝心のJLT.J木が破ってい く

現毅がみ られる ことである Cそ してそれの採敗も自然木を対象 としているために､･かTLb

能峯が低 下しているc Lかし立地の多い出仕を防いでt年々山からのJLX人を上げてい くTc

めVこ.自然木から他林木への転換がLh脱油払 出庁林政諒を中心化関掠者の間で懸命な勢

力がrLされ.永年苑生瑞 きの桝死､船林の桝兜が佐Jl,1日の国有榊 ':おいて32年 よL)始め

られている｡ これ とiEJC.令-iでもっL.ユら生軌 整地 としてあb一途師鼠 木地IiilL.か存在

しlj:かったこの地に.夷絹物の練工芸を超そ うとの企画が進められている凸しか し--Li子

の気逃がそこまで行くV亡は-1だ少 LIdt,lがあi)そ うだB企画VC反対は示 さぬが一手入よi)一

佐脱EJFまでの ZOKmKわたるダムの計血vCよb.ほとんどの1'5-JJJdlj掛 ま水没するため一

今の彼鞍の髄′山ま､そ ららI,C向いているよ･)である｡父触jl.して6L7年ほか るゝたれ

掻い出で/1-されJJ･r,trLらJ'Lい｡,出合L,(おいでも､t-j瓜人V(fJllっ7こま のゝ1旭 であってみれ

ば.払 不･iJl気t,(よ土代り合員,/)安恕 エp.Hl･lJ:いたろ Ì)し一今後の⊥!としいい地 とlJ:っているo
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もう一つの聞,'JAは､艮iT-Liの練を今後もす っと俳って汚 くた〟)K､今漣で好軸気に7上ると少

食で非箱.'rL甜 ELと/.Eるため.不純物が山地わる悪もIを足非 ともJ蹴せ1..はTi:ら/LL､Q不純

物の当主は.江戸時代からすでにどこででもなされTc,模旅で施薬全細vcは､来臨を確かめる

方も如;のっている｡池.Jl(､くず.抄船の混ぜ物が公〟ミと横行する危陰性は今 日十分にあ

ら/とめ一ITtl合では.30OOOEll.ニ28UOOト勺､26UOO円の三段階VC分けることVCよ り陥

中波 としての血盟を溶きiJユよう酪プJしているo 〔-)1Fy-多漁民 】

この棟K a) 足腰の榛を鮭IilL. ② 山林のickL大槻の利用を余儀rLくされ.

㊦ 千余叫′こも姓り全鼠的化石をはせ.土地O)人白身自然木をか71-b残 しているO

(卦 古くil.t)他のは工女故地0)生砿供給地としてあった｡こ;)した性格膏如付けるものと

して航中町とA'l似した向燃現切を持ち.又陶LLJ如捗故地として産細は'少いれ 以前あった

新見が現在ほとんど窪出されぬJ,qJltqをajべると. (1)土他の人白身撫産とするIii:畝Ij:i･持

たずLもらろん他林もtJ:い｡ (21人夫が枝し掻きを行 うO(蛸中町からも出かける)

(31 鉄道吸殻のため山林､L脂 が光されたQ (4) 瀬弟出家か多く､山の多角的利Jilに

は人手が比 りぬCこうした脱掛 ⊂よって現在新見ではもっQ:L'ら他か ら独子を受入れる立12,;i

ケこあるC.

こうした偶中産の性格を保って塊在に生り.古い魁のま でゝ趨れはするが､舶軌 経済

法において-つの転換期に来ていると考え られる｡

u■『璽璽璽
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第 三飾 手 漉 和 紙 √

〔JiJF究方法 〕

備中町において伝統的手工業である手班折u紙か今なお現存している0)は緒川I),Jを中心 とした

一･帯である｡そこで先ず娘初に紙僻村の性格を知るために曲林省E軌u統計舶査:叫瀕所に行 き､

鱗急畜産センサス結果表を戯べた.欄JLL掛こおけろ和紙の生産状況を知るために僻JT-に行き周

lll統計年報を写す｡次に和紙の輔賓と供給､販売と偶発力などの槻係を知るために胤l価 の成

田紙Jb:を訊問O

主な参考文献 ｢木から紙になる-.*で｣｢和耗風土記｣｢巷法統｣｢砿摩産米の回戚｣｢瀬戸

I勺掛 df究第六号｣｢旅｣(10月号)｢-暮しの辛帖｣｢柳宗悦金塊 箭二､約三巻｣

現地調査では並神で規に紙を漉いている仕叩齢 見学.,t4'a=中PTT役場では脳中町税卑調査鞭を

'草L.術中町の手睡印紙の発進を知る｡

Ⅰ 手漉和紙の村 榊川内な訪ねて

術中町は今でも皆ながらのJi;(姶約万法で手源をしている仕如場が山hlHの郎渚には鈍られる｡

嶋とjtvこ鵬袋が多く色々新しい機川や泊.兵も取 l)入れた力＼ しかし昔ながらの手放和紙は今

も絶えない.どDti:-iJl域を.沈ねても昔ながらの凪蛸で流漉をしている横が見られるOごく小

さな漁舟でみすぼらし′い泊具を(机 ､ながら細々と紙を漉いている光景に嫉するが､できる■指

物を札るとfTLl'･くて舶りがあって軸 こ立派J:仁作品である｡'Et乏くさいそれらの吐き料ま決 して小

さな働きではないO

かっては成羽川軌 ､に紙癖 が50軒余もあったが､ 200年を経た今日では㈲ llJAJを中

･山こ数軒現存するの17Aだ｡

毛輩からべ･/宙きに､障子から硝子戸と7.I.る7'Eどでその需矧巾が減退した｡そして閃洋紙 .

のマスプロの嵐におしまくられて手漉和紙の満喫は年々減る一方で､帯渠従雌は川上IiiLi卜 円

とその欄辺であり､順路の綿′如こつれて生産も淋宅過した｡こうして伝統ある日本古楽の手漉

和紙はすたれ､忘れ去られようとしていろ｡まさに凪約の灯と云えようOこの消え去らんと

するfltlHlhJj紙を造る村も･また数年後に着手される3'人工TlfL,r-よ-jL水'如こ仙山L,一沈 生んとし

ている｡和紙をつくる村とその歴史は必ずしも舶経では1か が､永久に消え去らんとするこの

機にいる梢州)畑tのこと/i･文献I.-_とyめ7u機魚に心生れたことな幸に偲 う.

■■
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1.打11川lノ.Jをi訪ねて
焦鳥を発った西山行バスは成羽川のth'･紙にi'dって､移林をぬい､ うねりうねって山ふと

ころへと萱って行くO成二捌lわ 上流小谷で下車o水か さの減った成羽川を石ころ伝いに急

な九十ブu斤の脱退を10分余 り億 ･)つめた航 谷堂の中腹のわずかな斜軸に這いつくよう

に､点々と散らばっている10戸の1.1i蕗がある｡山一つを功こして広島県と放し 300

年の歴史を持つ川上耶唯一の航漉の村､それがWltJlh勺である｡

急斜両の山腹を拓き､石を銃丸あげて作った段々畑にはいんげん豆･こんにゃく.しゅ

ろ･あずき･さつまいも･台滞ぎり･借の木など所狭しと憶えてある oまた､急斜両の山

I励こほ うるしかきで併つけられたうるしの木が挿生し 三位の林が枕き､立派に成長した
∫

iF 杉の大木は伐採cj適JUlである.
Aも

この村は戸数10戸､Ik田2町､畑4町2反､山林281PTr農家1戸当りの耕地は/I(

田2反､加4反で畑 嘩 33Sである.従って主な椎金作物は雑穀･嘘草･野菜{･あって

主知の72Sにあたる｡(昭和 33年度緊急畜産センサス結果表)

･ミスの軌伯で､史油の擬がよくたってから､成業の栽培も盛んになり､今年からいんげ

ん豆の栽培も始められた.早朝三輪でLu荷されたいんげん豆は翌日には大阪市場にお目見

得するという早さだ.昨年 11月には旋棚 鼎を1LE過するために､有線放送が央施された.

家畜としては役肉用牛15頚が飼育されており､飼准良家奴は8戸であるo妃年中火炎易

の中断によって､うるしの他が店煉したため､ うるしかきが盛んに行われており､私産が

訪れた峠はうるしかきで忙しい地中であったoまた､鵬中農 (蛮性駐)が軒先に戒は庭先

- tfu-にはされており､野良ではいんげん豆をつんでいる膿血-1Lの蛍が比受けられT=o

このように純鹿を刷乗としている漉象では紙の季節が終る4･5月頃から雌 の始まる

11月までの半年を耕作･煙雀･うるしかき･世刈りのために大変忙しく.iAすのである.

当地の筑波過は12月中･下軸 ､ら5月中 岡までの半年を帝等の1軒を除いては膿家の季

節他線懐にしているので､麦耕作のIL別UIがくれは敦排作､歯代将jUJrこなれは苗代.山の胎

卿 約 1には11帥仁といった具合に作葉なして合l川なみて紙政をやっているのが渦状である0

2.刑仙 J｣紙のできるまで

〔1)槽 ･三位の胎Hけと刈入れ

肺中町昨コか Cは､皮の机 ､耗楢が栽培されている｡楢の苗木岨付け川副Ulは伴で､ 雨に

耐したUJの端の怯斜地に植えられるD樺の陽光のやbらかくなる4排気 元肥を晦L.

播楓 除店する.

〔窮29衷 〕 翌尽 1.5-2m近

く伸びた宙をLLIの悦

斜地に敵えかえ､fli

年塔刈りをする｡



弟30表

樹 瞳S
12月一里3月

収 梯 法 il人 1回の収触

12月-型1月J. !̂ 書 ′3-13メ

楯は3粗 三也は

5年生以後のを紙臓料

として採収す る｡曲的

期に入 った冬至のBJu-級

〔槻込みより作娘 〕 より刈振 りが始まるO

刈放 った播 .三掛170-80CVに刈りそろえ､)束4-5耳目の束にす る｡

(2ノ皮剥ぎをし白皮にす る

一度批池の家o_)土樹に足を摘み入れると､ほこりをかぶ r)くもの巣がはった机漉道具

が目につく.土間の壁は天気の恕い日に立てかけられた曲板のために壁土は変色 し 別

所はげ落ちさえしている｡広い土胤には地舟が敵にしてたてかけられてお り.それは見

聞はざるなどの置場にされている｡そのかたわ らに､直径 1力近い大 きな釜がある｡こ

れは岩罰と云13れる蒸釜で椿 ･三極の魚皮破帽 易くす るために品 入れ て蒸すので

ある｡

む しろ敷きの広い台所には炉があるO茶壷か ら取 り出 した楢 .三位を迄の上Iこ置き.

暖か味の失せぬ うちに皮を剥 ぐのであるが. この炉を囲んで-家総出で皆が力 を合わせ

て助け合 う｡愚皮を剥ぎ放 られた後の残せ如土葬,J､庭p山 と枕んであ る｡残せ刻1組.呂たき.

飯炊きなど禾胴引面虻は大 きいが､ その大郡分は議釜の燃料 となる0

3-4日竿干された果皮は湿気の1.Eいかや､むぎわ らの聞出王さんで貯威 してあ るO

果皮l蝿 ききって丁度竹の皮が内側にくるりと巻いているような恰好なしてとても固く

な っている｡この果皮を必典な餐だけ成羽川の渦流に｢昼夜醸して1本 1本小刀で押え

付けて外皮をすごき放 り､これを再び川D流れできれいに洗しヽ3-4t]日光にあてて
はす｡これが自皮で磯の中に しゅろに包んで湿気にあてないよ う貯蔵 され るO

(3) 自皮をさらし ごみ放 りをする

必掛 こ応 じて放 り出された白皮は先きのjk'釜で半日ほど水に浸 し 1本14こほ ぐして

繊維を砕き易 くす るために､ アルカ リ性浴液と共に 1-1,5時御者沸する｡白皮が源え

たら釜から放出して.かごにあげ､直ちに清水に移して7ク抜きをするため充分に水洗

いをし､ さらし勘に選んでさらし粉でさらす｡

次に原料の般後の仕上げ塵放 りにか ゝるのであるが.これは中年以上の如人の事で行

れる｡指先{･放れないような繊細なものは針先きで触り去ることもあ って中々骨のおれ

るつ らい仕妹である｡

戸外の小さな小巌に叩解触 ･モーターが鵬えつけ られている｡こゝで自助 柵白岡uT)よ

` ぅに打砕かれて漉料が作られ る｡この他剛 土光 きの耽舟の 中に移されいよいよ机親LL)作

業が始まるのであるQ

(4)机他 作英場を見学す る

紙.,,也な専業にしてい る笠神の平井 さん山家では奴閲も/糾 ､ているとい うことなので.
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早速庶政の現物を見に出かけた｡′J､谷から親鳥行のバスlこ乗り･法谷で下卑｡川向うが

笠神である｡家も人っ子一人見あたらない｡触気味なまICに的栃で.た 川ゞの流れがわ
びしく音を立て 流ゝれ るのみだ｡しはらくして両岸を結んでいるロープを伝って小舟を

あやつろ老婆の姿が見えた｡全然也抗のない川面を滑べるように舟 工対岸に向 うo舟を

降りて 5分はか り行った所に先きの渡守の老輩の家と平井 さんの家が二軒塊われたQ

(写央 24)清らかな川a)せゝらぎと､水車のゴ トンゴ トンまわる音のみのするひっそ

り的とした紙を脆く村特有のわひしさと静けさが沸っている｡

家に入ると執政で鍛えあげられた気骨ある伶秋としたおじいさんがにこにこと迎えて

くれた｡そa)手は永年の水仕釦で如くTLたち.宇和 1枚柏のへ,)がくい込んででこはこ

.1=なっている｡そしてその宅の身は水仕事の多い槻 労働によって神経痛に犯guCL､Zb

仕軸 では35,6才のこの家の主人が半裸姿でジャブジャブ水の音だけがする静け

さの中で仕掛 こ励んでいる｡水牛の蒐労働で鍛えあげられたたくましい身体は赤銅色に

日炊けし.流れ出る玉の汗でギラギラ光 っている｡

仕水軌土薄暗くて､出っぱく史の日中ですらヒソヤりとした肌寒さ鳩 ずる｡土間の

水ひたしの米I.こ半畳性との漉舟がが-つ粘っていて､中折り8枚分働ける横長の細い竹

や桁を木枠にはさんで天井からひもで吊してある｡(写真 25)フノ リ城 たようなど

ろどろする紙料紋を手紹よく掬いあげ､前後左右にゆすぶって浜に打ち寄せる政の■よう

に去なせたり許せたりしながら漉く｡机脚が所用のJ*さに達したらその時余分の液をサ

ッときると､直ちに竹費を枠から外し盛の上を通して後a)敷板の上にひっくり返 して.
しと

白い湿紙を架から剥ぎ帖す｡すべては永年の鮭奴と呼吸一つにかゝっている｡再び資を

もと棚 iP:tまめ込低 2枚臥 3枚目と肋次に同じ操作を鮎 して次から次へと蛋ねあ
げていく｡血統は圧搾鰍 こかけて水分を圧搾した後､鉄板で蒸気乾煉する｡この乾醜態､

のない頃は寒風の吹きすさぶ戸外で張板でやっていた｡乾触した紙は必薮に応じて所定

a)寸法に裁断される｡

裁噺寸法は縦25.5ミ.)､横36.4ミリとし 38枚-1帖.10帖-1束として.

障子紙に劫斬されていたが､今では縦寸法に変 りはないが横は厨子に合 うよう83ミリ

に裁赦 し､柾 目なしで障子に合致するように改良されたOそして1聞｡紙 12枚にして.

lOrurlR航120枚を1束とL. 申折り紙同様で丑目1束850グラムを目侍として販

売されている｡しかし今では障子Ii美浪型となr)硝子戸となるなどで触 面が赦 したC

3.YJLJ川内紙の拙粗とそLD用途

手渡和鰍 1機械漉きの盛んになっている今 日では昔のように.たとえは.備中.柳井家

の御用紙といった沸庁の保姓政熊もなく.機械漉きに押されてともか くも余命を保ってい

る現状である｡しかし 機脚 こ依らたけれはできない品物がある一九 機械でほ生れない

ものが数々あるように紙においても障子に触ら1.私達a)身のまわ りにはJ<'L,プを原料と

した西洋紙のように直ぐに破れ易いものでは由る紙製品がある｡柵 はその代議的なもの

で.三軸まかりを原料としている千円札が.バJL,プ6軌 三位4割の拾門札に比して.ど

のようpこ適 うかは侮E]経換しているところである｡傘紙もまた.その一つで純粋fL和紙が

求められる｡このように手蜘 地相の蟻敵性と机牧や紙臥あるがゆえに手漉和紙として

の必典fL道が今日もまだ残されているのである｡(第 31表参舶)
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薪31表
jiiiiiiZ--

-__..':-1=:__'丁

:
l

用 途 と そ の 特 色
l

古くから柵川内紙を代表するもの｡

障子紙 ご-い紙､金軌 帳面などその用途は広い｡

これを使った備中神代神楽の切紙脚=は有名O

Z温 床 紙 和紙の強敵性を利川.したもので､蛙卑苗床梢紙に使用o

ゆき悩んでいる和紙の中では中折りと共にまだまだその利用土は,riL､｡

傘 紙 ここ数年(枇 於ける目覚Lい洋食の進出にj:って､傘紙の帝劇 土少なく､現

在ごく一部で此かれている程度

圭民 芸 紙 純粋の紙iuil;料(-三佑 ･楢)を似 .､古来の紙触法を採JHL､化学非晶は一切

うるしの
ふた紙

チ リ 紙

使)ヰ=ノない純然たる昔からの古法による漉き方を採用し､日本古来の伝統を

持つ乗艇で城観た和紙を残そうとするもの.

ぴんせん(ペン誰きも町)､封筒 ･舶+紙

和紙にかきしぶをしいて､うるしの荷造りに1Ai)胡されるo

上等な共成L,)チリ紙であるO

丑 柵川内紙の由来とその発展

1. 大福他紙寺iJ術を凍めて

城iJJ紙漁村は耕地の少ない山({E7Llで､水Jj5良好の地方に出家の剛jELとして営まれた｡すな

わち､｢帖は山畑或は下畑の段 畑々の岸際､または不毛a)地を妬き柵えおけば､出家の益

になる物にして作るべきものなり.｣(比益協産考 )と､奨Lq,EJされてきた｡

ulJ中町iFjllで手馳和紙が･FL戸時代の中期から始められたらしいかそれは厳しき自然の克

服の一手段といえよう｡｢楢川J)っにうし子にやると云えは泣く子も黙る｣と云われたほど､
鹿菜､牧畜には土地の悪いJyfであ_-,たが､紡､三粒の産地には1.1Jってよく､その上､庶政
に必須の成羽JHの仙北に′虹まれていた めゝ､つらい紙作り棲農を続けたのであ7,｡

仙中町でも(frT川畑こその中心をおく手放都路 土､I-ん川内紙として知られているoこの歴

史は文献にないので明らかでないが､椀中の桃井家の大高他紙にその端を発すると云われ

ている｡大福机縦については水煙f恭一郎普｢大成他紙考｣をIi=考にして以下述べてみたい｡

1,ih沖剛 こおいて他紙が生産されていたことを縫思し棉るO-)は室町以降である｡文献的に

は､｢脱苑日録｣｢鮭漁軒 日銀｣で舵放される｡ ｢継州府志｣の中に｢典独之人吉有餌家｣
と見えているのは肪中国上扮Lrlri瓜淋村の柳井薮のことを云っているもa_)であって､御刷 巾

として､換嵐 # 榊糾 月の 臓中 根細 の納 入を殆 ん どその一手に塩-,ていた名家

であったのであるoLかし､天下の名品として柳井薮がその1;1Jlf栄をF,,'ったのも､雅政米収

までであったO以後,.,'i梁川流も如こおける柵の収骨が次卸 こ減少し､出航腺料である楢の調
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劇 こ凶雛を生じ､苦境に.追い込まれていき､天明年間頃までに､-5'S梁川の支流萌漠沿い.

高梁川本流(F,1岸の蛸方の何々､八川､柳分､川面､飲部､田丸 今津､立江､脱西､原東

にその胡座区域は拡大されたOそしてこれの売掛こあたってはこれらの何々の緒は御留用

地枇灘道のために､その年必感とするだけの楢が確保された上で､その残余を搾取し他へ

売払うことが許されたのであるO こうして減少を続ける椿の弛盛区域の拡大によってその

軌 馴 l内にまで調連の手が伸され､紙漉きが始まったのではないかと考えられるo

成羽川沿いで漉かれ出した紙は､年頁として立教な1'iLElを果していたらしいoそれは文

化十年備中匝日日上郡平川和明組糠によると､

-､銀 五三二匁五少五度

此緒 五三二五五枚

帖年貢 一株二付一歩宛

-､倒検地

銀 五六米 紙?馳彼 I

此家 ニー軒 一軒二付一歩大屋宛

と記され.楯年束.紙倣役は雄の盃盤な収入源となっていたようだo

明治維新後公の縫礼的なものに便絹され､一般杜会l瑞 寅の少ない大高地紋は､禁艶､

#府li:ど特卿昏倒cu御絹に頼 るものであるかb.柳井家の御用紙としての特殊な地位が消

滅 し 机漉を臆するに至った｡しかし 一方満引JJ内近傍に伝わった航漉ii.その当初から

｢腹大衆向きの紙である鵬中中折 り紙射モ表とする障子紙など､日常生活a)必需品として

a)繊 度の高い統監の紙を娩造した｡これら中折り紙､緒半紙などの生産書瑞 葬をみたす

軽度を限度として生産されたと判断される｡一般農家の自家用生産を第一歩とし 次いで

原料と娘品の交換或Iyここ良でa)委託製造などが行われ 現今に及ぶ｡一大 余剰娘品を販

売する換金自爆 となったもの{･鞘速は障子乳 帳簿絹(大福帳と称する毛筆むき械娘 )･

文韻梢･包紙などであった｡明治初牢頃までの机は楢のみで漉いていたから一見粗態らし

く凪えるが.机牡は戦力であるために広 く変桐された｡

2.原料育成状況

格は明治初年から現在にいたる長年においてさほどの変速は見られないが.原始時代を

偲ぶと古より植付けたものに相迎ないと思われるが.一定の勉へ集B]して植付けたもので

なく､畦畔や周辺の不良の地-点租u亨とんど天然に近い育成に上り年々収榛したものら

しい｡現在でも施肥することは少なく､切株から崩芽す る外 接椴中間からも朋芽するの

で育成はそれほど蝶番ではTLいBH｣椿は山林.原野へ天然に育成するもので椿と同一経と

思われるが.皮肉が薄く劣等敵があるので丘重視していないD

三牡は明治3O年に信の井上搬LJ_uBβとい う人が始めて作州津山から機品~を持帰 り､こ0_)
地方へ領砿してから根かにこの育成が盛んと-～:り､和紙粒人の余剰はj)lu;tlけ ことゝなったO

三十加工大東髄牧争時代には数百Flの捌当供出したこともある｡
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作付面積 と収種掛 土第32表 に見られる如く.大正9年までIt*した埠減もなく収納fL:

歩みをみるが.大正10年以降拙句者ともに払叔TL:減少を呈している｡その原凶を見uけ

ことは非常に困難たため明白を欠くが.大正8年に三粒が 1駄 10円の市価たったのが大

第32表 〔楢､三位の作付商科 と収越hlt

楢
一年 次 I Tfl作付反別収経由L価格 t止作付反別i収礎描!価 格
町~ナ～大正 1年 ′…ii∫97 ~7 iPTF(~-面上3/O-F3/0二 司&5J2 ′i∫一A.20le∫ ∫〟3/3:∫!7∫01ゲ0!--十一.一一一50Lゲ00lgゲI
5I171f CL
/i.5.__∠上57∫∫753 qij2｣_ゲ00･一三-:-+-rlQ｣__i._I _21_ぎ｣ /20!7I/ム′805 130&' /3̂[_8/1ggoo320i∫〝中.2//ゲg9/5.g ゲ30/.2?Flo/1g3ゲ0 ISゲ!3330〝/SO昭和7年′5.a363 ∫9′3AtjKゲ778I.Li7ゲ32/ugl3ム:ゲ′7839′エ7ゲu//aO3AtL.2ム85

11 ′∫∫3g?19′_377ム3[ ゲ′9
12./5.8/84E 1/Sゲi/ I1ム35 7占.2

13 /57139139エムIL7gII ,,7
14 ′∫丁1_39一._j3928ムエム7g｣一LL乙__15F′∫丁■.238. llA∫2A Sゲ7

! 16 ′エフ.24LOtE54 1ゲ0卓 占g
(備中町に於ける生産状況実態牲料調査)

正 9年､I0年にかけて俄かに泉併 し､ l駄 50円となったことがあるので､作付の減少

でなく収掛 こ偏した結果ではlJ:いかと思われろB大正8-I0年の頃には倣争の形蝉を受

けて万都が不自然な方向へ転換したことは確かTL:萌黄である｡練の薬的植付けやこんにゃ

くの焼畑他付けなども考庇のうちにあるのほ勿輪のことであるQ措､三位の作付両班減少

は永年作物である帆 三位如 し伏した結果 の及山LlBi魚i:作付l山桝が減少した見方 となった

のではないかと思われる｡ Oti下多揃･(告氏武)

そ0)座ilJひ'#起仙 如Luえて女気を持ちなお.し､枇柑5年以牌 上りJI叫び相 加の帆 HJ'/dた ど
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ったが､雛二次大鶴の勃鰍 こエI)昭和 14年には再度の減少が見られる｡大搬中以降の失

料に欠けるので､Jll上郡における生産状況を参考KLてその後の状況をみると､ (第 33

義)大磯勃発以掛 工急陣下し､終戦直後加 佐を示す｡しかし3u年以降供の常套の増加

第33表 〔川上郡における生産状況 〕 に上って,PLである

年 代 楢 J蚊 三 位 皮
作付反別 収感応ぴr) 作付反別 収磯舟(Iの

相和1(I年 a.? /∫4E′ 7,A 之90∫

15 33 8?? 7.2 9ム2

23 7,A gg /ダム0
25 al 7& β∫ .2/ゲ

(岡山統計昏)

が増Lfuしている｡す

なわち､31年に

750官､32年に

805貫 と増加 した｡

しかし､西洋紙の進

出におされて33年

には205官と再び

瀬少しているQ(31

年以降の数字は胤 三松の生産磁合計を示す)この数字の括 るものは手渡和紙が斜陽産業

に転じ.一般民衆とかけはなれて骨菜的存在になろ うとしていることではなかろ うか｡

こうした措.三位の作付両群及び収睡麻の蛋軸 と平行して製造戸数舷びに耗製品の数丑

にも著しい変進がみられる0

3. 手漉和紙生産状況 -1

昔は1枚取り貸桁に上り鹿家の冬季副業として各自の自家用を製造していね

当初､手漉和紙の生産は川上郡一円とその間辺の｢肋纂家の幹子用 (1枚魂 を糊で継ぎ

合せたもので障子を伐る).帳航用 (毛輩用擁智で俗に大福帳と云い伝えられたもの).

文脊臥 包故などの滞貨に応じたもので撫限に生産する余地はなかった｡ (現今{･もこの

状況である｡)古来平川地区の満目=-Jl､穴針､信､方谷の4部落 (27､8戸)膿野地区

の小谷､柳平､JJIl合木､本吹､古風臥 佐原日の6部落 (70戸)は成羽Htを蛸てて約

100戸の柵BE(田地が少く､畑地が多く楢の生産に適し l棟づつ馳所に点在した)紘

本村に速く離れているとはいえ､人帆 船 ､交際､習t技も相等しくこ でゝ楢を作ること

が常誠ときれた,さらに続に製造して自家用に供 して互いに緒の触通や舵の融通をしてい

るうちlこ余剰の生産を売出すことになったらしい｡

明治中年期vT_いたF)手政和舵をやめ.他の副菜に転換するものが枕出したのは､ (節

34表)追･4･魁耕扱術の上連に伴い､生産能率を麻めるために捜fl戊を♯入したので｢般常

襲をみたすには少数の製紙家でた りること なゝった｡依って大正年間に自然陶汰によって

残存した型紙家は了掛目内削渚に偏位することゝ1J:1)､その名も満州内航 と呼ぶように./i:っ

たのであるO中折 り紙を締子に触 るのに利便と見栄をはかり継目なしaJ一枚もajに裁断し

た牌子掛こなったajもこaJ奴である8飽田斬9紙を楢半紙と呼ぶようになったのは (昭和

中年畑J)榊山塊統制菜組合かできて､播半机 と称呼して快食批判したことに上る｡
〔江1〕
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第 34蓑 〔備中町に於ける手放和粧集の企束状況 〕

l次 年 製造戸故 ミ職 工l l数 量 総価 格 半 折 り 中 折 り 漉 也 .

数止 仙播 奴董 価格 l数止 さ価格 1I
S iEh* /3戸r 3訴 /JLJ締 7∫♂門 l H 蒜一一的
2 /3十 J.2 /ゲ8 7yl

3 /.2壬 3′ /35 フグ′

4 ′′ 37 /3ム AtEl

5 ′′ 35 ?i Al/

6 ′′ lA ム♂ ∫ダ0

7 ′′ /8 占β∫ JA〃 I

也 /i 13 800 ′′7′

9 I /.2 13 g7 ?AS

lO /i .23 /.378

ll /1 23 /.37g 15 /3g /jW
12 /.2 1ゲ /.lワg 1g /Al Al ′′′A

13 9 .2/ _Mgl∫0 / 0 ..′∫ 107∫ ゲ3_ItE.BO14 3 ′7 375 ､氷り

相和 1年 ム /3 38& ′ム 8.2 _ー320

2 ′∫ ′〟″ 一

3 7 lj l30 ■l _)′k7
4_ 7 .20 ｢ ioo l 2αノ

9 7 .2 /.2/0 ′上♂ ′W 5_ ′

lO a ′占 /.ALlO /AD /AdP

ll 7 .20 /.?.20 /.20 /9(光7 -

12 7 .20 /.8cc /gα/

13 7 10 /_g50 /_gS_0/.gal -14 7 10 /.COO 】

15 7 i .20 I1エ000 10と此/

(備中町現 地調頚沖ヨ]))

〔荘1〕････- 和舵手漉工策阻合は第二次大戦から繊 直後にかけて存在した｡搬争中の統制経

済政策に上って､航漉業者は全てこの組合に強制的に加入 させられた8これに 上って､生産

統臥 成合統制を義務づけられた｡すなわち､前者は#Et生産丑達成の鏡頻が､後者は生産

された紙を'#盛者に割当てる我楯が謙せられた_D今日現存する統漉道良uJ大部机 上､当初の

弁tl:生皮制のために佃えられたものである｡こuJ離制下において傘敵か虎も多 く低塩きれたo

統制経糾 工終曲奴も11:お､2-3年玩いた｡しかし､∫炊飯a)自由経験aJ余波 をくって､和触

手帆組 合は解歓した｡机仙帆脚 q半い相和23年 に鵬LLJ県三位 .楯生産JULJ工組合連合会が
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生れ､ さらに岡山県魁Bt原料葡収会社及びREdllJ原版光鍵築仏間組合連合会が帖成 され､ これら

ら三者は集荷納入虎猫を行 っているか､この舶散後､IrTL日日Jl一体は一切の組合にJJu入してい

ない｡これは1川ILl)1の航液の零細企菜のために､地方の業者について行けない点にある｡か

くてL22-3年以降各戸躍進が現状 となり､伝統ある和紙も近代設備にJ:り安価に多丑生産

されるパル7-にEE倒され 一般民衆 とかけはfJ:れた斜陽産業に転じ上うとしている｡

次ぎに現在の放浪経営状況に目を転じよう｡現在､価中町において和紙業に従卒してい

る戸数は7戸である｡ 第35表

その地域別分布を

みると第35表の

通りであり､綿川

lJlに5軒､笠神に

1軒､法谷に1軒

である｡

専業は笠神の1軒で残 りの6軒はすべて出家の氷菓として営まれ 冬期の細案 として聴

いているにすぎない｡

その労幽力はすべて家族分地力で占められ､瓶用労触弓削まわずか 1人で平川から航漉時

期だけ盛っていかこすぎない｡軌工数が 1魁造戸に平均2-3人ということはそれが家IJl

工業で行われていることを物語る｡航漉期rptJ中は柚の手も借 りたいほど忙がしいのである

が､人を海 い入れては採井が合わないので老若93女一家総出で批准lこ取 りかゝるのである｡

いわゆる削 工架を原則として航漉が経営されている｡

工 すたれゆく盲法 I

明治維新後外国との通商が開けてから､海外輸出向 きのものが魁遺されるようになったが

一方､酢 紙の輸入が膨しき丑にあがり､かつ欧式印刷術が採用されるようになり舵の消軟

は著しい勢をもって増加したが､勅舵は大丑生産に適 さず生産原価は洋紙に比べて著しく瀞

価で和紙は人造舶糸における天然綿糸のような地位におかれるようになった｡しかし､第 21

図に上ると､和親魁迄が拝航製造酷の移略によってまったく匠倒され -1時に凋落ILたとは

いい得るもの そゝの数丑はそれほど減少していない ｡

和紙の魁造ほ手工にとi'まり､機械を用うるものが-lLい｡和紙娘迄に征野するものは出家の

の家l-Jl工業としての小規模生産 しかでき-れ しかも副菜的生産か ら工業的生産への推移は急

速になし得lJ:かった｡それは和紙魁造それ自身の性質とそれを営む者の賃本的幽係かと云い

柑 る｡和紙魁進が急激にに挫落したのでなく､その型紙原料､尭粗描 良､生船 u乱 魁淡に

幾多の考瓜が加えられて､ある時制までその副 良をbLfl･ち指 た｡むしろ秋 の品薮のtElまるにつ

れ逐年aIj地温 Ir-.'Iは11AJJJJHした｡ (.底毅産生の凹地 緋新政aJ帆 ,.i )

Iチ
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1.生 産 組 続 の 沿 革

lJl外 (lJ-塊の牌苑と舶細で大h凹三鮭をなす洋紙の圧迫 と牡上紙執･Jd漠の増加は和机処遇にも

らかの変FLを放資せずにはおかなかった｡すなわち､氏t榊こおける和紙製遇の工場組織が小

規模Jj:がら次窮に劫 っれてきた｡(鮪37衷 )その代表的な工場を窮38表でとりあげたが

(蕊安産発の同原)
窮38表 【日本における主な和紙工場 〕

これでhかるように工場組綴とはいえ.磯城

放.峨工数非にその数は低く､小規模である｡

仇 工場の数も50にみたず.和紙製造は依

賂良家副業としてのそれが重要な位性を占め
ていたであろう｡36年の調査によればこの

種の馳造戸数が63526軒に達し 峨工数

は1戸平均2.7であった｡(五菜鮭菜の回廠

維新後の魁紙業 )

--l T 閉 【王 ~頭｢ ｢ 創 立年 代 磯 城 数 俄 工 数

福井県 河 本 製 紙 扉- - 明治18年 ′ 4E9

蕗知 県 伊 野 製 紙 合資会 社 19 ′ gP
東凍江 戸 川 娘 紙 会社 34 不明 3ゲ
【和紙工場0)主なるもの 〕 (遁要産非の国威)

一方洋紙工場について第39表から云えることは､会祉数はそれほど増加を示さないが工

〔日本における洋紙工場と 場数と共に抄紙機数は棚 け るoこの数の対

第39表 抄紙機械数〕

年 代 会社数 工場数 抄紙機敏 _

明治10年 ∫ ∫ ∫

15 ∫ ∫ ∫

20 ∫ ∫ ∫

25 - aJ 9 /_2

30 9 /0 /ゲ

35 ′′ ′∫ 3.2

40 ./2 ′7 yO∫占大正1年 ′′ .20

5 I /1 /3 a?

日本における

〔沖紙工機と抄紙総帥尤奴 〕
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他こおいていかに機能化されたかは的場の表

の如く増加の幌向を示していることによって

明瞭である｡

しかしこうした忌嫌が日柄､ 日強雨軌役を結

ぶJUl冊であることも他の重要産業の部門と同

様であ っ払

当地における工場組織の採用は明治末JUL紳

Luから来た平井氏の佐原目に馳紙同比l会社

(俗軌 僻北'JjB紙)を創立した ものに始まるO

これは20人軽の峨工を機Ll ボイラーを殻

粧して旺産の増大をはかったoLかしどこま

で故紙化されていたかは疑問である.峨工は

地元の人達でその大部分は油野地Ig.より始め

ら.:tわo



JLと初の10年lHIはかなりの_L.;t産をあげ大批プラlrliにま{･広 くそ0)少!品は版記された｡しかし

大正初lU虹 ffると鵬北:出航はET,欲したOその主なJti(因はボイラーによる燃料似かしであった.

この会杜の解放を矧蜘こして滋野池尻16和統IpAjZih･エーEU紋脱から手な引いてしまったO

(丹下哲夫氏談 )この解散以後は再びこの他において工組 織による和紙製jLh土日現 しなか

った0

2.処紙用化学頻品位用の沿範

原料煮沸用灰汁として従来はもっぱら木次 ･わら灰 ･石灰をfL)i用していたが.石次は苛

性 ソーダにかわ り､ ソーダ灰を加味するようなったOこの採掛 ま当址においては明治中年

仙こ始まるOこれのrL･)i用は普流の木灰汁をrt)!うより7クが抜けやすく. しか も手数が省け

その上.仕上 りがきれいになるからであ7JoLか しこれらの英晶を絞って仕上 りを良くす

ることは紙JfJt料の舷緋を将めすぎて､折角の紳い性'Fiを弱(1るようなものである｡ 生た

この採用によって紙此消臭の消椛が著しくなったと云lっれる｡

黄濁襲 (液相Zpこして トロと称す )の(rrJi用は廿も今も変らないが.朋治晩年から硫酸銅を

混用し腐敗や変lafなr防ぐこととなった｡

従来の川さらしに代わって机を朋白にするための晒粉(カルキ)供用も朋治晩年から始

まるO従光の川さらしL･iJl;(姶LYJかつ緩幽な方法であるため地産において到底咽桝 こ及ほ/i:

いため､ どの家でもiiL在では咽粉を†.起っている.蛍光沌料 ft)主用によって紙 型に白くした紙

は日やけして変色しやすい｡洋紙の障子紙は縫い目'ilvこ'A'巴して くることは 日'.TA'鮎 すると

ころであるoLかし､川さらしによる和紙の附子机 ま良く舶っておけばおくほ ど巴が白く

たるのである｡

段術の遊)Sと非にh'.J上してきた とはいえ､賂Pn†吏用によって和紙独得oj紙rI･強敵性が

そこTi:もれてきた ことはおしいことである(,

3.製紙哲賢具機帆 水洗い装促などの沿駐 ど_〟_

捲年の紙棋常襲の増加と労働力の不旭は古瀬の手工業にIlr)解機などの動力機帖のzl7人を

急がせた｡かくて労-J]な衝き､生産力.を'指めるために単純な手の羊からかなり機械化され

てきた｡すなわち原料の叩仰臥 従軸 使用は今日どこの仕jiB物こも見られる点であるO

(1) 水洗い装耽

収料煮沸後の灰汁抜き水洗嬢励 ま小川やTLに羽川桁11-iLを利用しで旨から今なお続行 して

いる｡

(21 t='-タ一

打他 五輪過したI111-料を適当な繊維状Ili兵にTr納するために用いられたもo)で紬 モク)作

業は徒らに労力加頂を色相するのみで非裾串他き払切払って､桝 よ労力を軌 ､てtfE率が

I;ll上するよう沌動機を利用してビー.タ一七回晦して作集をするようになった｡I:--タ-

採用は暇酸o)ことである机 ｢牛打ち｣の代わりに入手をとらない/)(串利用による〝ぅ

すつき.i.,はl州台初年に小符で始まっていたし 親任な･!3京判 .り用t･tl'[_'t_l･'1..'臼に比られるO
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(31 鉄 板 乾 燥 機

晴雨に.拘わらず生産をあげるため･jli板に代わ って､鉄板で述気乾燥を(救う蚊利なもの

が入った｡こゝでは立体乾燥機を主体としている｡所に よっては三角機 (舶転式 )l舶用

も見られるOこれは--nln-tJこ障子紙二枚判が3枚触れ 1舶転で9枚舶れる｡立体乾腺の

方は二rnl'式で交互に此れるのであるが1LfTipこ3-4枚舶れるO舶板での天日免租 土塊在

行われ,ていない｡現存の娘舵家は全部薪による火jj塩伐になった｡ しかし これらは比

を増すがPfを砧めるものではない｡乾かすには天日と板千に勝るものはなし,Q埼玉県比企

郡地方で ｢ピッヵ.)千両｣などと云 う机 日の光の淡いことを語るものである｡

4.紙収料他用の沿革

和紙の主賓以料は描､三位の樹皮であ り､古来よりこれを 位用し､反古などの漉返 しが

一刀で行われていた｡この故に弓貞淑 たり得たのである｡当地プ7-0こおいては導入から明治中

川トかけては格とLLJ緒のみで就いていたが､明治晩年JUlから三位を飽かに混入するように

TJ:った｡その後泊々技術の進JJi改良に伴い､樋率向上と原料調節の幽係とで難航原料 とし

ての既ifBlバルブを買入れ混合するようになったOそのかたわら昭和の中頃には楢にわらを

混入したh ら紙を漉いていた｡

当地のJ{ル7'捉I剛ま明治晩川lに始まった｡しかし2-3年前よりパルプ柵人が当地にお

いて不可能になり､それに代わるものとして反古が笠映した｡反古とい うのは印刷所で生

じた紙のLjJれ端のこと{･ある｡反和 上T･.L.i梁 ･成羽印掛所 から仕入れられるO従.1て今日柄

川LJjの混ぜ物はすべて反古があると云える｡奴古混用は反古を多 く混ぜれば混ぜるほ ど安

く作ることができる点にある｡

紙収料混入によって和紙の特斑である強桝性はそこなhれTL,楢の材料 と伝わる古法と

は感い品を許さないOこのような便利なものがどの紙漉場にもはいったが, これらはJtを

増すが錠を痛めるものではなかったO舵聴家の老人が私に述放 して ｢もう昔のような良い

紙は{･きない｣と云っTL,なぜだかな私達は考えねばならない｡仕辞が栄えるととか く営

利に走って馳 忘れてしまいやすいOだからよい仕都を紀けたい と,TILiT.いながらも粗末に作

ることを強いられてしまうO周囲はあまりに も多くの紙と早い鳩目1.1と少ない経把を要求し

ている｡ (それは主に掛粗相il咽 からそれを余俵な くされているのだろ うか )仕邸は悦び

でなされるよりも利偶のために背しみを懲ぷ方が多 くなって′lJまった.

(柳第悦塊第 2巻)

Zl 紙製品の移出と紙原料の移入択況

1.紙原料柵入状況

紙池を専業としている家では自

家で悦料の楢･三侍を栽培 してい

るが､土地が狭少であってそれだ

けでは不十分であることは第40

衷からも明らかである｡また故培

している縫家でさえ､綿畑がたば

こ･いんげん豆 ･1.111に椎えられてい

く塊状にあるO

箭 40表 〔紙駄科の自給率及び的入牢 〕

給 率 他 人 率 JLiLi料の移入地

0声以上 10年 神石､柳川Jj

0% 50% 小合

CS 9fフS 佐JiitEI

♂ /00% 蓮谷 _..___J

(址地調査の欄込みより作魁)
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F

紙を漉 く将に粘料剤として(9潤 される黄萄鞘(ト.,)は大体において自家o)畑にて栽培

使用している｡

妨野を中心とする川上郡西部や神石郡などa)似料の供給地においても三触･楢を畑金作

物としてわ ざわざ栽培するのではfJ:く自生した ものを刈取 って金rLかえた り､狼紙と史雌

するていどにすぎない.だから仲党人たる性格を持つ者は存在せず､I,6(料入手は原料生産

者からのIb:貫によっている.三槌 ･楢は無皮か傾木{･買入れられるが,何れも県道者にて

いくらといわれるような空孔､方をし､自動iF運搬をするo生盆地より底擁買う場合が殆ん

どである. (丹下有夫氏談 )

手渡和紙の需要の多かった戦術までほ換金作物として三位･楢を放培する人 もあったが

洋紙におされて絹事の滅'&とともに和紙の生蕗牡もひと頃より減少した ゝめ､IL,1料供給地

においてJl;I-料を栽培 LTJ:くなったゝめ､紙原料は不)iL入手し難くなってきた｡この為に

前述のように紙煉料を補いより安佃なコストlこする鵜に混ぜものとT.Eる新Ji;】淋しが求められ

たO=柊他の補助 JLA'料は軌IJ方面から柵入される.かくして紙収料の混用によ,,て従火の収

料である渚 ･三位は賂i輩され､ この為その故塔は衰亡し､ この栽培に代って うるし､たば

こ､成業とTJ:り､航Jiil料はますますIE･対価 となり､なおさら和紙は変拭したのである0

2.和紙販売の状況

手此和紙の順路は一･一枚の触品の如く槻髄他 またく-近地Lg.の舶頻をみたすていとである

から､生産r由も白から制限を受けるわけで姐j也の余はないO技術的1'の遅れからそれだけ コ

ス トも向くなるに加えて､鵬後､沖山方佃から良'efで安価な和紙が当地にも相当牡に進.Lli

してきているので柵川LJj紙の版路は年 々狭くなる一升 C･ある.

販売区域は川上耶一円とその燭辺すなわち､成羽･吹俺を中心に郡･内-円とJA島県神石

郡盤松村･油木町 ･所収札 小野村･水城町､阿哲郡内の川上郡 との隣舷町村ぐらいで､

大都市や都会-の売出しの経凪は僻北娘紙の倒壊後はなかったO就中､吹樹町坂本のJ-.,L'刷

楓11が盛んだった明治初､中年lUl頃には鉱石爆舵のための噂火線燃焼用として中折 り紙を

使用したのでかなりの売行きがあったか､別治吹年にいた り､既製ifq火練ができたのでこ

の販路は解消したO舶紙 として成羽､ 吹J*_の町民や'>数段家-かなり売れた峠代(明治晩

年から大正年r'Hlにかけて)があったか泊 近々代式の傾稗にEE倒され､現在では障子紙と併

行して中qrり紙が売れているo現在の炎紙家のLPには宅策用便室や封筒用を就推しEJJ刷加

工して粗味の蛇芸品として売出すものもあるが､ (岡山天満崩 ･身牧民芸館)発行不良ら

しく手渡和紙でこんな立派なものができるとい う標本に他するていどと倣われるのでより

以上の州得はできず､従瀬よりの'#掛こ呼応J るほかはないo (汁下許多冶氏談 )

移出の方法 としては小売店からltt姥注文な受けるのか-艇内であるか.物々交接 もかな

り行われているOすなわち紙出品を僻放って町まで'tilかけ所望の品と女牌するのであるo

また航出品と紙似料の生地も行われているolli(tでは仲Fl"i人の姿は殆んど鈍られなくなっ
た.すべて小売店 とのl白二鍍交i,-irJIJ粂臓li:くされて各戸での関路線進が塊状である.
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